















































犬とハサミは使いよう6
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　春はる海み和かず人ひとは読書バカである。

　人間の肉体を失い、ミニチュアダックスフンドの肉体に身をやつしても、本を求める性質が変わることはない。

　前足、後足、胴体、頭脳、目、鼻、耳。肉体の全すべてを動かして、本へと向かい。

　覚悟、決意、信念、期待。精神の全てを動かして、本の世界に飛び込んで行く。

　今日も春海和人は本を読み続ける。




『あのさ。お前が初めて読んだ本って、どんな本だった？』

「何よ藪やぶから棒ぼうに」

『いや、ちょっと気になってさ。ちなみに俺は、母上に読んで貰もらった絵本だったな』

「ふうん、絵本ねぇ」




　人は人と出会い、言葉と文字を覚え。

　本と出会い、読者となる。

　誰にも決められる事なく。何にも縛しばられる事なく。

　そうなるのが当たり前だと言うように、人と本は惹ひかれ合あって、繋つながり合あう。




「初めて読んだ本ねぇ。何だったかしら」

『何だお前、そんな事も覚えていないのかよ。作家のくせに』

「アナタは良く覚えているわね。犬のくせに」

『犬にだって読む権利はありますよ？』




　幼少期に読んだ本は、思い出になり。

　青年期に読んだ本は、道みち標しるべとなる。

　たとえ、読んだ事を忘れてしまっても。

　その読書体験は、きっと読者の胸の内に残る。

　いつまでも、読者の一生に寄り添い続ける。




「そもそも、どうして急にこんな話になったのよ」

『ああ、さっき読んでいた本に、そんな事が書いてあったんだよ。幼少期にどんな本を読んでいたかで将来の姿が決まるとか、そんなうさんくさい内容だったけどさ』

「へぇ。それでアナタは、私がどんな本を読んでいたと思ったのかしら？」

『そりゃ、残ざん虐ぎやく殺さつ戮りく歴史とか、血けつ書しよ五ご部ぶ大だい乗じよう経きようみたいな……オーケー、俺が悪かった。ハサミをしまおう。ステイステイ』

「そうだ、アナタが最期に読む本は、犬の血で書かれた本にしましょう。特別に私が書いてあげる。すぐ固まっちゃうから沢山必要なんだけど、協力してくれるわよね？」

『御免だよ！　「色欲」読むまでは死ねないんだからね!!』




　たとえ大切な物を手放して、その姿を見失ったとしても。

　それでも、消えてしまうものなんて、何一つない。

　知識に、血肉に、生き様に、未来に。

　全ては形を変えて、確かに残っている。

　その手の中に在り続ける。

　これは、そんな物語。
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　それは声から始まった。

　俺に向けられる柔らかな声。

　いつかどこかで聞いた優しい声こわ音ね。

　そして、全身から伝わる温かさ。

　俺の身体からだを包むのは、誰かの体温で。

　その誰かを確かめようと目を開けると、視界いっぱいに草そう原げんが広がっていた。

　しかし、目を凝こらして良く見れば、それは現実の草原ではない。淡あわい色合いで描かれた一枚の水彩画。見覚えがある。これは、絵本の中の一ページだ。

　絵本だと気が付くと同時、ページが捲めくられる。

　誰もいなかった草原に、白猫と、つばの広い帽ぼう子しを被かぶった旅人が現れる。

　その絵本の変化と、俺を包み込むような声と体温で思い出した。

　この声は、母上の声。俺の、春はる海み和かず人ひとの、母親のものだ。

　自分自身の肉体を見下ろせば、小さな手足が見える。顔に触れれば、柔らかい頰ほおの感触が返ってくる。疑うたがうまでもなく人間の肉体だ。それも、小さな子供の。いつかの俺が、確かに持っていて。今の俺が持っていないもの。

「……何だ、夢か」

　夢以外にあり得ない。

　母上の声も、肉体の感覚も、今の俺には得ることが出来ない。

　何な故ぜなら、俺は死んでしまったから。

　今の俺は、人間の肉体など持っていないから。

　これは夢だ。懐なつかしい夢。まだ幼稚園に入る前、母上の膝ひざの上で大好きな絵本を読んで貰もらっていた時の、夢。




　依い然ぜんとして、頭上からは母上の声が聞こえて来る。

　目の前に広げられた絵本のタイトルは『旅人と白猫』。つばの広い帽子を被った旅人が、白猫と共に自分達の家を探す物語。何度も読んだ本だ、全すべて覚えている。これから語られる内容も、この先の展開も、暗あん唱しよう出来るぐらいに覚えている。

　だから、わざわざ読んで貰う必要は、無いのだけれど。

「まあ、こういうのもいいか」

　他人のペースに任せて本を読む。他人の身体に身を預け、ゆりかごに揺られるようにして本を読む。うん、たまにはこういう読書も悪くない。何しろ今は夢の中なのだ、郷ごうに入いっては郷に従え。その場、その環かん境きように即そくした読み方があるというものです。

　それにしても夢の中ですら本を読めるなんて、何とも素す晴ばらしいことではないか。この読書法を上う手まく使えば、これからの俺の読書ライフが、飛ひ躍やく的てきに拡ひろがるんじゃないでしょうか。どう、これって凄すごいと思いませんか？

　絵本のページが捲られる。

「…………あれ？」

　新たに開かれたページ。

　そこに描かれていたのは、草原と、白猫と、旅人と。

　そして、二体の黒い影。

　周りのタッチとは合わない黒色。墨ぼく汁じゆうをそのまま絵本にぶちまけたかのような、そんな単色の影が、白猫と旅人を追いかけている。

「こんなキャラクター、いたっけ？」

　いやおかしい。こんな禍まが々まがしい黒い奴らなんか知らない。断だん言げん出来る。

　絵本の中、この先旅人と白猫は、草原の先でとても温かい『火の国』を見つけるのだ。俺はこの絵本の内容を全て覚えている。文章も、絵も、装そう丁ていも、作者名も、奥付に書かれた出版社の住所もバッチリだ。

　また、絵本のページが捲られる。

「んなっ!?」

　風ふう景けいが変わる。

「な、何だ、これ？」

　いや、変わったという表現は適てき切せつではなく。

　捲られたページの先、そこで風景が終わっていた。

　黒。　黒。　黒。

　先さき程ほどまでの、淡い色合いの草原など見る影もない。天から地まで、見渡す限りの黒色が、視界を埋うめ尽つくしている。

「た、旅人は？　白猫は？　水たまりと、地平線まで続く草原はどこに行ったんだ？」

　突然の恐怖に、小さな手足が震える。自分の知っている世界が、別の何かに侵しん食しよくされるという恐怖が心を揺さぶる。

　突然、絵本の表面が波立った。

「ヒッ!?」

　黒の中で〝何か〟が蠢うごめいている。

　逃げ出そうにも、恐怖が身体を捉とらえて放さない。竦すくんだ足が、逃亡を許さない。

　気が付けば、母上の声は止やんでいて。

　絵本のページが、小山のように盛り上がる。

　黒の中で蠢いていた〝何か〟が、こちら側へと産み落とされる。

「ヒイィィィ!?」

　現れたのは、絵本を凌りよう辱じよくした二体の影達。

　一つは、地球ごと切断しそうなハサミを持った、黒い女の影。

　一つは、世界中のあらゆる拷ごう問もん器具を背負った、巨大なカラスの影。

　のっぺりとした四つの黒い瞳ひとみが、俺に向けられる。

　影達は、邪じや悪あくな笑みを浮かべ。

　それぞれの得え物ものを、俺の身体へと突き刺して──────。


　　　　　　　　



『おおおおおおおおおいいいいいいいいいいいいいいい！！！！！』

　叫び声と共に跳ね起きる。

『夢!!　夢だよね!?』

　前足。後足。胴体。尻尾しつぽ。全力で全身を確認する。

『大丈夫！　夢だ！　夢だもんね！　ＤＲＥＡＭだよね！』

　耳。腹。鼻。肉球。よし、どこも問題ない。斬きられてない。刺されてない。無事だ。もはや見慣れ尽くしたミニチュアダックスフンドの肉体がちゃんとある。

『よ、良かったぁ』

　安あん堵どの一息。それで、黒色に塗ぬりつぶされていた夢の恐怖から解放された。

　勿もち論ろん夢だから、実害が無いことは分かっている。しかし、染みついた恐怖は簡単に消えることはない。読書の感動が消えないのと同じように、心に生はえた恐怖の根っこは、そう簡単に消えることはないのだ。

『何つー夢だよ畜ちく生しよう』

　最初は、幼少期の微笑ほほえましい一ページという感じだったのに。途中からは、向こう数年間うなされ続けるレベルのトラウマ悪夢だった。こんなのリアル幼少期に見ていたら、世界地図を図ず画が出来るレベルのおねしょが発生しかねませんよ。

『……まあでも、懐かしい夢だったよなぁ』

　話題転てん換かん。深く考えると悪夢の世界に舞い戻りそうなので、前向きに楽しいことを考えよう。具体的には本の話だ。ブック！

　夢の中で読んでいた絵本『旅人と白猫』は、今から七〇年程前に海外で出版された絵本だ。我が家にあった絵本の中では特にお気に入りの一冊で、母上が呆あきれかえるぐらい何度も何度もせがんで読んで貰ったものだ。

　俺が同年代の誰よりも早く文字を覚えたのも、あの『旅人と白猫』を母上が読んでくれない時に、一人でも読めるようになる為ためだったと言っても過言ではない。それだけ思い出深い絵本で、ある意味では今の俺の出発点とも言える本なのかもしれない。

『読みたいなぁ。久しぶりに』

　むう、思い出したら急に読みたくて仕方がなくなってきたぞ。

　別に古い本だからと言って、特別貴き重ちような本という訳ではない。国内の大手出版社が翻ほん訳やく版を出版しており、全国どこの書店でも手に入るポピュラーな絵本だ。本ほん田だ書店に行けば、すぐにでも新品を手に入れることが出来るだろう。

『でも、新しいのを買うのもなぁ。今度円まど香かに頼んで、実家にある奴を持ってきて貰おうかなぁ』

　たとえ、新品を手に入れられたとしても、母上に読んで貰ったあの一冊をまた手に取りたいと思うのは、読書バカとはまた別の理由だろうか。笑わば笑え。思い出の一冊を、また読み返したいと思って何が悪い。

『そうだ！　今日の読書は絵本から始めよう！』

　我ながら名案。ティンと来たぞ。あんな夢を見たのは、きっと『おおカズヒトよ、絵本を読まないとは情けない』という読書の国の王様の訓くん示じに違いない。

　確か、リビングの本棚にも沢山の絵本が並んでいた。一言に絵本と言っても種類は沢山ある。薄い絵本、分厚い絵本、明るい絵本、暗い絵本、子供向けの絵本から大人向けの絵本まで様々。より取り見取りだ。

　夢の中でまで本を読んでいたせいで、既すでにウォーミングアップは済んでいる。

『よーし、ＬＥＴ，Ｓ　ＲＥＡＤ！　さあ、今日のＢＯＯＫＷＡＬＫを始めよう！』

　そうして、いつも通りに寝ね床どこから一歩目を踏ふみ出だそうとして。

『……あれ？』

　そこでようやく気が付いた。

　周りの異変に。

『ここ、どこ？』

　俺は、見た事もない部屋の中にいたのだった。




『……ちょっと待て。昨日は「地じ獄ごく雑ぞう炊すい４」を読み終えて、そのまま寝ちゃったんじゃなかったっけ？』

　確か、いつもの寝床で読書をしていた筈はず。記憶を漁あされば『地獄雑炊４』のヒリつくような読後感も、柔じゆう軟なん剤ざいを使用した毛布のフワフワモフモフとした感触も思い出せる。

『なのに、何で俺は、こんなところに……つーか、一体何なんだこの部屋は』

　壁かべ紙がみは薄いクリーム色。床はフローリング張り。天てん井じようには照明器具が埋うめ込こまれているようだが、明りは灯ともっていない。一つだけ存在する窓から差し込んでくる光が、唯一の明り。十畳程の広さにもかかわらず、部屋の中には一切の家具がない。まるで何年もの間、誰も立ち入らなかったかのような、人の温度を感じさせない部屋だ。

『……誰もいないし』

　この部屋の中にいるのは俺一匹だけ。

　人もいなければ、ゴミも無い。

　本も無ければ、塵ちりも無い。

『って、本が無い!?』

　急いで周りを見回すも、読み終えたばかりの『地獄雑炊４』が無い。

『なっ、何で!?』

　四巻目にしていよいよ宇宙編に突入したのかと、妙な感動と共に一緒に寝た筈なのに、何で起きたら勝手にいなくなってるんだ！　あの浮気本め！　俺とは遊びだったのか！

『だ、駄だ目めだ！　これは駄目だ！』

　俺の傍そばに、本が、無い!?

　死ぬ気か!?　殺す気か!?

　普段から誰かさんの破は天てん荒こうな行動に悩まされているせいで、多少の異常事態には既に慣れっこだ。いや決して慣れたくなんかないけど。身体が異常事態に馴な染じんできてしまっている。

　だから、目が覚めた時に知らない部屋にいることなんて、そこまで慌あわてるような事態じゃない。日常の延長線上と言えなくもない。目が覚めたら吊つるされてたり、縛られてたり、囚とらわれてたりなんかも良くあることだから、別に騒ぎ出す程のことではない。

　ただ本が無い。テメーは駄目だ。

　朝イチで周りに本が無いとか、肉体的にというか、生物的にやばい。本が発するエネルギー、読書で得られる読どく素そが無いと、この犬ッコロめはＭＡＪＩでＤＩＥよ？

『……まさか夏なつ野のの奴、無断で俺の本を持って行ったのでは!?』

　あり得る。

　あいつ、人が読んでいる本に横から手を出してくることがあるからな。

　この前も、俺が読んでる本を急に取り上げて『ねぇ、この本面白いの？　特別に私が読んであげるから貸しなさいよ。ほ、ほら、私の膝の上に座りなさい。膝ひざ枕まくらしてあげるから』なんて言い出してきたのだ。あのいやしんぼめ。

　確かに気持ちは分かる。人が読んでいる本は三割増しで面白そうに見えてしまうものだ。しかし、人の本を横取りするなんて礼れい儀ぎ知しらずにも程がある。作家のくせに、相変わらず読書の作法が全く分かっていない奴だ。しかもあんなに顔を真っ赤にしてまで、読もうとするなんて、本に対して失礼じゃないか。体調管理も読書の内なんだぞ。

『くっ!?』

　しまった。本が近くに無いことで、段々と息苦しくなってきた。早急に読素を補給しなければ一歩歩くごとに俺のライフポイントは減へり続つづけてしまう。

　早く、この何も無い部屋から出なくてはならない。本を探して旅立とう。

　正面の壁には、壁紙と同じクリーム色の扉。窓を除けば、出入り口はそこだけ。

『よっし行くぞ。新世界へ！』

　そう意気込んで、扉に向けて一歩踏み出そうとして。




　カチっと。

　乾いたスイッチ音が、部屋の中に響いたのを聞いた。




『へ？』

　瞬間、足元の床が変動。

　フローリングの床に、賽さいの目め状の切れ込みが入る。

『へゃぁぁぁあああああああああああああ!?』

　突とつ如じよ急上昇する全身。

　回転する視界。その中に、網目状のものが映る。

　床から飛び出した網目状の何かが俺を巻き込んで、急上昇したのだ。

『て、鉄網ィ!?』

　一拍置いて動きが停とまる。俺を囲むのは、床下から突如現れた鉄網。床から一メートルの高さで静止し、ブランブランと揺れることになった。頭は下で、尻尾は上と、逆さまの状態で。

　ネットに包まれてぶら下がった経験はあったけれど、鉄網による捕ほ獲かくは初めてだ。こうしていると、投とう獄ごくされた囚人のような気分になる。周囲から圧あつ迫ぱくされ続けて、上手いこと動くことが出来ない。というか、すげえ痛い。網が動く度に、キメ細かい金属の網目が俺の肉体を締め付ける。

『こ、これは、まさか』

　まだ混乱したままの頭で考える。

　聞き覚えのあるスイッチ音。突然襲おそい掛かかって来たトラップ。この急展開には、覚えがある。

　夏野の仕し業わざではない。夏野ならば、俺を直接捕獲して、直接痛い目に遭あわせようとして来る筈だ。こんな理り不ふ尽じんなトラップ。罠わな。そんなものを仕掛け、俺をどうにかしようとする奴は別にいる。

　鉄網越しの視界、部屋の扉が僅わずかに開く。

『ああ、良かった。起きたんですね春海君、おはようございます』

『やっぱりあんたの仕業か！』

　開いた扉から入って来たのは、見覚えのある黒色。下げ手しゆ人にんが、早くも登場した。人ではなく、カラスではあるが。

『そんな、春海君。仕業だなんて人聞きが悪いですね』

『はぁ？　仕業じゃなかったら何だって言うんだよ』

『ただ、ちょっと新しいトラップの実験台になって貰おうと思っただけですよ？』

『余計性た質ちが悪いよ！　勝手に実験台にするんじゃねえ！』

『そんなぁ水臭い。僕と春海君の仲じゃあないですか』

『その仲が今まさに破壊されようとしてるんだよ！』

　実験って、もっとしっかりとした契約の下もとに行われるんじゃないの？　両者の信頼関係が何よりも重要なんじゃないの？　この状況で信頼関係を語れるほど、俺の精神構造は聖人仕様になっていませんよ？

『春海君、朝一でそんなに叫んで疲れませんか？』

『誰のせいだと思ってるんだ！』

　部屋の中に入って来るなり妄もう言げんをぶちかましてきたこのカラス。犬である俺と、普通に会話をしていることからも分かるように、それはただのカラスではない。

　俺こと春海和人が、ミニチュアダックスフンドの肉体に人の意思を宿やどしているように。このカラスもまた、その肉体に人の意思を宿しているのだ。




　人間の時の名前は、姫ひめ萩はぎ九く郎ろう。

　元は、大手出版社の書しよ林りん社しやに勤めていた編集者。病気により命を喪うしなったものの、遺のこした妹の事が気がかりなあまり、カラスの肉体になってまで、現世に蘇よみがえった存在。特技はトラップ作成、趣味はトラップ作成の、生きつ粋すいのトラップ野郎である。俺が現在、絶賛引っかかり中の鉄網も、間違いなくこのカラスの仕業だった。

　ここしばらくの間、このカラスのせいで、色々な厄やつ介かい事ごとに巻き込まれもした。新しん稲いな葉ばの街を、秋あき山やま忍しのぶの原稿を求めて駆け回ったり。監かん獄ごく島とうの洋館『煉れん獄ごく館かん』でトラップ尽くしフルコースの目に遭ったりもしたのだ。

　それでも、お互いに人から動物の肉体へと転生を果たした同士だ。数少ない仲間として、仲良くしていかなきゃいけないと思うのに。

『何で朝からこんな目に遭わなきゃならないんだよ!!』

『いや、別に悪気があった訳じゃないんですよ？　ただ、ちょっとムシャクシャしたから、実験台にかこつけて痛めつけようとか考えただけで』

『悪気百パーセントじゃねえか』

　根っからの悪意だよ。ゲロ以下の匂においがプンプンするよ。

『あのまま、一生起きなければ良かったのに』

『……九郎さん、あんた、変わったよな』

　一時は共に煉獄館のトラップを潜くぐり抜ぬけた同志、『チーム・アニマル』の仲間だった筈だ。なのに、何で今は一方的にトラップを仕掛けられるような、訴そ訟しようまで秒読みみたいな関係になっているんだろうか。

　姫萩家一行が、俺達の隣に引っ越してきたのは約十日前のこと。

　その日以来、九郎さんによるトラップ地獄の日々は続いている。ただでさえハサミ女の急きゆう襲しゆうに怯おびえる毎日なのに、そこにトラップも追加なんて倍率ドンどころの騒ぎじゃない。こんな目に遭わされ続ければ、そりゃあんな悪夢も見るよ。

　何より、俺が九郎さんに恨まれる原因が全く分からないのが問題だ。関係を回復する為に問いただそうとしても、九郎さんは俺を睨にらみ付つけるばかりで何も言わない。大切な宝物を俺が奪うばったって訳でもないだろうに。

『……あれ？　ちょっと待てよ。何で九郎さんがここにいるんだ？』

　姫萩家が引っ越してきたのは俺達の隣の部屋の筈だぞ。一体どこから夏野の部屋に入り込んだんだ？

『何言ってるんですか春海君。僕が自分の家にいたらおかしいですか？』

『自分の家？』

『おや、気付いていなかったのですか。ここは我が家です。イマキュレット新稲葉の最上階。姫萩紅葉もみじの住まうマンションですよ』

『……はぁ？』

　翼を大きく広げ、九郎さんはアピールする。

『じゃあ、何で俺がここにいるんだよ』

　てっきり、夏野が俺をどこか違う部屋に移動させたんだとばかり思っていた。でも、ここが夏野家じゃなくて、姫萩家だったとしたら。俺がここにいるのおかしいだろ。何だ、俺そんなに寝ね相ぞう悪かったっけか。本の匂いに誘われたの？

『ああ、それは拉ら致ちして来たからですよ』

『拉致ィ!?』

　急に何言い出すのこのカラス。

『何ですか春海君。君は、拉致も知らないんですか？』

『知ってるよ!!』

　ご本人の承しよう諾だくを得ずに居場所をアレしてアレしちゃう奴だよね？　どういう角度から見ても犯罪の匂いしかしないアレです。つーか、俺が体験してるよ、まさに今。

『ちょっと、明け方に秋山先生のお宅にお邪じや魔ましましてね。ああ、大丈夫です、ちゃんと警けい報ほう装そう置ちは切っておきましたから。警けい察さつ沙ざ汰たとかの大事にはなっていない筈です。そういう設置系の対処は僕の専門分野ですから。あ、ちなみに具体的な対処方法については企業秘密ですよ。真ま似ねされたら困りますからね！』

『十分大事だよ！　一体どの方面に気を遣つかってるんだよ！』

　もういい加か減げん、下手人として警察にしょっぴかれてくれないかな。世界と俺の平穏の為にさ。桜の紋もん所どころがお待ちですよ。カラス専用の刑務所とか存在しねえかな。ピッカピカの奴。

『とにかく、監獄島を離れ、新天地での生活。こここそが、僕と紅葉のスイートホーム。文字通り、新たな愛の城ですよ!!』

『……相変わらず、シスコンをこじらせているんですね』

　さっきから妹に対してアレな発言をしているから、今更言うまでもないこととは思いますが、念の為に追加で説明をしておこう。

　姫萩九郎は重度のシスコンである。

　ＴＨＥ　シスコン。

　実の妹を偏へん愛あいしているのだ。むしろ、シスコンがカラスの皮を被った生物とすら言えるだろう。カラスでシスコンで罠狂いって、どんだけの咎とがを抱えているんだよ。

　本当に、何で俺の周りってこんな奴ばかりなんだ。神様、もうちょっと常識人を分配してくれてもいいんですよ。

『……はぁ、もう何でもいいよ』

　正直疲れた。朝イチで本を読まずにこのカラスの相手をするのはしんどい。

『分かってくれましたか。さすがは春海君！』

『だったらホラ。もういい加減下ろしてくれよ』

『え？』

『いや、「え？」じゃなくてさ。不本意だけど、無事に実験台の役目を果たしたんだからさ。もう吊られている意味なんてないだろ。早く下ろしてよ』

　このトラップの実験結果は『凄い驚おどろいて、凄く痛い』だ。Ａ４サイズのレポート用紙に纏まとめて、全国罠学会の場で発表すればいいよ。

『いいえ。まだ実験は終わってませんよ。むしろこれからが本番です』

『本番？』

『何しろ、それはただの鉄網ではありません。その名も「神の編みたる二重螺旋マルチプレツクス・ドラグネツト」。実は、最近某ぼう国で開発された新素材で作られていまして、マカロニのように中が空くう洞どうになっているんですよ』

『……はぁ？』

『その空洞に色々なモノを仕込めるんです。今日は特別に中に濃のう硫りゆう酸さんを仕込んでいまして。ほら、耳を澄すませてみて下さい。何だか、金属が溶けるようなジュワワッとした音が聞こえてきませんか？』

『誰か助けて！　このカラスおかしいよ！』

　正気かこいつ。

『ああ、あんまり動くと、溶けるのが早まりますよ？』

『助けて!!　助けて!!』

　懇こん願がんの叫びなど気にもせず、鉄網の中の俺を見つめるカラス。表情の乏とぼしい鳥類のくせに、俺の醜しゆう態たいをあざ嗤わらっていることだけはハッキリと分かる。アレは完全に狩る側の目だ。

『たたたたたた助けて！』

　ちょっと待て。これって地味に俺史上最大のピンチじゃないのか。打撃系とか斬ざん撃げき系とかのピンチは色々あったけど、さすがに薬品系はまずいだろ。何かしらの条約に違反してません？　身体を動かそうとすると鉄網が締まって痛い！

『はっはっは、そんなに叫んでも助けは来ませんよ？　でもそうですね、金こん輪りん際ざい紅葉に近付かないと言うのであれブギャア!?』

「九郎さん、そこで何をやってるんだい？　そんなところにいたら、間違えて踏んづけちまうよ？」

　その声に前を見れば、鉄網越しに新たな人影が存在していた。

　登場するなり九郎さんを踏みつけた人影。

　それは、赤い長髪をポニーテールに纏めた長身の女性、森もり部べ佐さ茅ちだった。




　森部佐茅。

　臙えん脂じ色と白の二色を基調とした、ロングスカートのエプロンドレスを着こなし。頭の上には、簡かん易いなレースをあしらったヘッドドレスを乗せている。その服装から分かる通り、姫萩家に仕つかえるメイドである。

　彼女もまた、監獄島で出会った人物の一人。姫萩紅葉に会う為に上陸した俺達を妨害し、最後まで紅葉を守り通そうとしたメイドだ。夏野とは、この世のものとは思えないバトルを繰くり広ひろげていたし、俺も一時は殺されかけたりもしたものだ。過去戦場を駆け抜けていたみたいなことも言っていたし、いわゆるひとつのソルジャーメイドという奴だろう。

『さ、佐茅さん！　そういうことは出来れば踏みつける前に言って下さい！　あぁ、僕の大事な羽根が!!』

「ああもう、そんなに羽根を撒まき散ちらかして。掃そう除じするのは私なんだからさ！」

『あ、はい、ごめんなさい』

　長い脚に踏みつけられながら果か敢かんに反抗した九郎さんであるが、メイドの言葉に即座に謝罪の言を述べるに至った。

「えっ、『それがお前の仕事だろ。黙って掃除しろ。さもないと、お前が踊おどっていた時の動画を全世界に発信するぞ』だって？　くっ、まさかカラスに脅きよう迫はくされるなんて!!　こうなったら…………殺すか」

『そ、そんな事言ってないです!!　止めて！　佐茅さんの踊りは、僕の心の中だけの秘密ですから！』

「えっ、『既に動画は発信済みだ。後は、あの動画がどうなるかは俺の指示次第。言いたい事は分かるな』だって？　くっ、なんて卑ひ劣れつな。……まあ、斬っちまえば関係ないけどね。まずは、左の翼から……」

『言いません、絶対に言いませんから！　左も右も嫌ですから!!』

『…………』

　何だろう、デジャブが凄い。

　どうやら、カラスの言葉はメイドには通じていないらしい。九郎さんによる必死の弁明も空むなしく、全て恣し意い的てきな解釈の上で、勝手に刑の執行が約束されている。どこかで見た光景過ぎて涙が出そうです。

「はぁ、もういいから九郎さん。いい加減、そこをどいてやくれないかね？」

『は、はい……でも、言ってないですからね』

　そう言って、九郎さんが恐る恐る扉の前のスペースを空けると、佐茅が部屋の中へ入って来た。そのまま足音も立てずに、鉄網に吊るされた俺の前に歩み寄ると、こちらの顔をジッと見つめて来る。

『うぅ』

　正直、あまり近くで見られると良い気はしない。何しろ一度は殺されかけた相手なのだ。思わずトラウマがフラッシュバックしかけてしまう。

　佐茅は、そんな内心でビビっている俺を見つめながら。

「何でそんな鉄網の中にいるんだい？」

　至し極ごく真っ当な疑問を呈ていしてきた。

「まさか、趣味なのかい？　今後はそういうおもてなしを考えた方が……」

『絶対に止めて！』

　そんな、どこぞのドＭみたいな趣味はないから！

「まあ、こんな非常識な事をするのはどうせ九郎さんだろうね。私なら、こんなトラップなんて使わなくても、穢殺刃ケガレザツパーがあれば……」

『ごめん、常識って何だっけ』

　トラウマがフラッシュバックするよりも先にツッコミが出た。ここまで来ると、もはや職業病の感が否いなめません。つーか本当に止めてね！

「ふん、まあいいか」

『……へ？』

　いつの間にか佐茅の手に握られていた柄えの太いデッキブラシ。それが振り回されるのと同時、急に視界が下がる。

『ンギャ!?』

　鉄網が急速落下。受け身も取れずにフローリングの床に激突する。

　急に捕まえたと思ったら急に解放しやがって。この家の奴らは、一体犬を何だと思っているんだ。出るとこに出てやろうか。

　悪あく態たいをつきながら、鉄網から抜け出そうともがいていると、頭上の佐茅から声がかけられる。

「それじゃあ行くよ。お嬢じよう様さまが待ってるからね」






《以下の単語が用語集に登録されました》

【地獄雑炊４】……　浜はま田だ陽よう一いちの著作。『地獄雑炊シリーズ』の第四作。ついに伝説の激げき辛からスパイス『ＲＥＤ』を巡る旅は宇宙へ。宇宙編に突入して以来、雑炊の『ぞ』の字も出て来ない辺りから迷走具合が透すけて見える。次々に襲い来る超展開にそろそろ読者も飽き始めている。

【神の編みたる二重螺旋】……　罠ナンバー〇一六。床から鉄の網を射出することにより、ターゲットを瞬時に捕獲する。無理に網を破ろうとすれば、網の内部に仕込まれた強酸が漏もれ出だしてターゲットを滅ぼすという『逃げられるくらいなら諸もろ共とも撃げき滅めつ』というコンセプトの一品である。






　メイドに先せん導どうされ、姫萩家の廊ろう下かを歩く。

　床には毛足の長い絨じゆう毯たんが敷かれ、壁にはどこかで見たことがある絵画が飾られている。そこらに置かれた調ちよう度ど品ひんの手入れも行き届いていて、まるで本の中に出て来るお屋や敷しきのような廊下だった。夏野家と同じような造りではあるが、その内装は随ずい分ぶんと違うようだ。

　隣をトコトコと歩く九郎さんに声をかける。

『おい、俺はどこに連れてかれるんだ？』

『答えても、逃げたりしませんか？』

『ウン、ニゲナイヨ』

『噓うそですね。逃げます、そして逃げた先で本を読むつもりです』

『失敬だな！　その通りだけど！』

　何でバレてるの。俺、そんなに分かりやすい性格してるかな？

『ちなみに、もし逃げるとしても、その後ろの窓から出て行くのはオススメしませんからね。顔を出した瞬間に、ギロチンが落ちてきてスパーンってなるトラップが仕掛けてありますから』

『何でそんなトラップを仕掛けているの!?』

『それと、不用意に壁には近付かないで下さいね、痺しびれたくなかったら。あまりフラフラと歩き回らない方が良いです、燃えたくなかったら。特に木目が逆になっているフローリングは注意ですよ、爆はぜたくなかったら』

『もう絶対に逃げないよ!!』

　恐ろしい。一見したところただの廊下なのに、一体どれだけのトラップが仕掛けられてるんだよ。どう贔ひい屓き目めに見ても、日常生活に支し障しようをきたすレベルじゃねえか。

『まあ、個人的には逃げて貰っても全然構わない、というか逃げて欲しいのですが、でも逃がしたりしたら、後で佐茅さんに何をされるか分かりませんし』

『完全に上下関係がおかしくなってるよね』

　あのメイド、姫萩家に仕えてるっていうのなら、一応九郎さんとの間にも主従関係がある筈だよね。明らかに九郎さんの方が立場が下に見えるんですけれど。何、最近って、そういう主従関係がトレンドなの？　どこぞの業界ではご褒ほう美びな感じなの？

「着いたよ」

　玄げん関かんに到着。前を歩いていたメイドが振り返る。高級そうな絵画や調度品に加え、何故か紅葉の肖像画が飾られていたりするが、玄関のデザイン自体は夏野家とほとんど変わらない。

「ほら犬、準備はいいかい？」

『だから何だよ準備って？』

　結局、ここまで訳も分からずについて来た。さっき『お嬢様が待ってる』って言ってたけど、どういうことだ。九郎さんも何だか言葉を濁にごしていたし、訳が分からない。

「そうか。『こっちの具合は万ばん端たんですぜ、ゲヘヘヘヘ』かい。それは良かった」

『俺はお前の中で一体どんなキャラクター付けがされてんの!?』

　何でそんな山さん賊ぞくタイプなの？

　しかし、何を言おうにも俺の言葉はこのメイドには伝わらない。九郎さん同様になすがままである。

「じゃあ、お嬢様は外でお待ちだからね」

　俺の非難の視線など気にせず、佐茅は姫萩家の玄関扉に手をかけて。




　その瞬間。

　ドロリ、と。

　空気が変わった。




「──ッ!?」

　佐茅は玄関扉から手を離し、距離を取るようにバックステップ。扉の代わりに手にした箒ほうきを両腕で握りしめる。その目は鋭く、巨大な敵を睨むように眇すがめられる。まさに臨戦態勢といった様子。

　それは、そういう態度を取らなければいけない事態が、勃ぼつ発ぱつしたということで。

　肌に突き刺さる程の寒気。

　肌が焼け落ちそうな程の熱。

　そんな禍々しい程の殺さつ気きを。

　玄関扉の向こう側から感じる。

　そこに、〝何か〟がいる。

『な、何だこの殺気!?　また九郎さんのトラップか!?』

『ち、違います！　知りません！　春海君こそ心当たりあるんじゃないんですか!?』

『バッ、こんな環境破壊レベルの殺気に心当たり、なん、て…………？』

　心当たり？　あれ、ひょっと、して？

『……まさ、か』




　ズ　ブ　リ　と。




　辿たどり着ついた回答、恐ろしい想像を断たち切きるようにして突き出されたのは刃やいば。

　扉の隙すき間まを縫ぬうように、銀色の刃が、こちら側へと顕けん現げんした。

　その刃が、ゆっくりと左右へと開く。扉の圧迫など物ともせず、施せ錠じようすら関係なく、本来の姿を取り戻すように、ゆっくりと。

　刃が開き切るより先、扉が悲鳴を上げた。

　次いでカギが破壊される音。扉が、こじ開けられる。

　そして、数センチほど開いた扉の向こうに。

『あ、ああ、あああああ』

　絶望が、見えた。




「見　ぃ　つ　け　た」















『あ、あばばばば、あひひひゃは、あひいいぃぃ！！！！！』

　目の前に拡がる光景の恐ろしさに、意い図とせずに漏れる悲鳴。

〝何か〟なんてごまかしてる場合じゃない。あった。あったよ心当たり。毎日のように顔を合わせ、毎日のように痛い目に遭っているよ。その〝何か〟に。

　その名は、夏野霧きり姫ひめ。

　我が飼い主。

　姫萩家の玄関扉の前に仁に王おう立だちするその姿が、薄く開いた扉の隙間から見える。

　ウェーブのかかった長い黒髪。赤みがかった大きな瞳。右手には銀色のハサミ。いつもお馴染みの、黒い魔王のような格好。

　そして、今その身に纏っているのは、粘度を持っているかのような殺気。混じり気なしの、それだけで凶器となるような殺さつ意いが、こちらへと向けられている。

　そんな殺意の中、夏野の唇くちびるが僅かに動く。ボソボソと何かを呟つぶやいている。

「右足からぶった斬る右足からぶった斬る右足からぶった斬る右足からぶった斬る右足からぶった斬る右足からぶった斬る右足からぶった斬る右足からぶった斬る右足からぶった斬る右足からぶった斬る右足からぶった斬る右足からぶった斬る」

『はい死んだ！　俺、完全に死んだよ！』

　漏れ聞こえたのは、必殺の宣せん告こく。これを録ろく音おんしたら物ぶつ的てき証しよう拠こになるんじゃないかっていうくらいの、今にも心臓止まりそうな恐ろしワードが、夏野の口から垂れ流されている。

「……浮気犬、覚悟はいいわよね？」

『ひぃ!?』

　カギの破壊された玄関扉がゆっくりと開かれ、そこから聞こえるのは致ち死しの言葉。扉越しの筈なのに、頭のすぐ後ろから声をかけられているかのような、夏野の迫はく力りよく。

「私に隠れて姫萩紅葉のところに行くなんて、どういうつもりなのかしら？」

『えぇ!?』

「まさか、私よりも、姫萩紅葉の方がいい、なんて言うつもり？　ねぇ、どうなの？」

『いやぁ!?』

　弁明したいことはいくらでもある。しかし、下へ手たに何かを口にすれば、それが起き爆ばく剤ざいとなってしまいそうで。そして何より、恐怖で凍こおった全身が、俺に行動することを許さない。

「アナタが誰のものか、教えてあげないと　い　け　な　い　よ　う　ね　？」

　右手に構かまえた銀色のハサミ。

　それは、準備万端といった様子で。

　今まさに犬の血を吸わんとしているかのような刃。

『も、もう、駄目だ』

　心が折れた。

　既に諦めの境きよう地ち。もはや下手な抵抗は無意味だと知っている。

　なのでせめて、精神の安定だけでも図はかるべく、逃とう避ひ行こう動どうに勤いそしむことにした。それくらいしか、俺に自由は無い。だからせめて、最後は。どうか、幸せな記憶を。

『うわぁ、絵本の宝石箱やぁ』

　母上の膝の上、絵本を読んで貰っていた頃の思い出。今朝見た、懐かしい夢。そこから順々に過去から現在に、特に楽しい出来事を厳げん選せんして。

　あ、駄目だ。これ、走そう馬ま灯とうだ。




　しかしそれでも。

　恐怖に凝こり固かたまった瞳は、閉じることが出来ず。

　迫せまりくる夏野の姿が瞳に映る。

　視界全てが黒に染まる、その直前。

「ハサミ女、あんた、何をしているんだい？」

　別の色しき彩さい。鮮やかな緋ひ色いろが、俺の前に現れた。

　赤髪のメイド。森部佐茅が、俺と夏野の間に立ちはだかったのだ。




「……あら、ホウキ女じゃないの」

　俺との間に佐茅が現れたことで、夏野の眼に僅かに正気の色が灯る。依然として、大人しく話をするような顔ではないけれど。

「人の家の前で、騒がないで貰えるかねぇ」

「別に、騒ぐつもりはないわ。ちょっと探し物をしていただけよ」

「探し物？」

「ええ。朝からうちの犬が行方ゆくえ不ふ明めいなんだけど。アナタ、何か知らないかしら？」

　夏野の言葉に、迫力が籠こもる。それは明らかに俺に向けられた言葉。佐茅のスカート越しに、射い抜ぬかれるような視線が向けられている。

「ああ、あんたん家ちの犬なら、ここにいるよ」

　佐茅は、一度チラリと俺を見下ろすと、夏野に向き直って告げる。

「そう、そこに、いたのね。良かった、見つかって。心配していたのよ」

『噓だッ！！！』

　さっき思いっきり目が合ったくせに。百パーセント殺意だったくせに。もう殺やり斬きるしかないさ、ってな感じだったくせに。今も、充分以上に殺意を向けて来ているくせに。

「それじゃあ、返して貰ってもいいかしら。うちの犬を」

　夏野は、にこやかな、しかし温かさなど微み塵じんも無い笑みを浮かべ、こちらへと手を差し出す。

　しかし佐茅は、伸ばされた手を一いち瞥べつした後。

「それは、出来ない相談だねぇ」

　そう、答えたのだった。

「……どういう事かしら？」

　まさか拒きよ否ひされるとは思いもしなかったのだろう。夏野は引きつった笑みを見せる。

「それは、私の家の、犬なんだけど」

「そうだね。だけど今、この犬は、お嬢様のお客様さ」

　夏野の言に対し、佐茅も宣言する。

『お客？』

　ちょっと待て、俺ってお客だったのか？　冷静になって考えるに、俺が望んで来た訳じゃない。目が覚めたらここにいて、そして罠にかかったりしていただけなんだけど、それでも客と言えるのか？

『……いや、そうか。このメイド、俺を守ろうとしてくれてるんだ』

　夏野の尋じん常じようじゃない様子を感じ取ったんだろう。このまま、俺が夏野の元へと帰ったら、あのハサミでどんな目に遭わされるか分からない。だから助けてくれようとしているんだ。そうに違いない。

　ああ、なんて優しい奴なんだろう。ごめんよ、ソルジャーメイドとか、脳のう筋きんメイドとか言っちゃって。なりはこんなんで、実じつ績せきはアレで、行動はもっとアレだけど。ちゃんとした人間の心を持っているんだ。

「へぇ、その犬が姫萩紅葉の客だって言うの？　いつの間に招しよう待たいされたのかしら」

「ああ」

　挑ちよう発はつするかのような夏野の問いに、佐茅は力を込めて答える。

「ちゃんと、私と九郎さんで、拉致して来た、お客様だよ」

『それを客と言っちゃったのかー』

　あ、駄目だ。やっぱり駄目。さっきのナシナシ。やっぱりこいつ駄目だわ、メイドとしてどうかはともかく、頭のネジが二桁けた単位で吹き飛んでいる系の人種だわ。だって、それってお客様っていうか被ひ害がい者しや様だもん。

「そんなわけでね。この犬はお嬢様のお客様だ。お嬢様の言葉がない限り、返すわけにはいかないよ」

「そう、じゃあそのお嬢様に取とり次ついでくれるかしら？　話がある、ってね」

　夏野は、嘆たん息そくしながら佐茅の視線を受け止める。

「あいにく、今日のお嬢様の予定は埋まっているんだ。あんたが来るなんて話は聞いてないねぇ」

「何を言っているの。私と姫萩紅葉は友達よ？　友達に会うのに、事前にアポイントを取る必要なんてあるのかしら？」

「うちのお嬢様に、あんたみたいな凶きよう悪あくな友達がいるとは思えないけど？」

「……言うじゃない」

「うちのお嬢様は、それはもう可か憐れんで美しくて細身で美び肌はだで声が可か愛わいくて瞳が澄んでいて優しくて若くて才能に溢あふれていて書く本は全て素晴らしくて、もう吐はく息ですらダイアモンドで、世界中に熱ねつ狂きよう的てきなモミジストを持つ身なんだよ？」

『言い過ぎじゃないかな』

　シスコンガラスも大たい概がいだったが、このメイドも相当だよな。

　付き合っていられない、というように夏野は首を振る。

「いいから呼び出しなさい。人の家の犬を勝手に連れ出すような、フザケたお嬢様を」

　その言葉に。

　周囲の温度が一段階下がるのを感じた。

「……あんた、私のお嬢様を、愚ぐ弄ろうするのかい？」

　佐茅の眼の色が変わる。

　姫萩家に仕えるメイド、森部佐茅にとって、姫萩紅葉は単なる主人以上の意味を持っている。何しろ、作家姫萩紅葉は、文字通りに佐茅の人生を変えた人物。踊り出す程に心しん酔すいしている人物だ。だからこそ、姫萩紅葉を愚弄する存在を、佐茅は許さない。夏野は、佐茅の逆げき鱗りんに触れたのだ。

　佐茅は両足を前後に大きく開き、摑つかんでいた箒を水平に構える。それは、いつか見たのと同じ。ただ目の前にいる夏野を、刺さし穿うがとうとする構えだ。

「そうね、最初からそうすればいいのよ。まどろっこしいことなんて抜きにして、力ずくで奪い返せば良いだけだわ」

　ハサミを持つ夏野の右手にも力が込められる。

「させないよ、お嬢様のお客様を守るのも、メイドの務つとめさ」

　対して、森部佐茅も箒を持つ手に力を込める。

　イマキュレット新稲葉の最上階。姫萩家の玄関で。

　夏野霧姫は、愛鋏『ハサ次郎』を。

　森部佐茅は、愛箒『穢殺刃』を。

　それぞれの得物を構えた、二匹の戦鬼の視線が空中で交差。間の空間が、粘度を持ったかのようにグニャリと歪ゆがむ。張りつめた空気が、周囲に満たされる。

『結局、こうなるのかよ』

　睨み合う二人の背後で、俺はもうすっかり諦めモードである。

　だって割って入るだなんて、そんな無茶は絶対に御免だ。

　片や戦場上がりのソルジャーメイドで、もう片方は常在戦場のバトル作家。ここは、あの煉獄館のように広い場所ではない、ただのマンションの玄関だ。こんなところで戦闘でも起きたら、大変なことになる。

　だからと言って俺にはどうすることも出来ない。二人の狂戦士の闘いを止めることなど、俺のような小さなミニチュアダックスフンドには出来る筈もない。この前、夏野と円香の戦いを止めたような、便利な機械は存在しないのだ。

『駄目だ、巻き込まれちゃ適わない』

　だから、この争いの場から少しでも離れる為に、一歩下がろうとして。




　カチッと。

　乾いたスイッチ音が足元から聞こえて来たのを、また聞いた。




『甘い!!』

　いつもの俺と同じだとは思うなよ、もうこの展開は慣れっこだ！

　跳ちよう躍やく。音を聞いた瞬間には、行動に入っていた。刹せつ那なの速さで、その場から飛とび退のく。トラップの発動地点から離れてしまえば、もう何も怖くない。あのカラスの浅はかな考えなんぞ、もうとっくに見切っている。空中で振り返り、床を見る。案あんの定じよう、俺のいた地点に物ぶつ騒そうなトラップ達が殺さつ到とうして……。

『って、あれ？』

　殺到していなかった。

　代わりとでも言うかのように。俺が飛び退いた先。予想される着地点に、俺を迎え入れるようにして、ぽっかりと黒い穴が開いている。そこにすっぽりと収まる俺の肉体。

『は、謀はかったなぅわあああああああああああああああ！！！！』

　高速で落下する肉体。

　周囲を暗くら闇やみに閉ざされ、ただ重じゆう力りよくだけが全身を支配する。

　暗あん転てんする視界の中、上の方から、この世の物とは思えない剣けん戟げき音おんが聞こえて来た。


　　　　　　　　



『……ん、んん』

　背中から感じるのは体温。

　薄目を開けた先、誰かが俺を見下ろしている。

　高級そうな和服の襟えり。

　直線に切きり揃そろえられた前髪。

　湖こ面めんのように澄んだ瞳。無表情の顔。

　薄うす紅べに色いろの小さな唇が僅かに開く。

「おはようございます。春海和人さん」

　薄ぼやけた視界の中、姫萩紅葉が、真まっ直すぐに俺を見つめていた。




　姫萩紅葉。

　その芸術とも言われる筆ひつ致ちで、幾いく多たの賞を受賞している世界的な作家。現在文ぶん壇だんでも、大きく活かつ躍やくしている若手作家の一人。

　そして、先月に発生した、秋山忍の原稿盗とう難なん事件から始まる一連の騒動において、全ての中心となった人物。

　その姫萩紅葉が、あの煉獄館で見た時と同じ姿で、今目の前にいる。

『……紅葉？』

　状況が分からず、辺りを見回す。視線の先、そこにあるのは車くるま椅い子すの銀色の車輪。いかにも高級そうな和服と、帯。足下にもその和服の布地が広がっている。そして見上げれば、姫萩紅葉の小さな顔がこちらを見下ろしている。つまり今、俺は車椅子に座った姫萩紅葉の膝の上にいるという事で。

『な、何でこんなところに？　というかここどこ？』

　今朝起きてから、ずっとこんな事ばかり言っているような気がする。まあ、それだけ周りに振り回されているという事なんだけど。

　しかし、真剣に事態が分からない。何故、俺は今紅葉の膝の上にいるんだ？

「ここは、イマキュレット新稲葉のエントランスです」

『……へ？』

　予想外なところから返事が来た。定てい型けい文ぶんになりつつある俺の疑問に答えたのは、頭上から落とされた声。姫萩紅葉の抑よく揚ようの無い声で。

『え、何でお前、俺の声が……』

　そんな紅葉の反応に答えようとして。

「兄さん？」

『何だい紅葉!?』

　呼ばれて飛び出てシスコンガラス。紅葉の問といかけに応えるようにして、姫萩九郎が現れなさった。

「兄さんの言う通り、無事仲ちゆう介かいは機能しているようです。春海和人さんの言葉が、きちんと私にも理解出来ます」

『そうかい！　良かった！　……チッ』

『その舌打ちは何!?』

　混乱していてもツッコミは勝手に出ます。

『何だよ、そういう事か。てっきりまた俺の声が聞こえる奴が現れたのかと思った』

　紅葉の言う『仲介』とは、恐らく九郎さんを通して、俺と紅葉の間での会話を成立させるという仕組みの事だろう。煉獄館において発見された、俺達の間での意い思し疎そ通つう方法。若じやつ干かん反はん則そくめいた技ではあるが、九郎さんを通せば、俺と紅葉の間でも会話が可能となるのだ。

　紅葉の膝の上から周囲を見る。

　総大理石造りの床。光をふんだんに取り入れた構造。いくつか置かれた観かん葉よう植しよく物ぶつ。壁に飾られた絵画、来客用だろうソファとテーブル。オートロックの大きな自動ドア。どれも見覚えのある光景。それは、毎日本田書店に向かう時に見ている光景で。

　確かに紅葉の言う通り、ここはイマキュレット新稲葉のエントランスだ。

『え、何でエントランスにいるの？』

　いやおかしいだろ。俺はさっきまで最上階にある姫萩家の玄関にいたんだ。夢なんかではない。あのメイドの後ろ姿も、夏野の迫力もはっきりと覚えている。そして、そこで落とし穴に落ちて。

『……落とし穴!?』

　天井を見れば、穴が空いていた。黒い穴。先の見通せない穴が上に向かって伸びている。どこまで通じているかも分からない。まるで、ずっとずっと先まで伸びているかのような、黒い穴。

『ま、まさかあの穴って……』

　思い浮かぶのは最悪の想像。ついさっきまでいたのは最上階、そこで落とし穴に落ちて、今いるのはエントランスだ。そして、上空にはぽっかりと空いた黒い穴。

「はい。春海和人さんは、このマンションの最上階からこのエントランスまで落ちて来たのです。あの落とし穴で」

『やっぱりかあああああ！！！』

　嫌な予想ばかり当たるよ！

『どうですか春海君。うちの玄関からこのエントランスまで真まっ逆さかさま。恐らくは世界最高落らく差さの落とし穴になるでしょう。現時点では一応「稲葉落とし」という仮か名めいを付けているのですが、そうですね、折せつ角かくなので春海君の名前を使ってあげてもいいですよ？』

『何言ってるの!?　どんだけの高さだと思っているんだよ!!』

『大丈夫です。無傷でキャッチしましたから』

『そういう問題じゃないよね!?』

　今必要なのはそういうのじゃないでしょ!?

「どうしました春海和人さん、どこか怪け我がをされたのですか？」

『い、いや別に怪我は無いけどさ』

　肉体的なダメージは無いけど、精神的なダメージがヤバい。知らないうちに超高度から落下するという命の危機が訪れていたのだ。俺の周りの奴らって、何で遠えん慮りよもなく俺の命を左右するような行為をするの？　犬だって生きてるんだよ？

『いやあ、それにしてもさすがは紅葉です。いきなりこんな大物のトラップを作ってしまうとは、さすがは僕の愛するマイシスターだね！』

『はぁ？　これを作ったのは九郎さんじゃないのか？』

「いいえ、私が作りました。構こう想そうから設せつ計けいまで全て」

　そう言いながら無表情のままでピースサインを向けてくる紅葉。何それ。こいつ、こんなキャラだっけ？

『で、でも、何だってまたこんな物を』

「それは、一いつ刻こくも早く、春海和人さんをここまで連れて来る必要があったからです」

『連れて来る必要？　何を言って……ってうわっ!?』

　紅葉の両腕が俺の身体に伸び、顔の前まで持ち上げられる。すぐ近くから向けられる紅葉の視線。その湖面のように澄んだ瞳が、こちらの全てを見み透すかして来るようで、思わず目を背そむけてしまいそうになる。

「会話が出来て、怪我もないのなら。問題はありませんね」

『問題？』

　すぐ目の前にある紅葉の無表情。

　その顔は、俺の混乱になどまるで頓とん着ちやくすることなく。

「それでは春海和人さん」

　小さな唇から、淡たん々たんと抑揚の無い言葉が紡つむがれる。

「責任を、取って下さい」






《以下の単語が用語集に登録されました》

【姫萩家】……　高級マンション『イマキュレット新稲葉』の最上階に存在する姫萩紅葉の住む居きよ室しつ。部屋の構造は夏野家とほぼ同じであるが、姫萩九郎が設置した侵入者撃退用トラップがそこかしこに存在している為、素人しろうとの一人歩きは危険。

【モミジスト】……　姫萩紅葉の熱狂的な読者を指す言葉。ちなみに、秋あき月づきマキシの熱狂的読者は、マキッシャーと呼ばれる。

















『えーと、次のバスは、っと』

　そう呟つぶやきながら見上げるのは、新しん稲いな葉ば駅南口駅前にあるバス停の時刻表。

　人間の時は何度も使った路ろ線せんだけど、犬の肉体になってから使うのは初めてだ。そもそも、この肉体でのバス移動自体が初かもしれない。大体は徒歩か、ケージに入れられての電車移動だもんな。ああ、クルーザーとかもあったっけ。

『んー、バスは五分後に来るみたいだな』

「そうですか」

　降ふり注そそぐ温かな日差しの中、振り返れば、車くるま椅い子すに乗った姫ひめ萩はぎ紅葉もみじが無表情で見下ろしてくる。

　バス停には他に待合い客はおらず、錆さびた鉄の匂においのするベンチにも誰も座ってない。

『凄すごいところに連れてってやるからな！　楽しみにしてろよ！』

「はい、楽しみにしています」

　紅葉の座る車椅子。灰色と青を基き調ちようにした色合いの武ぶ骨こつなデザイン。右手部分には、走行を操作する為ためと思われるレバー。左手部分には、何だか良く分からないデバイス。背もたれ部分には、介かい助じよ者しやが持つ用の取っ手が伸びている。

　紅葉は相変わらず、仮面を被かぶったような無表情のままで。たった今『楽しみにしている』とは言ったものの、その外見からはとてもそんな様子は見受けられない。しかし、だからと言って俺のやるべきことは、変わらない。

　何な故ぜ、俺達が、ここでこんなことをしているのか。

　本も読まずに、こんな場所でバスを待っているのか。

　それは、つい数分前のこと。イマキュレット新稲葉のエントランスホールでの会話に端を発しているのだった。


　　　　　　　　



『セキ、ニン？』

「はい、責任です」

　紅葉の澄んだ瞳ひとみが、無表情な顔が、真まっ直すぐ向けられる。

「春はる海み和かず人ひとさん、外の世界の事を教えると言ったこと、私の知らない事を教えてくれると言ったこと、まさか忘れた訳ではありませんよね？」

『い、いや、覚えているけど』

　覚えている。確かに俺は言った。あの煉れん獄ごく館かんの中に籠こもり、そして自らの中にすら籠ろうとする紅葉に対し『教えてやる』と、そう言った。

「良かった。てっきり忘れられているとばかり思っていました」

『へ？』

「春海和人さんは確かに教えてくれると言いました。私の知らない事を教えてくれると。しかし、煉獄館でしばらく待っていましたが、一いつ向こうに教えに来るという気配がありません。ひょっとしたら、地理的に難しいのではないかと思い、このマンションに引っ越して来ました。しかし、引っ越して、しばらく経たっても、教えに来るという様子がありません」

　ほぼ一息で語られる紅葉の言葉。何こいつ、こんなに喋しやべるようなキャラだったっけ？　しかし、どんなに喋っても表情が変わらないので感情が摑つかみづらい。

「ですから、疑問に思っていました。あの言葉は、噓うそだったのかと。口から出まかせで、真実など、何も籠っていなかったのかと。読者の言葉など、全すべて虚きよ構こうの産さん物ぶつなのかと。全部、噓で。私の読者だというのも噓だったのかと」

『噓じゃねえよ!!』

　叫ぶ。突然の事態に戸と惑まどっても、それだけは譲ゆずれない。俺が本に関して、噓を言うことはない。俺は確かに、姫萩紅葉の本を読んだ。読んで、読んで、読みまくった。煉獄館で俺が紅葉に語りかけた言葉は、紛まぎれもない俺の中の真実だ。

「そうですか」

『当たり前だろ！』

　噓なんかである筈はずがない。

　何を言ってるんだこいつは。

「では、何を教えてくれるのですか？」

『え？』

「噓でないなら、一体何を教えてくれるのですか？」

『え、えーと。えーと……』

「まさか、何も考えていないという訳ではありませんよね？」

『そ、そんな事はない、よ？』

「あれから、二週間以上経っていますが、何も考えていなかったのですか？」

『あ、あううううう』

　まるで、小学校の頃のちょっとしたいたずらを、担任の先生に怒られているよう。

『や、別に何も考えなかった訳じゃないよ？　ただ、円まど香かが東ひがし川かわ高校に進学したり、映は見みとマキシの間で一ひと悶もん着ちやくあったり、それこそあのメイドと一緒にマンション中を回ったりだとか、ここ最近色々あったんだよ。あと、ほら、本を読むのに忙しくて』

「考えていなかったのですね？」

『や、違……』

「考えていなかったのですね？」

『ううううう』

　俺を静かに見つめる、紅葉の澄んだ瞳。感情を感じさせないような、抑よく揚ようの無い言葉。

　こうして見つめられていると、凄く居い心地ごこちが悪い。夏なつ野のだったら、そろそろ実力行使に訴うつたえて来る頃合いなので、少なくともこっちが悩むことは無いのだが。いや、別に、実力行使に出て欲しい訳ではないけれど！

「兄さん？」

　紅葉は、しばらく俺を無言で見つめていたが、一度視線を外し、背後に控えた九く郎ろうさんに声をかける。

『何だい紅葉！　どうしたんだい紅葉！　何でもするよもみゅじ！』

　落ち着け、嚙かんでるから。妹に話しかけられてそんなに嬉うれしいのか。

「これから、兄さんは余計な事は喋らずに仲ちゆう介かいに徹てつして下さい」

『えっ!?』

　紅葉の言葉に、九郎さんのスーパーハイテンションが急きゆう降こう下か。まあ、それもそうか。要するに、『一言も喋るな』と、そう命令されたのだから。

『そんな、紅葉、僕とはお喋りをしないというのかい？　それでいて、そこの腐くされ犬とは話をしたいと!!　しかも僕の仲介で！　そんな、そんな恐ろしくも悲しいことがあっていいだろうか、いやそんな筈は無い！　考え直してくれ紅葉！　その腐れバカ犬に魂たましいを引かれているんだよ！』

　おいこの腐れカラス。俺の事を今何て言いやがった。

「それではルールを設もうけましょう」

『ル、ルール？』

　紅葉は九郎さんを見下ろし、冷れい徹てつに呟く。

「兄さんが余計な言葉を一言喋る度に、一日口を利きかないことにします」

『そ、そんな!?　冗じよう談だんだろ、紅葉？』

「一日ですね」

『ひいぃぃぃぃ！！！　そんなぁ!!』

「二日」

『うほぉぉぉぉ！！！　嫌だぁ!!』

「三日」

　何この茶ちや番ばん劇げき。

　九郎さんが反応をする度、紅葉は静かにカウントを重ねて行く。口を利かない日数が一週間に達したところで、九郎さんは喋るのを止やめた。考えるのも止めて、自分の心を鎖とざすことにしたらしい。不ふ憫びんな話だ。

　かくして、九郎さんが俺との会話仲介装そう置ちに成り下がったところで。

「それでは、春海和人さん。何を教えてくれるのか決まりましたか？」

『え？』

「まだ決まっていないのですか？」

『あ、はい、すいません』

　紅葉は、先程までと語ご調ちようも表情も、全く変えずに俺を見下ろしてくる。あれ、ひょっとして、今までの会話は思考タイムだったりしたのですか。そういうのは先に言ってくれないと分かりませんよ？

「春海和人さんが、何も考えていなかったという事はよく分かりました」

『う、ううう』

「しかしながら、それも想定内の事態ではあります。兄さんも『どうせあの犬は忘れてるよ。だから、僕とずっと一緒にここで暮らそう』などと言っていましたから」

　おいあのカラスをいい加か減げん黙だまらせろ。

「なので、一応考こう慮りよはしておりました」

『考慮？』

「はい。何も考えていなかったと言うのなら実地で教えて頂きましょう」

　紅葉は、車椅子を動かしてエントランスから外へと出る。午前中の春の日差しが、膝ひざの上の俺にも降り注ぐ。

　紅葉は、少し眩まぶしそうに眼を細めて。

「春海和人さん、ここから先は、私にとって外の世界です」

　そして、俺を見下ろして言う。

「行きましょう。そして教えて下さい。私に、外の世界のことを」


　　　　　　　　



　かくして、俺は姫萩紅葉に『外の世界』を教える為、今ここでバスを待っている。

　確かに、今まであの島から出た事のなかった紅葉にとっては、マンションの外は全て『外の世界』という扱いになる。そういう意味では、わざわざバスで移動などせずに、新稲葉中をグルリと回って、新稲葉商店街、本ほん田だ書店、城じよう徳とく学園、住すみ谷や荘そうなどを案内して回るだけでもいいのだけれど。

『……確実に悪影響が出るからな』

　新稲葉という街は、初心者には刺し激げきが強すぎると思う。何しろ、変態が多数生せい息そくしているので、とても素人しろうとにはお勧め出来ない。箱入り娘の紅葉には、とても見せられないものばかりなのだ。筋肉男とか。

　それに、新稲葉に居続けると個人的に大きな危険がある。

　その危険の名を、夏野霧きり姫ひめと言う。

　話を聞いてみれば、姫萩家で目が覚めてから強制的にマンションのエントランスに放ほうり出だされたところまで、紅葉の計画だったらしい。全て俺を外へと連れ出す為のもので、九郎さんも佐さ茅ちも、その計画に協力をしていたという事だ。

　ただし、夏野は別だ。

　あいつが協力していないというのは、さっきの態度から考えても明らか。あの怒りの濃のう度どは確実にヤバイ。

　俺達が外に出ている間、夏野霧姫（作戦対象Ｎ）は、佐茅が押さえつける手て筈はずだそうなのだが、正直それもいつまで保もつか疑うたがわしい。何しろ、相手はあの夏野霧姫だ。いくらソルジャーメイドといえど、どこまで相あい対たいを続けられるのか、はなはだ疑問である。私の作家は凶きよう暴ぼうです。

　だから、いざという時のことも考えておかねばならない。

　仮にあのメイドが倒れ、黒い魔王が世に解き放たれたとしよう。その時点で、俺が新稲葉近きん隣りんにでもいようものなら、逃げる時間も確保出来ず、光の速さで俺の背後に顕けん現げんすることだろう。そしてあっさりとハサミの刃が振り下ろされＤＥＡＤ　ＥＮＤとなってしまう。そこまで完全に想像出来てしまうのが恐ろしい。

　だから新稲葉からは一刻も早く離れておくべき。そうすれば逃げる時間は無理でも、せめて言い訳する時間ぐらいは稼かせげるかもしれないのだ。しかも、このバスで行った先には、紅葉に『外の世界』を教えるのに最高の場所がある。一いつ石せき二に鳥ちようって素す晴ばらしいですよね。

　ちなみに、今回の案内が終わったら、姫萩家の総力を結集して夏野への事情説明と、俺に被害が及ばないように説得するよう約束が取り付けられている。臆おく病びよう者ものと呼ぶなら呼ぶがいい。僕は命が大切です。だって本が読めなくなっちゃうからね。

『……また読どく素そが欠けつ乏ぼうしてきた』

　本について考えたらまた息が苦しくなってきた。今日はまだ本を読んでいないのだ。

『駄だ目めだ。広告だけじゃ全然物足りない』

　ベンチの裏に貼はり付つけられた広告を刹せつ那なの時間で読み終わる。マンションからこのバス停に着くまで、道どう中ちゆうで見かけた広告を逐ちく一いち読んで来たけど、まだまだ読分が足りない。やっぱり本じゃなくっちゃ。

『なあ紅葉。お前、非常用の本を持ってたりしないよな？』

　一いち縷るの望のぞみを託たくし、車椅子に座る紅葉へと質問をしようとして。

『…………何やってるの？』

　その奇き行こうに、気が付いた。

　紅葉は、バス停の柱をじっと見つめていた。

　ただ見ているだけというのではない。バス停の隅すみから隅まで、しきりに視線を動かし、研究対象を調べる科学者のようにつぶさに観かん察さつをしている。それは、まるでバス停の全てを目に焼き付けようとしているかのようで。

『も、紅葉さん？』

　恐る恐る声をかけると、紅葉が無表情なままでこちらを見る。その不ふ思し議ぎな迫はく力りよくに、思わずたじろいでしまう。

「春海和人さん」

『な、何かな？』

「これは、何ですか？」

　バス停を指差しながら、そう問うて来た。

『……はぁ？』

　紅葉の質問の意味が分からず、思わずマヌケな反応をしてしまう。

『何って、バス停だろ？』

　バス停以外の何物でもない。紅葉が指差しているのは何の変へん哲てつもないバス停だ。時刻表の裏には近所の学がく習しゆう塾じゆくの広告が貼り付けられている。

「成なる程ほど。これがバス停ですか」

　納なつ得とくの返事と頷うなずき。紅葉は一度俺を見下ろした後、すぐにバス停へと向き直る。

『何だよ、変な奴だな』

「変でしょうか？」

『そりゃ変だよ。そんな事を聞いてくるなんて。まるでバス停のことを知らないみたいじゃないか』

「いいえ。別に知らない訳ではありません」

『そうだよな。そんなの、知らない方がおかしいもんな』

「はい、知っています。ただ実物を見たのは初めてです」

『……へ？』

　紅葉は、バス停の時刻表が貼られている部分に右手を伸ばし、ぺたぺたと触っている。

『ちょっと待て、今バス停を見た事がないって言ったのか？』

「はい」

『え、見た事がないって……え、マジで？』

「マジです」

　目の前。無表情のままバス停を観察し続ける紅葉の姿は、まるで実物のバス停が無くなってしまった未来から来た人間のようで。紅葉の『初めてバス停を見た』という言葉が、冗談でも何でもないと告つげているように見える。

　でも、そんな事があり得るのか？

『いやでもお前、あの「北ほく斗と」の中で、バス停のことを書いてなかったっけ？』

　俺の読書体験が異い論ろんを挟はさむ。そう、俺は確かに読んだことがある。

　姫萩紅葉の著作『北斗』には、登山中に遭そう難なんした男女が、洞どう窟くつの中で不思議なバス停を見つけ出すシーンが存在するのだ。あのシーンを読んだ時の感動を確かに俺は覚えている。あの本を書いたのが姫萩紅葉だと言うのなら、紅葉がバス停の存在を知らない筈がない。

「そうですね、確かに書きました」

『だよな？　何だよ。じゃあ、知っているんじゃないか』

　驚おどろかせるなよな。ビックリしたなぁ、もう。

「春海和人さん。私は、バス停を『知らない』とは一言も言っていません。ただ『見た事がない』と言っただけです」

『…………はぁ？』

「バス停がどのような物であるのかは知っています。ただ、実物を見るのは今日が初めてです。何しろ、監かん獄ごく島とうにはバス停などありませんでしたから。存在しなければ、見る事も出来ません。違いますか？」

『い、いや、それは違わないけど……』

「しかし、実物のバス停は、私の想像していたものとは、少し違うようです。結構大きくて重そうですね。それにベコベコしています」

　紅葉は一いつ心しん不ふ乱らんに、バス停を指で突き続けている。バス停の表面がベコンベコンと緊きん張ちよう感かんの無い音を立てる。

『想像していたのと違うって、一体どんなものだと思っていたんだよ』

「はい。バス停とは、全体的に円えん柱ちゆうに柱をくっつけたような形をしていて」

　紅葉は、バス停の形けい状じようの説明を開始する。

「もっと小さくて軽くて、堅くて、バスを利用する人は、常にそれを背負って歩いていて。どんな場所でもバス停を置くと、バスがどこからともなくやって来て」

『待て、お前の考えるバス停はおかしい』

「そうなのですか。私の中ではバス停とはそういったものだったのですが」

『これはどこからツッコめばいいんだ』

　そもそもバス停という概がい念ねん自体から間違っているんじゃないか。これは世せ間けん知しらずとか、そんなレベルの問題なのか。

『いや、ちょっと待てよ』

　紅葉の言うバス停はどう考えてもおかしい。しかし『北斗』の中には確かに、バス停が登場する。ということは、まさか。

『お前、バス停の実物を見た事がないのに、本に書いたって言うのか？』

「はい。それが何か問題でも？」

　当たり前だと言うように告げる紅葉。そうだ、今日初めてバス停を見たと言うのなら、今から一年以上前に出版された『北斗』という本は、バス停を見た事のない姫萩紅葉が書いたという事になる。

『そ、そんなんで本当に本が書けるのか？』

「本当も何も、それで書き上げたのは確かです」

『た、確かに、そうだけど』

「別に見る必要はありません。私はそれが、どのような存在なのかを知っています。何の為に作られ、何の為に使われるものなのかを知っています。知っていれば、想像することが出来ます。想像が出来れば、書くことは出来ます。見る必要はありません。見ようが、見なかろうが、意味は無いのですから。書く為には、必要がありません」

『そんな……』

「それに、私が実物を見た事が無いのは、バス停だけではありません」

『なっ!?』

「私は、山も、小屋も、吊つり橋ばしも、老ろう婆ばも、坂も、山道も、鳥とり居いも、見た事はありません。どれも監獄島にはありませんでしたからね。ただ、木や、花や、星空や、月や、洞窟や、海は見た事があります。これは監獄島にもありましたから」

　語られた姫萩紅葉の執しつ筆ぴつ方法。それは何もかもを己おのれの内側から想像し、本の中に創そう造ぞうする。最初から最後まで、全て自己の中で完結する執筆方法。異い端たんの感性。

　確かに作中に登場するバス停は、険けわしい山の中で急にぽっかりと現れていた。俺はそれを、姫萩紅葉なりの詩的で芸術的な表現方法だと思っていたけど。それは、俺がそう思っていただけで。紅葉は、自らの想像する世界の姿をただ書いていたというのか。

　それは、姫萩紅葉だからこそ出来た事なのか。それとも、それが出来たからこそ、姫萩紅葉は姫萩紅葉たり得たのか。

　しかし、そうして書かれた作品は、結果として常じよう人じんには考えもつかないような世界観を生み出し、ある種しゆの芸術として世界中で評価された。世の中に、熱狂的とも言える読者を生み出し、姫萩紅葉の世界は、現実の世界で認められるに至ったのだ。

『紅葉……』

　九郎さんが寂しそうに紅葉を見上げている姿が見える。兄であり、担当編集者でもあった姫萩九郎は、そんな紅葉のことをどう思っていたのか。外の世界を知らず、自らの世界の中で全てを完結させてきた、自分の妹のことを。

　しかし、紅葉は、今あの監獄島を離れてここにいる。俺の言葉がきっかけだったとしても、自らの意思を持ってここにいる。そして、確かに言ったのだ。『外の世界を教えて欲しい』と。

　紅葉は外の世界を知ろうとしている。自分の意思で。

　だったら。

『なあ紅葉』

「何でしょうか」

　俺に出来る事は一つだ。

『今日は、色んな事を教えてやるからな』

「はい、よろしくお願いします」

　そう応こたえる紅葉の顔には、何の表情も浮かんでいなかったけれど。それでも、何か、違った感情の片へん鱗りんがあったと思うのは、俺の気のせいだろうか。




　バスのエンジン音が聞こえる。

　駅前のロータリーをゆっくりと走りながら、バスが到着する。車椅子でも乗り込みやすい、ノンステップバスだ。前の扉とびらが開き、乗客が降りて来る。

『よし、他に乗客はいないな。これなら大人しくしていれば、俺や九郎さんが乗っても文句は言われない筈だ。後で文句を言われたら介かい助じよ用ようの犬とカラスで通せばいい』

　バスの後ろの乗じよう降こう口ぐち。車椅子の紅葉に気が付いた壮そう年ねんの運転手が、補ほ助じよの為に紅葉の元へとやってきた。邪じや魔まにならないようにと、俺は一ひと足あし先にバスに乗り込む。

『さあちゃっちゃと乗り込もう……って、あれ？』

　しかし、紅葉は動かない。近寄って来た運転手にも気付いていないかのように、停車したバスの、紺色の車体に視線を向けている。

『どうした、紅葉？』

「お客様？」

　微び動どうだにしない紅葉を前にして、困こん惑わくの表情を浮かべる俺と九郎さんと、運転手さん。俺達が見つめる中、紅葉の体が動く。右手をゆっくりと上げ、バスに向けてその指先を伸ばした。

「春海和人さん。これは、何ですか？」






《以下の単語が用語集に登録されました》

【バス】……　新稲葉駅の南口から出発する稲葉交通の路線バス。朝夕のラッシュ時は通勤客や学生で満員となるものの、それ以外の時間帯には客もごく僅わずかであり、快適なバス乗車が楽しめる。一年に一度だけ特別なバスが走行するという噂うわさが存在する。

【北斗】……　姫萩紅葉の著作。登山中に遭難した筈の男女が、山中の洞窟で見つけたバス停に停とまっていた不思議なバスに乗り、様々な世界を巡めぐるという物語。幻想的な世界の描びよう写しやは読む者を圧あつ倒とうし、読んでいるうちに自らも見知らぬ世界に囚とらわれたかのような錯さつ覚かくに陥おちいるという。






『…………よ、ようやく、着いた』

　一足早く、バスから降りる。振り返れば、お墓、歯医者、遊園地等の広告がベタベタと貼り付けられた古びたベンチ。そしてその先に、運転手さんの補助を受けてバスを降りる紅葉の姿が見える。このバス停で降りるのは、どうやら俺達だけのようだ。

　正直に言おう。

　疲れた。

　結局、バスに乗り込んでからここに到着するまで、俺はひたすら紅葉の質問攻めを受け続けることとなった。ただの質問ならいい。しかし、紅葉の場合はそこにいちいち自分の注ちゆう釈しやくが入るのでツッコミを入れざるを得ないのだ。




　ＣＡＳＥ１．バスの場合

「これは、何ですか？」

『何って、バスだろ』

「成程。これがバスなのですね、初めて見ました」

『これもか……まあ、バス停が初めてなんだから、そりゃバスを見るのも初めてで当たり前か』

「私の知っているバスは、主に砂さ漠ばくの辺りに生息していて。野や生せいのバスなんかはバス停を立てるとすぐに寄って来て、それを討とう伐ばつすると初めてバスに乗れるようになると、そんなものだったのですが」

『それ、どう考えても生き物だよね!?　道理で、お前の本に出てくるバスは、無む駄だに表情が豊かだと思ったよ!!』




　ＣＡＳＥ２．ハンバーガーの場合

「これは、何ですか？」

『ん、広告に書いてあるこれか？　これはハンバーガーだよ』

「成程。これがハンバーガーなのですね、初めて見ました」

『今まで食べたことなかったのか？　まあ、外で買ってでも来ない限り食べることはないか。あのメイドなら作りそうだけど』

「私の知っているハンバーガーは、ひき肉を薄うすい円形にして固めて焼いたものを、同じく円形にしたパンで挟んだもので」

『おお、合ってる合ってる』

「そして、ゴミ箱の中で手に入れることが出来ます」

『……は？』

「ゴミ箱の中を漁あさると手に入るのでは？」

『入らねえよ！　仮に手に入ったとしても、それはハンバーガーじゃなくて元ハンバーガーだった何かだよ！　つーかゴミだよ！』




　ＣＡＳＥ３．カエルの場合

「あれは、何ですか？」

『あ、ああ、今度はアレか。えーと、アレはカエルだ』

「成程。あれがカエルなのですね、初めて見ました」

『いや、カエルぐらいは監獄島にだっていただろ』

「それで、どんな種類のカエルですか？」

『種類？　何だろ、一いつ瞬しゆんしか見えなかったから分からないけど。多分アオガエルじゃなかったかな』

「魔法をかけられた種類のカエルですか？　セーブが出来る種類のカエルですか？　それとも勇者な種類のカエルですか？　もしくは王子の種類の？」

『お前の知ち識しきはどこから来てるの!?　どっかの電でん脳のう世界から電波を受け取っちゃってるの!?』




　このように。

　紅葉の質問は、バスの車しや窓そうから見えるもの全て、バスの広告に書かれているもの全てに向けられ、ここに到着するまで尽つきることが無かった。どこで仕入れたのか分からないトンチンカンな知識にいちいちツッコミを入れざるを得ない俺としては、とにかく疲れることこの上ない。

『ま、まあ良い。とにかく着いたんだ』

　去って行くバスを背に、目的の建物の敷しき地ちへと入る。

　紅葉から『外の世界』を教えて欲しいと言われ、バス停への道中考え続けた結果辿たどり着ついた、最高にして最大の場所。それが、ここだ。

　辺りから香ってくるのは、木と土の匂い。久しぶりに味わった空気に疲ひ労ろうが吹き飛ぶ。思わず涙がこぼれそうになる。人間から犬に変わってこっち、長い間来ていなかったこの場所。

『その名も稲葉図書館だ!!』

　二本足で立ち上がらんばかりの勢いで、そう宣せん言げんした。




　稲葉図書館。

　新稲葉駅前から、バスで山側に三〇分ほど揺られた場所。緩ゆるやかな丘きゆう陵りよう地ちの中ちゆう腹ふくに建てられた歴史ある図書館。斜面に小豆あずき色のブロックを積んだような外観が特徴的だ。

『紅葉、お前は外の世界のことを教えて欲しいと言ったな？』

「そうですね、確かにそう言いました」

　緩やかな傾けい斜しやとなっている敷地ではあるが、紅葉の車椅子は難なく俺の後ろに付いてくる。

『ここでなら何だって教えることが出来るぞ!!』

「成程、それで図書館ですか」

『ああそうだ！』

　ここは図書館。人類の英知が集まる場所。本の宝箱。知の宝庫。侵おかされざる聖域。

　こここそが約束の地。俺達が夢見た場所。宇宙の全てが集まる場所。全ての知の根こん源げんたる場所。人の歴史の終着点。

　久しぶりに訪れた図書館に俺のテンションは爆上げで、思わず誇こ大だい表現になってしまったのも無理のない事だろう。とにかく、ここには本が沢山ある。ここでなら、紅葉が知らない世界を、いくらでも教えることが出来る！

　あと、ついでと言ったら何だけど。ちょっと時間が余ったら、俺も本を何冊か借りてもいいよね？　俺一匹だけじゃあ無理だけど、紅葉に頼んで図書カードを作って貰もらえば無問題。折せつ角かく図書館に来たのに、何も借りないなんておかしなことはありませんよ。それって法律違反じゃないの？

　思わず脳内に蘇よみがえるのは、人間だった頃、稲葉図書館を利用していた記憶。

　入り口の自動ドアを入ってすぐ右側には児童書のコーナー。左側には雑誌コーナーと、ソファが置かれていて、年配の利用客が新聞を読んでいる。奥のカウンターでは、司し書しよのお姉さんがテキパキと貸かし出だしの対応をしている。

　どうしよう、思い出すだけでテンションが上がって来たぞ。本！　読まずにはいられない！　この肉体になってからはご無ぶ沙さ汰ただった、めくるめくライブラリーライフが俺の手に帰ってくるんだ！

「……兄さん？」

『死ねええええ!!』




　突然、空から竹たけ槍やりが降ってきた。




『うおおおおおあああああおあああああ!?』

　竹槍の先せん端たんが、頭の毛に触れるか触れないかという刹那。鍛え上げられた俺の危き機き回かい避ひ能力が発動し、コンクリートの地面をゴロゴロと転がる。竹槍をすんでの所で回避。串くし刺ざしを間一髪で切り抜ける。

『何!?　今の何!?』

　跳ね起きて、その惨さん状じようを目にした。つい先程まで俺がいた場所に突き刺さっていたのは、金属バット程のサイズの竹槍。子犬くらいならば簡単に貫いてしまいそうな凶きよう器き。

『……チッ』

『おいカラス』

　紅葉の車椅子に停まったカラス野郎が、恨うらめし気げに俺を見つめている。ああ、こいつの仕し業わざですね、良く分かります。

『危なかったですね春海君、危うく串刺しになるところでした』

『言う事はそれだけか？』

『いやあ、今日はいい天気ですね。こんな日は、野球部の仲間達と一緒に白球を追いかけていたあの日を思い出してしまいます。そう、確かあれは高校二年生の春のことです。あの日僕はマネージャーに呼ばれて……』

『そういう取って付けたような過去回想はいいから』

　今は、あの竹槍が、どこから、どうやって、どうして現れたのかが気になっているのですよ。あと『死ねええええ!!』についても是非説明して頂きたいのですが。いや、説明とかいいから、とにかく一発殴なぐらせてくれませんか。

「正気に戻りましたか？」

　カラス野郎に、春海スペシャルをぶちかましてやろうかと踏み出した俺に、紅葉の声がかかる。

『へ、正気？』

「はい、兄さんが『春海君は本のことになると見み境さかいが無くなるから、もしこちらの話を聞かなくなったら僕に言いなさい、正気に戻すから』と言っていたものですから」

『うっ!?』

「良かった、正気に戻りましたね」

　完全に思考パターンが把は握あくされている。俺を見下ろしてくる九郎さんが憎たらしい事この上ない。やっぱり俺ってそんなに分かりやすいんだろうか。つーか、結局あの竹槍は何だったんですかね？

「ここは、図書館ですね？」

『そうだ！　図書館だ！』

　まあカラスの事はもういい。寛かん大だいな心を持って許してやろうじゃないか。何しろ今俺の目の前には図書館があるのだ。地形効果で『やさしさ』のパラメーターにプラス三〇パーセントの補正を受けている。

『よし、図書館に入るぞ！　ゴーゴーライブラリー！』

　そう意い気き込ごんで、図書館の中に入ろうとした俺に。

「いえ、図書館は別に教えてくれなくてもいいです」

　紅葉は、無表情のまま呟く。

『ぱーどぅん？』

　え、何を言ってるんですか紅葉さん。バスやら、バス停やらハンバーガーでさえも見た事がないぐらいだから、図書館についてもお決まりの質問をしてくるのかと思っていたんだけど。まあ、図書館についてでしたら、いくらでもご説明させて頂きますけどね。

「図書館については知ってますし、見た事がありますから。別にいいです」

『見た事があるって……え、でも、お前の見た事がある図書館って、また封印された魔ま獣じゆうとか、次元の狭はざ間まとかが出てくるようなトンデモ図書館じゃないの？』

　ここはマトモな図書館ですよ。本も雑誌もあるんだよ？

「いえ、図書館なら、うちにもありましたから」

『……はぁ？』

　今、何か聞き逃せないことを言わなかったか。

　トショカンガ　ウチニモ　アッタ？

『はっはっは、これはこれはご冗談を。図書館が個人の家にある訳がないではありませんか。そんな素す敵てきなことがある筈がありませんよ。愉ゆ快かい愉快』

　ははは、何を言ってるんだこ奴め。

『あれ、春海君。言いませんでしたっけ？　煉獄館の本館の隣、丁ちよう度ど門からは見えない位置になるんですけどね。うちのご先祖様が代々集めた蔵ぞう書しよを全て納おさめている館があるんですよ。まあ、ちょっと大き目の書庫という感じですかね。図書館と言う程のものかと言われると別ですが、でも紅葉と佐茅さんは『図書館』と呼んでいましたね。壁かべ一面が本で埋まっている姿は中々壮そう観かんですよ。佐茅さんが来てからは「姫萩紅葉の全著作コーナー」が前面に押し出されていましたけどね』

『……な、何それ。ぜ、全然聞いてないんだけど？』

『そうでしたっけ？』

　いやいやいや、何言ってるのこの駄鳥類。そんな『そうでしたっけ？』とか軽い対応じゃなくてさ。もう少し、真剣になってくれないかな。遊びじゃないんだよ？

　まさか、あの島にそんな素敵なものがあったなんて思わなかった。何でそこに連れてってくれなかったんだよ。あんな、紅葉の写真が貼られまくったシストーカーの奇き妙みような部屋じゃなくてさ。

『え、ちなみにその本達って、こっちに持って来てるの？』

『いや、さすがに全てをマンションには持って来れませんから。煉獄館の本はそのままにしてあります。頃合いを見て、どこかに寄き付ふしようかとも考えているのですが』

「兄さん」

『紅葉、あの本どうしようかなぁ？』

「勝手に喋りましたね」

『!?』

「一一日」

『!?!?!?』

　口を閉ざし、ブンブンと首を大きく振る九郎さんであった。




「それで、次は何を教えてくれるんですか？」

『え、本当にもういいの？』

「はい、図書館はもういいです」

　無表情で告げる紅葉。その抑揚の無い声からは、本当に図書館について興味を失っているように感じる。

『で、でも、いくら見たことがある、知っているって言ってもさ。それはあの監獄島にある奴だろ。外の図書館は全然違うんだぞ。蔵書も違えば設備も違うし。図書館が違えば、その中の世界も全然違うんだ！　それに、ここには本を読んでいる人達がいる。何人もいるんだ。その中にはお前の、姫萩紅葉の読者だっているかもしれないんだぞ』

「私の読者、ですか？」

『ああ、お前の読者だ』

　紅葉は、まじまじと俺を見つめてくる。それは妙に冷たい視線で。

「いえ、いないでしょう。いる筈がありません。私の読者など」

　そう、キッパリと言い放った。

『……何でだよ。何でそんな事を言うんだ』

　姫萩紅葉の読者は、間違いなくいる。読者がいないだなんて、何でそんな悲しいことを言うんだ。

「いる筈がありません。これを見て下さい」

　紅葉が指差したのは、俺の頭上。図書館入り口の自動ドアに貼り付けられている白い貼り紙。そこに書かれていたのは。

　──本日は休きゆう館かんです。

『あるぇ!?』

　急に奈な落らくに落ちたような、そんな衝しよう撃げき。

『バカな、俺が図書館の休館日をデータに入れ忘れるだなんて!?』

　確かに、よく見れば建物には電気もついておらず、人の気け配はいも全くしない。図書館は、完全に無人だった。俺達の他に、誰もいない。

「私の読者が、いるのですか？」

『……え？』

　目が泳ぐ。向けられる紅葉の瞳を、真っ直ぐ見ることが出来ない。

「この中に、今、私の、読者が、いるのですか？」

『え、えーと』

　しかし、目を逸そらしても紅葉の言葉から逃れることは出来ず。

「いるのですか？」

『いない、かな』

　完かん膚ぷなきまでの敗北だった。




『久しぶり過ぎて、歯車がずれたか……』

　道理で、バスから誰も降りて来ない筈だ。稲葉図書館はここら辺では一番大きな図書館だ。利用客がいるなら、途中でもっと多くの人に出会ってもおかしくなかったのに。

「本当に、本に関しては見境がなくなるのですね」

『まあな』

　それが読書バカの読書バカたる所以ゆえんです。俺が本を忘れる時、それは命を忘れる時だ。

「それで、次は何を教えてくれるのですか？」

『あ、ああ、どうしよう、かな』

　稲葉図書館の敷地を出て、再びバス停へと戻る。時間はまだ昼前。一度図書館に入ってしまえば、閉館までずっと時間が潰つぶせると思っていたから、これ以降のビジョンなんて考えてもいなかった。

『そうだな、一回バスで新稲葉に戻って、本田書店に行ってみるとか』

「…………」

『それよりはこの前行った登のぶ井い駅前の大和やまと書店の方がいいかな？　あっちの方が、本は沢山あるし。オッチャンや桜さくらには悪いけど。まあ新稲葉に住んでいるんだ、本田書店ならいつでも行けるもんな。やっぱり新稲葉は危険だし』

「…………」

『いや待てよ、折角ここまでバスで来たんだから、戻るのは勿もつ体たいないな。そうだ、ここから適当にぶらついてみるのもありだ。大丈夫、俺なら、五分以内に書店を見つけてやるとも。勘を取り戻すいい機会だ』

「…………あの」

『よし、決まったぞ紅葉。ここからは徒歩だ！　俺と一緒に書店を探す旅に出よう！

大丈夫、見知った書店を回るのも楽しいけど。新しい書店を開かい拓たくするのも楽しいぜ！

ビバ書店ライフ！』

「何で、書店ばかりなのですか？」

『…………へ？』

「図書館の次が書店とは、どうして、本関係の場所ばかりなのですか？」

『え……？』

　何を言っているの、この人。

『え、本、嫌いだっけ？　まさか、ホン、ダメ？』

　その紅葉の言葉があまりにも予想外で、俺は動どう揺ようを隠せず妙にカタコトな日本語で問い返してしまう。

「別に、嫌いではありませんし、行きたくないとも言っていません。ただ、選択肢に全て本が関かかわっている事が、不思議なだけです」

『えっと、それって、つまり、要するに……俺に死ねって事？』

　自分で言うのも何だけど、春海和人といったら、本ですよ。俺のアイデンティティですよ。本を封じられたら、一体俺に何が残るというのか。何も残らないんじゃないの？真っ白になっちゃうよ？

　混こん乱らんする俺を見て、紅葉は告げる。




「普通、デートとは、遊園地などに行ったりするものではないのですか？」




　瞬間。図書館の奥から、爆発音が聞こえた。

　花火を数万本纏まとめて燃やしたかのような強い音。次いで建物全体が軋きしむ音。

　発はつ破ぱ解体作業でもしているのだろうか。何やら奥の方がにわかに騒がしくなり、関係者と思おぼしき数人が慌てた様子で集まって行く。皆一様に、とんでもない事が起こったというような表情を浮かべている。

　しかし、そんな事は今の俺には関係ない。それよりもよっぽど大問題な事を、紅葉は言ったのだから。

『デートぉ!?』

　紅葉の口から飛び出た単語は、あまりにも予想外なもので。今日既すでに何度も絶叫を上げている俺は、またしても驚きの声を張り上げてしまう。

「違うのですか？　私の知る限り、私と春海和人さんのしていることはデートと呼ばれるものだと認にん識しきしているのですが」

『え、そうなの？』

「はい。デートとは、一組ないしそれ以上の異性が、事前の協きよう議ぎの下、どこか享きよう楽らく的てきな場所へと出かけ、そして……」

『に、兄さんはデートなんて許さないぞ!!』

　デートというその言葉に、俺以上に過か敏びんに反応したのは黒いカラス。シスコンにしてシストーカー、姫萩紅葉の兄の姫萩九郎である。

『ななな何を言っているんだい紅葉、デートだなんて、お前にはまだ早い！　しかも、相手はこんな犬畜生だなんて！　不ふ潔けつな犬の匂いが付いたらどうするんだ！』

『おいこのカラス畜生』

　名めい誉よ棄き損そんにも程があるだろ。生せい態たい系けいにおける犬とカラスの正しいポジショニングについて、そろそろ確かめ合ってやろうか。

　しかしシスコンカラスは俺の存在など無視して、紅葉に語りかけ続ける。

『そ、そうだ紅葉。どうしてもデートがしたいと言うのなら、僕となんてどうだい？

こんな犬じゃなくて僕が完璧にエスコートしてあげようじゃないか。大丈夫、これでも社会人経験は長いから、色々と楽しい場所も知っているんだ！　よし、そうしよう、決定！　外はまだまだ肌寒い、ストール代わりに、僕が紅葉のうなじに巻き付いてあげよう。そして、これからのことをじっくり話そうじゃないか!!　そうだ、今日からは僕の事「兄さん」ではなく、「九郎さん」と呼んでいいんだよ？　むしろ呼んで！』

　そう『さあ、僕の胸に飛び込んでおいで』とばかりに左右の翼を大きく広げ、紅葉に向かって言うも。

「二二日」

『二倍になってるうううううう!?』

　紅葉の言葉にあっさりと撃げき沈ちんされたのだった。

「それで、春海和人さん。これからどうするのですか？」

　兄に死刑宣告を下した紅葉は、そのまま俺の方へと向き直る。たった今葬ほうむった兄のことなど、どうでも良いと言うように。泣き崩れているカラスなど、どこにもいないと言うように。

『え、えーと……』

　そんな、無表情の迫力を醸かもし出だしている紅葉に対し、俺は言葉に詰まるしかない。

　だってここまで、完全に本関係の場所しか考えてなかったのだ。まさか駄目出しされるとは思わなかった。つまりノープラン！　つーか、何でこんなことになってるの？

外の世界を教えてやるとは言ったけど、何でデート？　何それ読めるの!?

『いや待てよ、デート、デートか……』

　過去、円香の為にわざわざデートコースまで考えたことのある俺だ。デートプランに関する知識は確かに持っている。つまり、今必要なのは、その知識から導みちびき出だされる最さい適てき解かいだ。紅葉もさっきヒントを言っていたじゃないか。

　バス停のベンチを見上げる。そこに何枚も貼り付けられた広告の中から、目当ての物を探し出す。

『……よし紅葉、次に行く場所が決まったぞ！』

　右前足を精一杯伸ばして、ベンチに貼られた広告を指し示す。

『あそこだ！』

　それは、このバスの路線の終点に存在するテーマパーク『大おお洗あらいアベンジャーランド』の広告だった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【稲葉図書館】……　新稲葉駅から山側へと向かった所にある図書館。最新式の設備が整えられており、近隣一帯から利用者が訪れる。読み聞かせ会や、移動図書館などのサービスも実じつ施し中。

【休館日】……　図書館を利用する者にとっての死し活かつ問題。必ずチェックする癖くせを付けよう。

【シストーカー】……　妹を想おもうあまり、その感情が暴走して妹のこと以外考えられなくなった人間の末まつ路ろ。このタイプの人間が当の妹から否定されてしまった場合、最悪死に至る。

















　大おお洗あらいアベンジャーランド。

　その歴史は結構古く、地域住民からも親しまれており、登のぶ井いや稲いな葉ばなどの駅前からもそれぞれ直通バスが出ている。かくいう俺も、東ひがし川かわ高校に入学してすぐの頃、図書委員会のレクリエーションの一環として来たことがある。

　再びバスに乗り込み、大洗アベンジャーランドへと向かう俺達。

　途中、俺が深刻な読どく素そ欠けつ乏ぼう症しようで前ぜん後ご不ふ覚かくに陥おちいるという事態が発生したが、九く郎ろうさんが念の為ために用意していたというミニサイズの妖怪辞典『ぬらりピョン！』を読むことで回復することが出来た。

　よくそんな、昔のファミレスとか観光地の土産みやげ物もの屋やさんでしか売ってなさそうなものを持っているものだ。腐くさっても編集者ということか。死んでるけど。

　しかし、さすがに犬の肉体で動くバスの中で本を読むのは難しい。しょうがないので、再び紅葉もみじの膝ひざの上にお座りして本を開いて読むことになったのだった。

　ページを捲めくる度たび、いちいち紅葉の視線を感じるせいで、何だかくすぐったさを感じる読書であった。

　背もたれ部分に停とまっていた九郎さんは、『あんまり調子に乗ってたら殺すぞ？』という実に直接的な視線を向けて来ていたが、積極的に無視することにした。殺すぞって口にしたら、もうそれは戦争だもんね。




　かくして、俺達は『大洗アベンジャーランド』へと到着した。

　和わ洋よう折せつ衷ちゆうというか、中世風やら近未来風やら原始時代風やらがミックスされた結果、訳が分からなくなっている外観。城じよう門もんを模もした入場口ごしに園内を見ると、あまり客はいないようで。時折、黒い服を着たスタッフらしき人達が見える程度だ。

　まあ平日の昼過ぎだし、そんなに混んでいる筈はずもないか。それに、紅葉は車くるま椅い子すだから、下へ手たに混雑していない方が良いだろう。

　隣の紅葉の顔をチラリと見てみれば、その顔は相変わらず無表情で。結局、ここに連れて来たのが正解だったのか不正解だったのか、イマイチ判別が付きにくい。

「成なる程ほど、これが遊園地ですか。初めて見ました」

　良かった。紅葉の声からは、拒否や、落らく胆たんといった感じはしない。少なくとも徒歩での書店巡めぐりよりは正解だったようだ。むしろ何だか嬉うれしそうに聞こえたのは、そうあって欲しいという俺の願がん望ぼうかもしれないけれど。

『つっても、デートねぇ……』

　確かに紅葉は女だし、俺も分類上はオスではあるけれど、でも別にそういう関係ではない。周りからすれば、どう見たってペットと飼い主が関せきの山やまだ。

　紅葉を見上げる。白い肌。切きり揃そろえられた前まえ髪がみ。湖こ面めんのように澄んだ瞳ひとみ。薄うす紅べに色いろの小さな唇くちびる。日本人形のように整った顔の少女。それは、夏なつ野ののような漆しつ黒こくの美び貌ぼうとも、マキシのような華やかな美しさ、とも違うもので。あえて言うなら、ガラス細ざい工くのような、そんな危うさを感じさせる美しさだ。

「それで、春はる海み和かず人ひとさん」

『はい!?　見てないよ!?』

「何を言っているのですか？」

『何でもない！　何でもないから！』

「そうですか」

　無表情のままで小首をかしげる紅葉。まさか、ちょっと見み惚とれていただなんて言える筈もない。

『春海君？』

　そんな俺に、九郎さんから声がかかる。カラスは、俺の傍そばへと降り立ち『潰つぶすぞ？』と、妙にドスの効いた声でそれだけ告げて、また車椅子へと戻った。

「兄さん、どうかしましたか？」

『いや紅葉、何でもないよ。ただちょっとだけ、春海君と男同士の話がしたくてね』

「そうですか、では二三日で」

『今のも駄だ目めなのかい!?』

　哀あわれシスコンガラス。やはり兄は妹に勝てないのか。

「それで春海和人さん、ここからはどうするんですか？」

『あー、そうだな……』

　沈んでいる九郎さんを完全に無視して、紅葉が問う。その声に、僅わずかながらも急せいているような雰ふん囲い気きを感じ取れたのは、俺が慣れて来たからか。

　しかし、確かに紅葉の言う通り、ここで立ち止まっていても仕方がない。

　折せつ角かく遊園地に来たのだ。楽しむとしよう。

『まずは中に入ってみようぜ。チケットを買ってさ』


　　　　　　　　



「これは、何ですか？」

『ああ、チケット販売機だな。これで、園内に入るチケットを買うんだ』

　今日何度目かの紅葉の質問。今回興味を持った対象は、竹ちく林りんや虎とらのレリーフがあしらわれたチケット販売機である。

「成程、これがチケット販売機ですか。初めて見ました」

『島にこんなものがあったら嫌だよ』

　食しよつ券けん制の食卓とか、想像するだに涙が出そうですよ。

「この、上の所にお金を入れるんですか？」

『ああそうだ。それでボタンを押したら下からチケットが出てくる。紅葉、折角だから買ってみろよ』

「はい」

　返事と同時、紅葉は車椅子を動かしてチケット販売機の前に進み出る。

　前に来た時はこんなものは無かった。確かチケットの販売も専門の係の人がいた筈だ。いわゆる経けい費ひ削さく減げんの一環という奴か。人が機械にとって代わられたのか。

「……春海和人さん」

『ん、どうした？』

「これは、どのように買えば良いのでしょうか？」

『え？　だから、その右上の所にお金を入れてだな』

「いえ、それは分かりますが」

　チケット販売機に右手を伸ばしながら、紅葉は俺を見下ろす。

「ボタンがこれだけありますが、どれを買えば良いのでしょうか？」

『……へ？』

　チケット販売機を見る。紅葉の言う通り、そこにはボタンが並んでいる。

『な、何じゃこりゃあ!?』

　しかしその数が尋じん常じようではなかった。

　俺達の前に現れたのはゆうに一〇〇は超えようかというボタンの山だった。それぞれのボタンには来場者とチケットの種類とが細かく刻こく印いんされている。

　人数は何人か。性別は男か、女か、それ以外か。大人か、子供か。ペットはいるのか。ペットの種類は何か。何匹いるのか。全すべてのアトラクションに使用出来るチケットか。指定されたコースのアトラクションのみか。絶ぜつ叫きよう系のみか。落らつ下か系のみか。打だ撃げき系のみか。ヒーローショーには参加するのか。パレードには参加するのか。右なのか。左なのか。両方なのか。もしかしてオラオラですかーッ。

「これは、どれを買えば良いのでしょうか？」

『ちょっ、ちょっと待て。今見るから！』

　途中変なボタンがあったのはとりあえず置いておこう。多分、これを作った人はテレビゲームで負けたのだ。つーか、こんなの確かに紅葉でなくても分からない。ボタンに刻印されている文字を全て読むだけで数十分はかかってしまいそう。しかも文字が小さいので、視点の低い俺からは非常に読みづらい。

　それでも、必死にチケット販売機に食らいつく。

　えーと、とりあえず入場者は一人。女性が一枚だ。アトラクションはどうする？　既すでにお昼は過ぎている。今から全てを回れるとは思えない。いや、そもそも紅葉の車椅子で回れるのがどれだけあるんだ？

　それに、俺と九郎さんの分のチケットも買わなくてはならない。ペットの種類のボタンは『サラマンダー』『ネレイド』『モール』『イーリス』『コッペリア』って、何でロマンシングな種族ばっかなんだよ。どれもペットじゃねえよ。『犬』と『カラス』はどこにあるんだよ！

『ああもう分からん！　責任者を呼べ!!』

　いよいよ訳が分からなくなってきた。この遊園地、入場する前からハードモード過ぎる。どうすりゃいいんだ。これはもう勇気ある撤てつ退たいを決め込むべきじゃないのか。

　そう、半なかば諦あきらめ気ぎ味みになったところに。

「お困りのようね!!」

　そんな叫び声が、背後から聞こえて来た。




『……誰？』

　振り返った先、そこにいたのは妙な人物だった。

　白いヒール。膝丈の明るい色のスカート。ニットセーターの上に、淡あわい水色のカーディガンを羽は織おっている。昔の浪ろう人にん生せいのように野や暮ぼったいビン底メガネ。大洗アベンジャーランドのマスコットキャラクター『キューブちゃん』と同じ、猫耳の付いた赤い帽ぼう子し。破は戒かい僧そうが付けていそうなドデカい数じゆ珠ず。帽子の下からは、金髪の三つ編みがはみ出している。

『な、何だこの怪しさレッドゾーン女は!?』

　しかし、俺の驚きよう愕がくなど気にせず、猫耳メガネはツカツカと音を立てながら、こちらへ近寄ってくる。歩く度に、猫耳がヒョコヒョコと揺れる。

「何かお困りなのかしら!?」

　車椅子の紅葉と視線を合わせるように、僅かに腰を下ろして告げられた猫耳メガネの言葉。無意味に声を張り上げているので、うるさいことこの上ない。

「春海和人さん。これは、何ですか？」

『お、俺にだって、分からないことぐらいある』

　紅葉はと言えば、猫耳メガネの言葉を完全に無視して俺に聞いて来る。

『紅葉、お前の知り合いじゃないのか？』

「いいえ、初めて見ます」

『デスヨネー』

　じゃあ、本当に何なんだこいつ。やけに馴なれ馴なれしく話しかけて来てるけど、俺にはこんなに分かりやすくエキセントリックな知り合いなんていませんよ？

『よし、放ほうっておこう。多分、ちょっとだけアレな人なんだよ』

　結論。華か麗れいにスルーと行こうじゃないか。近寄らないのが吉。疑うたがわしきは先送りだ。

「成程、これがアレな人ですか、初めて見ました。私の想像していたアレな人とは、もっと大おお柄がらでボサボサで……」

『いや、初めてではないと思うよ？』

　お前の周りにも、結構アレな人いるよ？　メイドとか、カラスとか、はたから見たら大たい概がいアレだぞ。

「そうか、分かったわよ！　あんた、どのチケットを買えばいいか分からなくて困っているのね！」

　俺達がそんな会話をしている間も、猫耳メガネはまくし立てて来る。グイグイ来るなコイツ。とにかくこのままではマズイ。一刻も早く離れて距きよ離りを置くべき。

「しょうがないわね。あたしが代わりにチケットを買ってあげるわよ!!」

『……え？』

「そうよね。この遊園地のチケット、種類が多くて分かりにくいわよね。初めての人はだいたいここで面食らうのよ。大丈夫、このあたしに任せなさい！　代わりにチケット買ってあげるから！」

　大声で宣言した猫耳メガネは、紅葉の車椅子を動かし、代わりにチケット販売機の前に陣じん取どる。

『ひょ、ひょっとして良い奴なのか!?』

　見た目は少しアレだけど。いや大分アレだけど。良い人っぽいぞ！

「人数は一人、性別は女性。えっと、そこに停まってるのは、カラスかしら？　だったら、チケットは『その他』で大丈夫ね。コースは……そうね、あたしのオススメのコース『ビューティフルコース』にしておくわ。大丈夫、車椅子でも回れるアトラクションばかりだから問題ないわよ！」

　これは凄すごい。猫耳メガネは無数にある販売ボタンの中から、実にテキパキと目当てのボタンだけを押していく。それは、このチケット販売機を使い慣れているという様子で。

『……そうか、こいつの正体が分かったぞ』

「正体？」

『ああ、こんな帽子にメガネ、数珠なんて妙な格好をしているからどんな奴かと思っていたんだけど、今の様子を見ていて良く分かった。こいつは、大洗アベンジャーランドのマニアだ！』

　これだけテキパキとチケット販売機の操そう作さが出来て、園内のコースの説明も出来る。しかも、ここは遊園地の外だというのに、園内のグッズである猫耳帽子を堂々と被かぶっている。これは、どう見ても大洗アベンジャーランドの熱狂的なマニア。大洗アベンジャーランドを愛する者。一二〇パーセント楽しんでいるタイプの人だ。

『マニア、それは一つの事に執しゆう着ちやくし、その道を極きわめんとする奴のことだよ。皆崇すう高こうな理想を掲かかげ、己おのが道を邁まい進しんしようとするんだ！　きっと、年間パスポートなんかも持っているに違いない！』

「成程、これがマニアですか。初めて見ました」

　そう言って、紅葉は猫耳メガネに対して右手を伸ばす。

「よーし、後はお金を入れるだくううぇあいわ!?」

　紅葉の右手がビン底メガネに触れようとした瞬間、猫耳メガネは思いっきりのけ反ぞり。その勢いのままで後方へと跳ちよう躍やくした。

『……はぁ？』

　華麗に空中を舞う姿が、俺達の目を奪うばう。きりもみ空中三回転。この周りだけ重力がおかしくなったとでも言わんばかりの驚きよう異い的てきな跳躍を見せる猫耳メガネ。金髪の三つ編みが龍の尾のように振り乱れる。

　そうして、たっぷりの滞たい空くう時間の後、俺達から一メートル程離れた場所に着地した。

「な、何よ！　勝手にこのメガネに触らないでよね！」

「そうですか」

「そうよ！　肖しよう像ぞう権けんの侵害よ!!」

　いやいやいやそんな事より何だよ今の動きは。常じよう人じん離ばなれってレベルじゃねえぞ。そんな動きで逃げるくらい、そのメガネに触られたくないのか。何なの、それを取ったら光線が止まらなくなるの？

「ほ、ほら、チケットの準備は出来たわ！　あとはお金を入れるだけよ！」

　なおも焦った様子で、チケット販売機を指差す猫耳メガネ。上部にある虎の口をモチーフにしたモニターには、購入するチケットの詳しよう細さいが映し出されている。

「ついでに、余っている園内マップと、パンフレットもあげるわ。ちゃんと『ビューティフルコース』の道みち順じゆんも書いてあるから安心しなさい！　あぁ、なんて優しいの、あたしったら！」

「いえ、まだ不十分です」

「……え？」

　何やら妙なポージングを決めようとした猫耳メガネを、紅葉の言葉が遮さえぎる。

「何よ、何が不十分だって言うの？」

「同行は、カラスだけではありません」

「へ？」

「ここに、犬もいます」

『はい、います』

「………………犬？」

　ハッキリと見えるように、車椅子の陰から顔を出して猫耳メガネの足元に近寄る。忘れられちゃかないません。俺だって、中に入りたいんだぞ。

「とぅ!!」

『へ？』

　掛け声と共に猫耳メガネがまたも跳躍した。今回は伸しん身しんでの月げつ面めん宙ちゆう返がえり。栄光への架け橋になるレベルの放ほう物ぶつ線せんを見せ、そのまま数メートル背後に着地した。

『何その反応!?』

　俺、別にメガネには触れてないよね。ただちょっと近寄っただけだよ。なのに何で今避よけられたの？

「いいいい犬がいるなんて聞いてないわよ！」

　猫耳メガネは叫ぶ。メガネ越ごしだから、表情は分からないけど。怒りで全身が細かく震えているようにも見える。

『え、俺っていちゃいけないの？』

　そんな全力で逃げる程なの？　何それ傷つくんだけど。

「な、何で、こんなところに犬がいるのよ!!　どういう関係なのよ!!」

「これは、答えた方が良いのですか？」

『え？　ああ、好きにすれば？』

　今ちょっとだけメンタルに負ったダメージを回復するのに忙しいから勝手にやってていいよ。

「関係ですか……そうですね」

　紅葉は一いつ拍ぱく置いたのち、告げる。

「春海和人さんは、私のお──」

　瞬間。

　爆発音が園内に響いた。




『──ッ!?』

「!?」

「────」

　轟ごう音おんが辺りを包む。

　次いで、何かがメリメリと倒れる音。破壊音。そして、園内のスタッフらしき黒い服の人々が慌てて音のした方へと走って行く。

　数秒おいて轟音が止やみ、辺りに静けさが戻る。

『な、何だったんだ今の音』

　つい先程、稲葉図書館で聞いたのと同じような爆発音と倒とう壊かい音おんだった。さっきは紅葉の発言のせいで思いっきりスルーしてしまってたけど、冷静に考えるとおかしいよね。何なの、今日は爆発の日なの？

「春海和人さん」

『へ？』

　爆発の正体を確かめようと園内を窺うかがおうとして、目の前に現れた紅葉の手に視界を遮られる。ずいと目の前に差し出されたのは、大洗アベンジャーランドのロゴが箔はく押おしされた水色の紙。何事かと見上げれば、紅葉が無表情の顔で見下ろしている。

「チケットです」

『お、おう』

「ちゃんと春海和人さんの分も買いましたよ」

『あ、ああ、ありがとう』

　チケット販売機のモニターには何も映っていない。先程猫耳メガネが選択したチケットは購入済みという事。まさか爆発の最中に買ったのか。更に俺の分まであるって事は、紅葉は既にこの販売機の操作を覚えたというのか。

「ちゃんと買えましたよ」

　またも右手でピースサインをしてくる紅葉。こいつはたまに訳の分からない行動をしますね。無表情＆ピースサインって、どういうことなの？

『でも、お金はどうしたんだ？』

『お金は僕が佐さ茅ちさんから預かってきましたよ。車椅子の裏のポケットにちゃんとガマグチを入れてあります。紅葉、他にも必要になったら言うんだよ？』

「はい分かりました兄さん、一日追加で」

『これも駄目か!!』

　しかし九郎さんは、殊しゆ勝しようにも自分のやるべきことを全うする。車椅子の車しや輪りんの裏、荷物置きとなる部分をゴソゴソと漁あさり、ガマグチをしまう。

「ちょっとー！　何も聞こえなかったわよー！　チケットは買えたのー？」

　猫耳メガネの声がまた届く。

　そうか、紅葉と俺との関係について何か言ってたんだっけか。どうやら紅葉の言葉は先程の爆発音によってかき消されてしまったようで、猫耳メガネには届かなかったらしい。まあ近くにいた俺にも聞こえなかったし。何て言っていたんだろうか？

「このチケットがあれば中に入れるんですよね？」

　しかし紅葉は話を続けることなく、チケットを片手に入場口の方へと車椅子を動かす。

『あ、ちょっと待てよ紅葉』

「何ですか、春海和人さん」

『あの猫耳メガネに、ちゃんとお礼を言っておけよ』

「お礼、ですか」

　視線を向けた先、猫耳メガネは、未いまだに紅葉からの返事を待っているようで、所しよ在ざい無なげに佇たたずんでいる。

『ああ、だってあいつのおかげでチケットが買えたんだ。それに何だか色々貰もらっちゃったしさ』

「そうですか」

　多少押しつけがましさはあったものの、間違いなく親切である事には変わりがない。最初は、危険な不審人物だと思ったけど、そんな事はなさそうだ。安全な不審人物だと思う。うん、ギリギリでセーフだと思うよ。格好はアレだけど。

「猫耳メガネさん」

「ね、猫耳メガネ!?」

「ありがとうございました」

「なっ!?」

　お礼の言葉を告げ、頭こうべを垂たれる紅葉。突然のその行動に驚おどろいたようで、猫耳メガネはメガネ越しでも分かる程に驚愕の表情を浮かべている。

「な、何よ、別にお礼なんて良いんだから！　こ、困っている人間を助けるのは、当たり前なんだから！　大したことじゃないんだから!!」

　紅葉は相変わらず無表情なままで、本当に感謝の意思が込められているのかどうか、はなはだ疑ぎ問もんだ。しかし、それでも猫耳メガネは嬉しかったようで、金髪の三つ編みをひょこひょこ揺らしている。

「そ、そんな事よりも。あんた、これから中に入るのよね？」

「はい」

「そ、それじゃあもしも、中で…………!?」

　猫耳メガネは言葉を途中で打ち切った。

『ん、どうしたんだ？』

　一度、園内を睨にらみ付つけた後。

「見つけたああぁあぁぁぁあ!!」

　耳をつんざくような叫び声を上げた。

『なっ!?』

　その叫び声と共に、猫耳メガネは園内へと飛び込んだ。

　突とつ如じよ疾しつ走そうする猫耳メガネ。その姿は、短距離走の選手のような整ったフォームで、明らかに素人しろうととは思えない。金髪の三つ編みが、地面と平行に波打つ。

　そんな疾走を、ただ見送るしかない俺と紅葉と九郎さん。

『何だったんだ、あいつ』

　結局、騒そう々ぞうしく現れた猫耳メガネは、騒々しく去って行ってしまった。

　そして、入場口に残された俺達の手の中には、大洗アベンジャーランドのチケット、パンフレット、猫耳メガネオススメの『ビューティフルコース』の道順が書かれた園内マップ。

『ま、まあいいや。紅葉、そんじゃ中に入るか』

「そうしましょう」

　折角貰ったんだ。有効活用させて貰おうじゃないか。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ぬらりピョン！】……　トキワブックス刊。妖怪辞典。手のひらに収まるサイズの豆まめ本ほんと呼ばれるタイプの本。小さいながらも挿さし絵え付きで、日本全国のマニアックな妖怪について細かく説明が載のっている。こっそり本を持ち込みたい時に便利。

【キューブちゃん】……　大洗アベンジャーランドのマスコットキャラクター。猫耳付きの赤い野球帽を被った白い球体の形けい状じよう。球体なのに何なに故ゆえ『キューブちゃん』なのかは、大洗アベンジャーランド創そう設せつ期きから続く謎なぞとされている。






　城門のような入場口を抜け、俺達も園内へと入る。

『ふう』

　とりあえず、一息つくことが出来た。

　到着するなりちょっとアレな人に捕まってしまったけど、まあでも正直助かった。

　遊園地まで来てはみたものの、ここからどうすれば良いのか、どんな風に回ればいいのかまでは考えてなかった。だからオススメのコースやパンフレットなんかを貰えたのはラッキーだ。世の中には親切な人がいるものだ。どこぞの唯ゆい我が独どく尊そんな連中も、少しは見習って欲しいものです。

　つーか、ここにはどんなアトラクションがあるんだろうか。前に来た時は、図書委員会の先せん輩ぱい達の無む茶ちや振ぶりに振り回されていただけだったからほとんど覚えていない。『世界中の本が読み放ほう題だい！』みたいなアトラクションでもあれば、生しよう涯がいパスポートを買ってでも通い続けるんだけど、ないかな？




　俺達は猫耳メガネに教えて貰った『ビューティフルコース』に従したがって、園内を進んで行く。

　一番最初に辿たどり着ついたのは、入場口からすぐ近くにある岩山のような外観のアトラクション。大きく掲げられた看かん板ばんに書かれた名前は『ネイティブライフ』。

「これは、何ですか？」

　今日何度目かの紅葉の質問。まあ、確かに外見からでは良く分からないか。

『アトラクションだよ』

「成程、これがアトラクションですか。初めて見ました」

『まあこれは外から見ていてもしょうがないからな。とりあえず中に入ってみようぜ』

「中に入れるのですか？」

『ああ、さっきチケットを買ったろ。それがあれば何回でも入れるし、何回でも遊べるんだ』

　紅葉は車椅子に座ったまま『ネイティブライフ』を見上げる。

「……そうですか、では、入りましょう」

　そう言って、車椅子を動かしさっさと入り口へと向かう紅葉。表情は相変わらず同じだから分からないけど、少しは楽しんでくれているのだろうか。

　何にせよ、興味を持ってくれるのは良いことだ。俺も、その助けになれるよう、精一杯エスコートと行こうじゃないか。

　猫耳メガネに貰ったパンフレットには『原始時代のあの熱い興こう奮ふんを、全身で体験しよう！』と書かれている。この大洗アベンジャーランドの中でもかなり大きな建物。入場口のすぐ傍という好立地。さぞかし力が入ったアトラクションなのだろうと思いきや。

　中には、客が一人もいなかった。

　俺達以外に、誰も。

　閑かん古こバード、超大フィーバー。

　原始人っぽい衣装を着た受付のお姉さんも、暇ひまそうにマンモスの骨のレプリカを弄もてあそんでいる。

『……ま、まあ、とにかく行こうか』

　言い知れぬ不安を抱えながら、受付にチケットを見せる。

　代わりに渡されたのは、光こう線せん銃じゆうだった。

『何で光線銃が出てきちゃったの!?』

　やけにカラフルで電でん飾しよくだらけ、ピコピコカタカタと安っぽい音が鳴りそうな光線銃。

　何これ。いきなりコンセプトが地平線の彼方かなたまで混こん線せんしているんだけど。『原始時代のあの熱い興奮』じゃなかったの!?　原始時代に光線銃とか、それはもう未知との遭そう遇ぐうってレベルですらないよね!?

「えー、このアトラクションは原始時代をモチーフとしていて……」

　受付のお姉さんがアトラクションの説明を開始する。あのマンモスの骨は指し棒だったらしい。俺のツッコミなど無視して、紅葉も興味深げに聞いている。

　何でも、この原始時代風アトラクション『ネイティブライフ』は、原始時代を模した部屋の中を移動し、道中に出現するターゲットを光線銃で撃うつ事で得られるポイントを競うというモノらしい。

『や、やっぱり光線銃である意味が分からない』

　何故原始時代と光線銃を組み合わせてしまったのか。どうせなら石いし斧おのとかでいいじゃないか。移動もスケボーとかでさ。

「…………」

　紅葉はアトラクションの説明を聞き終えると、手元の光線銃をマジマジと見つめる。そりゃそうだ、光線銃なんて日常生活ではまずお目にかかるものではない。紅葉だって見るのは当然初めてだろう。ちゃんと説明をしておかなければ。

「これは、光線銃ですね」

『え？』

「違うのですか？」

『あ、いや、そうだけど……何で知ってるの？』

「光線銃なら、監かん獄ごく島とうにもありましたから」

『何であるの!?』

　日常生活っていうか、そもそも常識的に考えて見る機会の無いものだよね？　あの島は何なの？　ひょっとして未来から来た宇宙船か何かだったりするの!?

「とにかく、この光線銃で撃って行けばいいんですね。分かりました」

『お、おう』

　分かってしまったのか。いいのか、本当に。

　準備が出来たのを確認し、受付奥の扉とびらが開かれる。紅葉は光線銃を手にしたまま、車椅子を動かして扉を潜くぐり、俺は訳も分からないままそれに付いて行くことになった。




『おお、結構リアルだな』

　部屋の中には、草そう原げんが広がっていた。乱らん雑ざつに積まれた岩。流れる小川。背の低い木。青い空。燦さん々さんと輝く太陽。本当に原始の世界に迷い込んだよう。濃い空気の匂においが鼻び腔こうをつく。

　全く客が入っていないからどんな酷ひどいものが待っているのかと思ったけど、これはなかなか良いじゃあないか。部屋の中を歩いているだけでも気分が良くなる。

　この中を歩きながら、ターゲットを光線銃で狙そ撃げきして回るのか。原始時代ということなら、恐竜なんかが出て来るのかな。このクオリティなら、ターゲットにも期待が出来る。少しワクワクしてきた。

　隣を見れば、光線銃を手にした紅葉が周囲に注意深く視線を向けている。車椅子で和服の紅葉が原始時代の背景で光線銃を構えているって凄い画えですよね。これは一体どこに需じゆ要ようがあるんだろうか。しっくり来ない組み合わせにも程がある。

　そうして、辺りを見回しながら部屋の中を進んで行くと、突然岩いわ陰かげから何かが飛び出して来た。

『──ッ!?』

　ついに現れたかターゲット。

　果たしてどんなものかと思ってみたそれは。

　赤あか鬼おにだった。

『……はぁ？』

　モジャモジャの髪。真っ赤な肌。虎とら柄がらのパンツ。二本の角を頭に生やした赤鬼が『さあ撃って下さい』と言わんばかりに両手を大きく広げ、俺達を見下ろしてくる。

『なんだ、これ？』

　俺の呆あきれ声ごえなど無視して、紅葉が動く。

　正確に光線銃の先を赤鬼へと向け、引き金を引く。激しく明めい滅めつする光線銃の先せん端たん。次いで、ターゲットに命中したことを示すと思おぼしき『ピピピッ』という電子音が光線銃から聞こえて。赤鬼は飛び出して来たのと同じ勢いのまま後ろへと倒れ込んだ。

「…………」

　無表情のまま、倒れた赤鬼を見つめるのも束つかの間ま、その背後に新たなターゲットが現れる。最初のターゲットを倒した紅葉の隙すきを突くようにして出現したそれは。

　赤鬼だった。

『うん、これは流は行やらねえな』




　出て来るターゲットはとことん赤鬼だった。

　草原ステージから洞どう窟くつステージに移動し、次はどんな奴が出て来るのかと思ったらまた赤鬼。滝たきの中からゴゴゴゴゴと迫力のある効果音と共に現れたのも赤鬼だった。

　ショボすぎて泣けてくる。クオリティの落差が酷い。周りの背景は世界中のどんな遊園地にも引けを取らないレベルなのに、ターゲットが地方デパートの屋上レベルだ。

　何で赤鬼を採用しちゃったの？　せめて原始時代の設定を守ろうよ。ワンパターンって言うかコンセプトの時点で躓つまずいてるよ。いや、光線銃の時点でそれはもう駄目かもしれないけどさ！

　俺が、このアトラクションに完全に失意の視線を向ける中。紅葉は、次々に現れるターゲットに向けて、機械のように精せい密みつな射しや撃げきを繰り返していた。紅葉の操あやつる車椅子の進軍が止まることはない。光線銃の立てる電子音が、アトラクション内に響き続ける。

　結局、赤鬼以外のターゲットが、最後まで出現することはなく。

　アトラクション『ネイティブライフ』は終わりを告げたのである。


　　　　　　　　



『……まあ、何だ。今のが、遊園地の全てだと思わないで欲しい』

「そうですか」

『よし次行くぞ！　次！』

「分かりました」

　猫耳メガネから貰った園内マップに従って移動する。

　次に辿り着いたアトラクションは、古い酒さか場ばのような外観の建物。大きな看板に書かれた名前は『ザ・ワイルド』。パンフレットには『硝しよう煙えんの香り漂ただよう西部開拓時代！　君の手で悪あつ漢かん達から街を救おう！』とある。

　中に入れば、受付のお姉さんはウエスタン風の衣装を着て、暇そうにサボテンのレプリカを弄いじっていた。

『今度こそ、今度こそまともなアトラクションの筈！』

　アトラクションの中、そこには西部劇の映画の中のような街並みが、見事に再現されていた。転がる枯かれ草くさ、吹ふき荒すさぶ空からっ風かぜ。今にもそこらの路地から、テンガロンハットを被った荒くれ者が飛び出して来そうなリアルな迫力がある。

　そんな中を、受付で受け取ったリボルバー式の拳けん銃じゆうを片手に進んで行く。

　結局、このアトラクションも、さっきの『ネイティブライフ』とやることは変わらないらしい。ただ、舞ぶ台たいが原始時代ではなく西部開拓時代だということで、きちんとプレイヤー側が銃を持つことに理由付けがある。コンセプトとしては間違っていない。

「これは、拳銃ですね。以前に見たことがあります」

『バス停を見たことがなくって、拳銃を見たことがあるってどういう事なんだよ』

「拳銃は島にもありましたから」

『だから何であるの!?』

　確かに罠わなとか沢山あったけど、銃まであるなんて聞いていませんよ。何なの、監獄島はあらゆる武器を溜ためこんだ島なの？　光線銃といい、拳銃といい。お前ら、どんなところで暮らしてたんだよ。

「春海和人さん、どいて下さい」

『へ？』

　俺のツッコミを遮るように紅葉が動く。次いで聞こえたのは乾かわいた短い音。そして背後で何かが倒れる音。

『……はぁ？』

　見れば、いつの間にか紅葉の右手の人差し指が拳銃の引き金にかかっていた。つまり、乾いた短い音は発はつ砲ぽう音おん。もう一つの音を確認する為、急いで振り返る。砂さ塵じんが吹ふき荒すさぶ街中。建物の隙間から顔を出していたのは。

『またこいつか!!』

　赤鬼だった。




　またしても赤鬼どんの登場だ。

　さっきの『ネイティブライフ』と同じ赤鬼。違うのは、虎柄のパンツ一丁ではなく、西部劇風のならず者の格好をしているということだけだ。真っ赤な顔も二本の角も変わらない。完全に焼き直しだ。何でまた赤鬼なんだよ。西部劇と赤鬼って何の関係もないよね？

　そして紅葉の行動も焼き直し。

　手にした拳銃で赤鬼を撃って撃って撃ちまくっている。紅葉が引き金を引く、赤鬼が倒れる。紅葉が引き金を引く、赤鬼が倒れる。同じシーンを繰り返し再生し続けているように、同一の光こう景けいが続く。

　しかも、さっきから紅葉は一発たりとも外していない。確実に一撃で、赤鬼を撃ち抜いている。まるでどこぞのあやとりチャンピオンばりの射撃精度だ。

『お前、何でそんな事出来るんだ？』

　さっきは赤鬼登場のインパクトと光線銃で俺のツッコミキャパシティが埋められていたけど、良く考えると紅葉の射撃の腕前だって十分に異常レベルだ。この前まで監獄島に引ひき籠こもって本を書いていた人間の動きには見えませんよ。

「これは、監獄島で教わりました」

　紅葉は、赤鬼の心しん臓ぞうを正確に撃ち抜きながら俺の質問に答える。

『教わったって、一体誰に？』

「佐茅さんから、時々」

『……あのメイド、一体何を教えているんだ』

　確かに、戦場を駆かけ巡めぐっていた経験から、紅葉に銃じゆう器きの扱いを教えることぐらい訳も無いのだろう。しかも、あいつなら、紅葉が『これは何ですか？　教えて下さい』とでも聞いたら鼻血でも吹き出しながら付きっきりで教えるに違いない。その光景がありありと浮かぶ。でも、そのせいで大切なお嬢じよう様さまはトリガーハッピーみたいになっちゃってるんだけど。それはいいんですかね？

　つーか、まさか新稲葉にモノホンを持ち込んでやしないだろうな。後できちんと確かめておこう。さすがに銃器はヤバいぞ。




　結局、最後まで赤鬼以外のターゲットが出ることはなく、アトラクション『ザ・ワイルド』も終わりを告げた。ここも、まともなアトラクションではなかった訳だ。

　紅葉の成せい績せきは今回も全弾命中のパーフェクト。

　終了後、握あく手しゆを求めて近寄って来た受付のお姉さん達を、紅葉は危うく撃ちそうになっていた。まあ、気持ちは分かる。紅葉の目の奥には、今でも赤鬼の姿が焼き付いていることだろう。何でそんなに赤いんだよ。


　　　　　　　　



　その後も、猫耳メガネから貰った園内マップに従って、アトラクションを回った。

　そのどれもが赤鬼に塗まみれているとも知らずに。




　幕ばく末まつ風アトラクション『ニンジャサウンド』では浪人や腰こし元もと姿の赤鬼が襲おそい掛かかって来た。

　近未来風アトラクション『ウェイト・フォー・トゥルース』では赤鬼が乗った戦せん車しやや戦せん闘とう機きが現れた。

　ＳＦ風アトラクション『スターダストキャプテン』では宇宙船の乗のり組くみ員いんが赤鬼だった。

　現代風アトラクション『ヴィクトリーロード』では赤鬼の姿をした格かく闘とう家か達と闘いを繰り広げた。




『何なの!?　赤鬼の呪じゆ縛ばくでもかけられてるの!?』

　しかも、どのアトラクションもやる事がほぼ一緒というのが最悪だ。『銃を構えて、赤鬼を撃てばいい』が基本コンセプトのアトラクションばかり。

　前に来た時はこんなんじゃなかった筈なのに、一体どんなテコ入れの結果こんな事になったんだよ。そこまでやるんなら、マスコットキャラから何から赤鬼に変えて、名前も『わくわく赤鬼ランド』とかに変えればいい。絶対に二度と来ないけどさ。

『……いや、それともこれはこのコースがおかしいのか？』

　入場口で猫耳メガネから貰った園内マップを見る。そこに手描きで書き込まれた『ビューティフルコース』、俺達はこのコースに従って園内を回っている。このコースが赤鬼系アトラクションばかりを選択している可能性もある。

『あいつ、良い奴だと思っていたけど、実は赤鬼の手て先さきだったのか？』

　あり得る。誰しも心の中には鬼が潜ひそんでいると言うしな。

　しかし、だからと言ってどうすれば良いのか。

　今のところ、紅葉はギリギリ楽しんでいるように見える。相変わらずの無表情で何を考えているのかはいまいち分からないけれど、アトラクションの中に入れば俺が何か言うまでもなく率そつ先せんして銃を受け取り、赤鬼を撃げき破はして行く。

　ひょっとしたら、ただ俺が進む方に付いて来ているだけなのかもしれないが、しかし気に食わないなら図書館の時のように途中で止めても良いだろうに。そうしないということは、楽しんでいるのだろう。多分。

　しかし、こんなことが続けばどうなるかは分からない。アトラクションの中で見せた紅葉の意外過ぎる射撃能力。果たして、作家が持つべき能力なのかどうかは別として。このまま赤鬼シャイニーフェスタが続けば、いずれ機き嫌げんを損そこねた紅葉によって背後から俺自身が撃ち抜かれないとも限らないのだ。

　いや、そもそも俺は紅葉とした『外の世界を教える』という約束の上で今ここにいるのだ。それなのに、現状この遊園地の中で連れて行ってるのは、妙なアトラクションばかり。

　これが果たして『外の世界を教える』ことになっているのか。春海和人が姫ひめ萩はぎ紅葉に伝えるべきなのは、本当にこんなことなのだろうか。こんなことをしていて、約束を果たしたことになるのか？

『うーん、いや、でも……』

「どうしましたか春海和人さん、唸うなり声ごえなど上げて」

　振り返れば、紅葉がいる。無表情な顔、湖面のように澄んだ瞳が、車椅子の上から俺を見下ろして来る。

『なあ紅葉』

「何ですか？」

『どこか、行きたいところはあるか？』

　考えても分からない。だったらもういっそのこと紅葉本人に聞いてみよう。今日は豆本を一冊しか読んでいないから頭が回っていないのだ。教える。教えるって何だ。振り向かないことか？

「行きたいところ、ですか？」

『ああ、さっきからこの園内マップに従っているだけだったからさ。そろそろ慣れて来たし、このコース以外にもどこか行きたい場所があったらそこへ行こうぜ』

「そうですね」

『別にやりたいことでも良いぞ』

　紅葉はしばし考えるような様子を見せた後、無表情のまま語り出す。

「メリーゴーラウンドなどはいかがでしょうか？　春海和人さんが前に座り、私が後ろに座るというので」

『成程、メリーゴーラウンドか』

「他には観かん覧らん車しやで景け色しきを一いち望ぼうするというのも良いかもしれません。あと、フードコートで飲み物を飲んだり。コーヒーカップでグルグルと回ってみるのも良いです。お化け屋や敷しきなんかも」

『成程成程』

　何だ、結構要よう望ぼうがあるんじゃないか。聞いて良かった。このままひたすら赤鬼討とう伐ばつの旅を続けるところだったぞ。メリーゴーラウンド、観覧車、フードコート、コーヒーカップ、お化け屋敷、ベタな物ばかりだけど。この遊園地には全部あるのかな？

「観覧車に乗ったら、夜や景けいに愛のメッセージが浮き出るんですよね？　ジュースのコップにはハート型のストローを入れて一緒に飲まなければならないんですよね？」

『……はぁ？』

「後は、洞窟の中に閉じ込められるなども。もしくは、老ろう朽きゆう化かしたアトラクションの崩ほう落らくに巻き込まれるなどもいいかもしれません。そこで、手を取り合って命の危機を乗り越えることで、二人の仲は深まるのでしょう？」

　急に何を言い出したの、こいつ。

『え、冗じよう談だん、だよな？』

「冗談？　私は聞かれたから答えただけですが」

『いや、それはそうかもしれないけど』

　確かに、紅葉が冗談を言うような奴ではないことは分かっている。本当に、俺が聞いたから答えただけだ。でも、それじゃあまさか本気で。

「どうしましたか、春海和人さん。このデートプランに何か問題でも？」

『デートプラン!?』

「はい、デートプランです。兄さんから教えて貰ったデートプランはこのような物なのですが、違うのですか？」

『九郎さんの？』

「はい。以前、デートの内容について聞いたら、嬉き々きとして教えてくれたのですが」

『…………』

『な、何ですか春海君、その何か言いたそうな目は。僕の計画した「いつか紅葉と回る時の為に考えていたデートプラン」をバカにするんですか？　紅葉も！　その犬畜ちく生しようとデートなんて許さないと言ってるだろ！』

「一か月」

『うわあああああわあああああ！！！』

　九郎さんいたんだね。しばらく喋しやべらないから完全に忘れていたよ。

『じゃあ、さっき言ってたメリーゴーラウンドとか、ってのはシスコンガラスの考えたデートプランってことか』

　成程、道理でベッタベタだと思った。別に、紅葉がやりたいことって訳じゃあないんだな。

「でしたら、お互いのドッグタグに共通の傷を刻きざんだり。銃じゆう弾だんを交こう換かんしたり。昔の戦友のお墓を一緒に参まいったり。お互いのタバコから火を分け合って吸ったり。お互いの家族への手紙を交換したりするデートプランはいかがですか？」

『何その硝煙の匂いのするデートプラン!?』

　俺が知ってるデートと違うよ!?

「違うのですか？　佐茅さんからはそのようなデートプランを聞いていたのですが」

『あのメイドもか……』

　本当に何を教えているんだ、あのソルジャーメイドは。それはどこの銃弾飛とび交かう世界のデートなんだよ。つーか、タバコなんて教えてるんじゃねえよ。こいつはまだ未成年なんだぞ。

『いいか紅葉、シスコンカラスとソルジャーメイドの言った事はとりあえず忘れるんだ。俺がちゃんと最後まで付き合ってやるから』

「最後まで、ですか？」

『ああ。約束だからな』

「……そうですか、分かりました」

　僅かに、嬉しそうな声を上げる紅葉。相変わらず無表情なままだけど、教えて貰うのがそんなに嬉しいのだろうか。

「では、行いき先さきは春海和人さんにお任せします。次はどこへ行くのですか？」

『ああ、ちょっと待ってくれ』

　約束。デート。崩落。遊園地。銃弾。駄目だ。余計に混乱してきた。もう何もかも考えるのを止めて、貰ったコース通りに赤鬼ジェノサイド紀き行こうを開始した方がいいのだろうか。

　そう、全てを投げ出して考えるのを止めようとして。

「ない、ないよぉ……どこに行ったのぉ……」

　突然、脇わきの草むらから誰かが飛び出して来た。

「わっ!?」

『ブゲラ!!』

　現れたのは、小さな女の子。丁ちよう度ど、女の子の足元にいた俺は、小しよう児に用の白いスニーカーで思いっきり踏ふみつけられることとなったのだった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【光線銃】……　煉れん獄ごく館かんの廊ろう下かにてインテリアとして飾られていた。明らかに現代の技術を超えたアイテムであり、某国の未来研究所から紛ふん失しつしたものと同一ではないかという噂うわさも立ったが、真しん偽ぎは不明。

【赤鬼】……　大洗アベンジャーランド内のアトラクションに多く登場する裏マスコットとも言える存在。各アトラクションに登場する赤鬼は微び妙みように表情や身しん長ちようが異なっており、製作した職しよく人にんのこだわりが窺える。






「ご、ごめんなさい！　探し物をしてて、ヒナ、前を見てなくって！」

　紅葉に向かってペコペコと頭を下げる小さな女の子。小学校の低学年ぐらいだろうか。マスコットキャラクター『キューブちゃん』と同じ、猫耳の付いた小児用の帽子を被り、短い髪を無理やり三つ編みに纏まとめている。頭を下げる度、女の子の三つ編みがピコピコと揺れる。

「春海和人さん。これは、何ですか？」

『女の子だよ！』

「成程、女の子型のアトラクションということですか、初めて見ました。それで、これはどこから入るのですか」

『入らねぇよ！　生きている人間だよ!!』

「赤鬼は？」

『出て来ねえよ!!』

　お前、どんだけ赤鬼に侵しん食しよくされてんだよ。さっき言ってたデートプランとやらはどこに行った。

「わんちゃんも、ごめんね!!」

　小さな両腕が俺を抱き起こし、顔の前に掲げる。女の子の大きな瞳に俺の姿が映る。

『……涙？』

　そして気が付いた。女の子の目尻にハッキリと涙が浮かんでいるのを。

「どうしました？　春海和人さん」

『なあ紅葉、ひょっとしてこの子、迷子まいごなんじゃないのか？』

　辺りを見回すも、保護者らしき人物は見当たらない。一人で遊園地に来るような年齢にも見えないし、そもそも今日は平日だ。小学校はどうしたんだ。

「迷子ですか」

『ああ、だってこんな場所に一人でいて、しかも草むらから飛び出して来るなんて、おかしいだろ。しかも泣いているし』

「赤鬼に襲われたのではないですか？」

『現実と虚きよ構こうの区別を付けて!!』

　どんだけ赤鬼に対して興味を持っているんだ。何なの、何か赤鬼との間に因いん縁ねんでもあるの？

　とにかく、紅葉に頼んで、女の子の情報を聞き出して貰う。

　何しろ、女の子に犬の言葉は通じない。今頼れるのは、紅葉しかいないのだ。幸さいわい『迷子』がどういうものなのかという知識はあるらしく、話は早かった。

　手に入った情報。女の子の名前は山やま田だ雛ひな子こ。この春から小学二年生。七歳。今日は小学校が創立記念日でお休みなので、お姉ちゃんと一緒に、前から来たかった『大洗アベンジャーランド』へと来たのだそうだ。そして現在、そのお姉ちゃんとは絶ぜつ賛さんはぐれ中とのこと。

　うん、迷子確定だ。

『さて、どうすれば良いかな。九郎さん、どう思う？』

『…………』

『九郎さん？』

「兄さん、喋っていいですよ」

『…………本当に？』

「はい」

『怒らないかい？』

「はい」

『そうですね、春海君。どうしましょうかね』

『九郎さん……』

　許可が出たとたんに、先程までの沈ちん黙もくはどこへやら、翼つばさをぶんぶん振り回して喜ぶカラス。そんなに紅葉と会話出来なくなるのが怖いのかよ。

『迷子なら、普通に迷子センターに連れて行くのが良いのではないでしょうかね。確か入場口のところにありましたよね？』

『まあそうだよなあ。さすがに放っておくことは出来ないし』

　以前にも、本ほん田だ書店のミニデーモンこと本田弥生やよいの迷子に遭遇したことはあるけど。あの時と今とでは少し状況が違う。

　あの時は同行者が『外面Ａ＋』『子供の扱いＢ＋』のスキルを持つ夏野霧きり姫ひめだったが、今日一緒にいるのは極きよく端たんに対人経験が少ないと思われる姫萩紅葉だ。『人付き合い×』『会話×』のスキル保持者だ。迷子を連れて歩き回り、はぐれたお姉ちゃんを探すだなんていうミッションは少々荷が勝ちすぎる。

『よし、じゃあ迷子センターに連れて行こう。紅葉、通つう訳やくを頼む』

「分かりました」

　紅葉は、雛子を真まっ直すぐに見み据すえて口を開く。

「山田雛子さん。これから山田雛子さんを迷子センターに連れて行きます」

「ま、迷子センター？」

「行きましょう。春海和人さん、案内をお願いします」

『ああ、任せろ』

「ま、待って!!」

　迷子センターへと向けて動き出そうとした俺達一行に、雛子が制止の声を上げる。紅葉の車椅子に駆け寄り、無理やり後ろに引っ張って止めようとするが。

「あ、あれ!?」

　しかし、車椅子は何の問題も無く進み続ける。

「あれれれれれれれれれれれ！！！」

　雛子が悲ひ鳴めいを上げるが、紅葉の乗った車椅子が止まることはない。結果として、車椅子に幼女が引っ張られる図ず式しきが完成した。

『おい、止まってやれよ』

「はい」

「わわわ！」

　急停車する車椅子。慣かん性せいの力が働き、雛子は思いっきり前へとつんのめる。




　仕切り直し。

　もう一度、紅葉と雛子が向かい合う。

「あ、あの、ヒナ、迷子なの」

「そうですね」

『うん、知ってる』

『ですね』

　俺達が見守る中、雛子はその大きな瞳に涙を浮かべる。

「で、でも、ただの、迷子じゃなくって。ほんとは探しているものがあって、そのせいで、お姉ちゃんともはぐれちゃって。だから、迷子センターには行きたくない、の」

『探し、物？』

「あのね、絵本を、失なくしちゃって。ヒナ、お姉ちゃんに買って貰った大事な絵本なのに。だから、だから、ヒナ、絵本を見つけなくちゃ」

　雛子は、一語一語、しゃくり上げながら言ったのだった。




『……成程、事情は分かった』

　必死の様子で告げられた雛子の言葉。

　それは涙の理由。この場所に一人っきりでいた理由。

『でも、参ったな』

『そうですね。迷子センターに行きたくないとなると、どうすれば良いのか』

『はぁ、何言ってんだ？』

『はい？』

『迷子だなんて。今問題なのは、そんな事じゃあないだろ』

『では、何が問題なのですか？』

『そんなの、決まっているじゃないか』

　わざわざ言うまでもない。

『絵本が失くなったんだぞ！』

　叫ぶ。

『絵本！　絵本だぞ！　すぐに見つけないと！　可か哀わい想そうに、こんなに涙を流して。自分の大切な絵本を失くしてしまうだなんて、そんな身を引ひき裂さかれるような悲しみに、よくもまあこんなに小さな子が、ここまで耐たえられたもんだ！　凄すさまじい精神力だな、将来はきっと大物になるぞ！』

『春海君、大丈夫ですか？』

『何が!?』

『……いえ、何でもないです』

　何をそんな『おい、この犬またおかしなことを言い始めたぞ』みたいな顔をしているのか。今のこの事態の重要さが分かっていないんじゃないのか？　だって、大切にしていた絵本が失くなったんだぞ。これは大問題、全世界にニュース速そく報ほうを出すべき大事件じゃないか。

『よし、紅葉、九郎さん、迷子センターに連れて行くのは止めにしよう。先に失くした絵本を探すぞ！』

　こんな大切なことを、迷子センターなどに任せてはおけない。

　ここは一つ、プロの助けが必要ということだ！

『ええ、そうですね、春海君ならそう言うでしょうね』

　半ば呆あきれ果はてたような九郎さんの声こわ色いろが気になるが、さすがは元編集者、この子にとってその絵本がどれだけ大事なのかが分かっているのだ。

『紅葉もそれでいいか？　いいよね!?』

　そう、テンション高く問いかけた、質問というか確認に。

「何故ですか？」

　しかし、返って来たのは。

「何故、絵本を探さなければいけないのですか？」

　期待していた返事ではなく、疑問だった。

『へ？』

『紅葉？』

「山田雛子さん。その絵本は、どんな本ですか」

　紅葉は、無表情と抑よく揚ようの無い口調で、雛子に問いかける。

「え、え？」

「失くしたのは、何という題名の、絵本なのですか？」

「あのね。『旅人と白猫』って絵本。ヒナが小学校に入った時に、お姉ちゃんが買ってくれた絵本なの」

　紅葉の質問に、雛子はおずおずとした様子で答える。

「成程、『旅人と白猫』ですね。それならば問題ありません」

『はぁ？　問題ないって、何が？』

「その本でしたら、知っています。七〇年程前に海外の出版社が販売を開始した際に、かなりの人気を博はくし、今では世界中の出版社で翻訳版が販売されていますね。とても有名な絵本です。監獄島にもありましたから、私も見たことがあります」

『ああ、確かにそうだけど。それが、どうかしたのか？』

「ですから、無理をして探す必要はないという事です」

『……はぁ？』

「有名な絵本です。有名という事は、どこででも簡単に手に入るという事です。どこの書店でも、購入出来るのではないでしょうか。よろしければ、監獄島にあるものを差し上げても構いません。如何いかがでしょうか」

『いやいやいや！　何を言ってるんだ紅葉。そんな事が出来る筈がないだろ！』

「何故ですか？　何か問題が？」

『あるに決まってる!!』

「何がですか？」

『さっき言ってただろ！　この子が失くしたのは、特別な絵本だ。思い出の詰まった絵本なんだ。それが、どれだけ大事な絵本なのか分かるだろ？』

「分かりません。失くしたのなら、新しいものを手に入れれば良いだけの話でしょう」

『違うだろ！　そういうことじゃないだろ！』

「では、どういうことなのですか？」

　滔とう々とうと告げられた紅葉の言葉。それは、失くしてしまったのならば、代わりを用意すれば良いということ。同じものを用意すれば良いという事で。

「一体、何が違うというのですか？」

　そう告げる紅葉の語ご調ちようも表情も一切変わる事はない。それはバス停や、ハンバーガーについて尋たずねてきた時と全く同じ。本当に、それが何なのかが分からない。理解が出来ないと言うようで。

　その紅葉の姿を見て、突然に理解した。

　俺が、紅葉に対して教えなければいけないことが何なのかを。

『……春海君？』

「ど、どうしたの？」

　九郎さんと雛子が、それぞれ俺達を見つめる。片方は何かを案じるように、もう片方は突然目の前で起きた事態を恐れるように。

『……分かった』

　紅葉は、ただ知らないだけなのだ。雛子にとって、その絵本がどんな絵本であるのかを。雛子の想おもいが、その絵本に込められているという事を。そして、想いが込められた本が、どんな意味を持つのかを。何もかも、同じではないのだという事を。

『分かったぞ、紅葉』

　だったら教えてやればいい。俺は、その為にここにいるのだから。

『俺がその本を見つけてやる！』

　俺の宣言にも、紅葉の、無表情は変わる事はなく。

『分からないって言うのなら、教えてやる。知らないって言うのなら、教えてやる！』

　だから、その無表情に向けて叫ぶ。

『教えてやるよ。その絵本が、どれだけ特別なのかをな!!』






《以下の単語が用語集に登録されました》

【迷子センター】……　大洗アベンジャーランドの入り口近くにある施し設せつ。子供達を不安にさせないよう可か愛わいいパンダを模した建物になっているが、パンダの口から中に入るようになっている為、結果的に不安にさせる。ちなみに尻の部分が裏口。

















『春はる海み君、僕が空から見回してみましょうか？　ひょっとして、木の枝に引っかかってたりするかもしれませんよ』

『うーん、そうだなぁ』

　大おお洗あらいアベンジャーランドで出会った女の子、雛ひな子こが失なくした絵本を探すことになった俺達。しかし『見つけてやる』と豪語したのは良いものの、闇やみ雲くもに探し回っても埒らちが明かない。この広い園内から特定の一冊の絵本を見つけ出すなんて、いくら俺でも困こん難なんを極きわめる。ここはきちんと計画を立てて、ある程度範はん囲いを絞って探して行くべきだ。

『なあ紅葉もみじ』

「何でしょうか、春海和かず人ひとさん」

　さっきあんな啖たん呵かをきってみせたというのに、紅葉は変わらず無表情のまま、抑よく揚ようの無い口く調ちようで答える。

『その子が、どんなルートでここまで来たのか聞いてみてくれないか？』

「ルートですね。分かりました」

　俺の頼みを、紅葉はやけにあっさり承しよう諾だくしてくれた。あんな言い方をしたから、嫌そうな反応をするかと思ったけどそんな事は無いらしい。そんな紅葉の態度に、妙な座りの悪さを感じないでもないけど。まあ、協力をしてくれると言うのなら、遠えん慮りよなく手を借りるだけだ。

「山やま田だ雛子さん、よろしいですか？」

「ひゃ、ひゃい!!」

　雛子は直ちよく立りつ不ふ動どうの姿勢で返事を返す。さっきまでの俺と紅葉のやり取りを見ていたせいだろう。完全に怯おびえきっている。

「どのようなルートでここまで来たのか、入園時から遡さかのぼって時じ系けい列れつに沿そって教えて下さいますか。その情報に従したがって、山田雛子さんの絵本の捜そう索さくを始めますので」

「じ、じけいれつ!?」

『いや紅葉さん、もうちょっと穏おだやかにお願いできませんかね？』

　いくらなんでもそれじゃあ通じない。

　小学校低学年の女の子を相手にしている、というような気き遣づかいは紅葉の口調からは一切感じられない。相手が誰であろうとも、紅葉の態度は変わらない。ただ自分の言葉を、疑ぎ問もんを伝えるだけなのだ。相手によって自分を変えたり、相手の気持ちを酌くんだりといった行為が、まるで欠けている。他者に対する配はい慮りよが全く感じられない。

『相手は子供なんだから。もっと分かりやすく、優しく聞いてやれよ。そのままだと、また泣き出すぞ』

「分かりやすく、ですか」

『ああ。もう少しソフトにさ』

「分かりました」

　そう言って頷うなずき、再度雛子に向き直る。

「山田雛子さん、もう一度お聞きします。入園時からここまでの道どう程ていを教えて下さい。どのアトラクションを通ってきたかも全すべてです。その情報を基もとに絵本を探しますので」

「ど、どうてい!?」

『あんまりさっきと変わらないように、聞こえるけどな』

　基本的に、子供の相手が向いていない奴なのだ。




　俺の犬ダンスによって、泣き出しそうになっていた雛子を落ち着かせる。

　良かった。弥生やよいの気を逸そらす為ためにと『夏までにあと三キロ痩やせる宴えん会かい芸げい』を読んで覚えた技術がこんなところで役に立った。小学生相手だったら効果はバツグンだな、このダンス。ダンス万能説が実証されたな。

『でも、何とか分かったな』

　五度目の説明にして、ようやく雛子に紅葉の言葉を伝えることに成功した。一緒に絵本を探してくれるということが分かると、雛子はどのアトラクションを通ってきたのかをおずおずと教えてくれた。

『春海君、雛子ちゃんの辿たどって来たルートを知って、それからどうするんですか？』

　雛子のルートを書き込んだ園内マップを覗のぞき込こみながら、九く郎ろうさんが聞いてくる。

『ああ、同じルートを辿りながら、周りを探してみようと思ってさ』

　別に、本に足が生えて歩き回る訳じゃない。落とした範囲は、雛子の辿って来たルート周辺に限られている。だったらその範囲だけを探せば良い。落し物を探すっていうのなら、鉄てつ板ぱんの方法だ。

『成なる程ほど。確かにそれが良いですかね。でも……』

『でも？』

『何と言うか、普通の方法ですね』

『普通じゃ駄だ目めなの？』

『あ、いえ、別に悪いという訳じゃありませんよ。ただ春海君のことだから、園内にある全ての本の声が聞こえる、ぐらいのことを言い出すのかと思いまして』

『俺は神様か何かなの!?』

　何を言ってるんだ全く、全ての本の声なんか聞こえる訳が無いじゃないか。出来ても、せいぜい半径数メートルぐらいだよ。

『ちなみに、普通の方法という意味では、落し物として届けられていないかを確認するのが一番良いと思うのですが？』

『それも考えたけど。でも、そうすると雛子が迷子まいごだって事もバレちゃうからさ。迷子で保ほ護ごされたら、雛子は絵本を探せなくなっちゃうじゃないか』

『成程。確かに、それは可か哀わい想そうですね。あんなに泣きながら探していたのに』

『だから、とりあえずは俺達で……って、あれ？　九郎さんって喋しやべって良いの？』

『はい？』

『俺と普通に話しているけど。紅葉と喋って貰もらえなくなるのが怖くて黙だまってたんじゃなかったの？』

　さっきまで、通つう訳やくマシーン化してたよね？

『ああ、それなら大丈夫ですよ。さっき紅葉から「兄さんは、春海和人さんの絵本探しに協力してあげて下さい。その間は喋ってもいいです」と言われましたからね』

『……へぇ』

　紅葉の奴、最初はあんなに絵本探しを渋しぶっていたというのに、随ずい分ぶんと協力的だ。さっきも雛子に口を利きいてくれたし。俺の啖呵がそんなに功こうを奏そうしたのだろうか。

『まあ良いや。ここで喋ってないで、いい加か減げん絵本の捜索を始めよう』

『そうですね。行きましょう』

　かくして、俺達の絵本探しの旅が始まったのだった。


　　　　　　　　



　雛子から聞き出したルートを最初から順番に回る為、園内を移動する。

　まず辿り着いたのは原始時代風アトラクション『ネイティブライフ』。奇き遇ぐうにも俺達が最初に訪おとずれたのと同じ場所だった。原始時代をモチーフとしておきながら、光こう線せん銃じゆうで赤鬼のターゲットを撃って回るという、北ペ京キン原げん人じんがダッシュで殴りに来るレベルのアトラクションである。

　入り口へと向かうと、先程会ったばかりの受付のお姉さんがいる。相変わらず、暇ひまそうにマンモスの骨のレプリカを弄もてあそんでいた。

　紅葉を通して事情を説明すると『忘れ物？　別に今はお客さんがいないから中に入って探していいよー』とえらく軽い感じで承諾を貰うことが出来た。いや、そもそも客がいないことを問もん題だい視ししろよ。赤鬼が泣いてるぞ。




　扉とびらを開けて貰い、『ネイティブライフ』内を進んで行く。

　俺達が入って来たことに反応したのか、またしても赤鬼達が出現し始める。しかし、今の俺達の目的は絵本の捜索だ。赤鬼は無視。第一、このアトラクションはさっき十分に堪たん能のうしたではないか、と思っていたのだけど。

『なあ紅葉』

「何ですか、春海和人さん」

『どうして、光線銃を持っているんだ？』

　紅葉の手には、さっきも見たカラフルでピコピコカタカタした光線銃が握られている。

「先程の受付の方が渡してくれました。この光線銃を持つのが、この場所におけるルールではなかったのですか？」

『いや、まあ、そうなんだけどさぁ』

　射撃の腕前が凄すごいことはさっきので良く分かったけれど、もういいんじゃないですか。今はそれどころじゃない。絵本を探すのが目的ですよ？

　しかし、俺と話している間にも、紅葉は腕だけを背中へと回し、光線銃をぶっ放している。視線はずっと俺の側に固定されているのに、その銃じゆう口こうは測はかったかのように赤鬼にピタリと向けられて、そして撃ち抜いている。

　外すことは決してない。

　百発百中の腕前で。

　紅葉が引き金を引く度たび、赤鬼が倒れる。

『つーか、赤鬼の方見てないよね？　どうして当たるの？　鷹たかの目めでも持ってるの？』

「別に大したことではありません。先程、赤鬼の配はい置ちを見て覚えただけです」

『はぁ？』

　あっさり言ったけど、それって凄くないですか。また作家とは何一つ関係の無いスキルが追加されちゃってるんですがいいんですか？

「すごーい！　ヒナは全然当たらなかったのに！」

『さすが紅葉！　よっ、日本一！』

　赤鬼を一いつ心しん不ふ乱らんに撃ちまくる紅葉に向けて、雛子と九郎さんはやんややんやと声せい援えんを送っている。おいカラス、絵本の捜索はどうした。

『まあ良いや。どうせ、ここで必要なのは俺だけだ』

　このアトラクションの中での捜索方法。それは、犬の嗅きゆう覚かくと、俺の本感知能力を使用しての捜索だ。春海和人の全能力を総動員して、雛子の絵本の匂においを探し当ててみせようじゃないか。

　屋外ならともかく、室内なら超余裕。このアトラクションぐらいの広さなら、俺は本の匂いを逃さない。立ちどころに見つけ出してやる。

　春海和人起動！

　周囲に存在する本の匂いよ！

　俺の鼻に届け！

『…………む!?』

　近い。

　近いぞ。

　鼻び腔こうをくすぐるは、インクと紙の織おり成なすフレーバー。

　これは紛まぎれもなく本の匂い。いつも俺を導みちびいてくれる最高の匂いだ。

『やっぱり俺の推すい理りは正しかった。雛子の絵本はここにあったんだ！』

　よーし、待ってろよ『旅人と白猫』。あいつらが赤鬼退たい治じにうつつを抜かしているうちに、俺が見つけ出してやるからな！

　あと、見つけたら、ちょっとだけ読んでも良い、よね？




『……その筈はず、だったんだけどなぁ』

「春海和人さん。何か見つかりましたか？」

『いや、特には無い、かな……』

　本の匂いは確かにした。俺は間違っていなかった。しかし、喜び勇いさんで駆かけ込こんだアトラクションの隅すみ、そこにあったのは本ではなく、スタッフと思おぼしき黒い服を着込んだ人達だった。

　黒い服のスタッフ達は、俺が近寄ると『やばい、見つかった』とばかりに気まずそうな顔をして逃げて行く。そりゃ、普通の人間なら本の一冊や二冊常じよう備びしているのは当たり前なんだけど、今は紛らわしいことこの上ない。つーか、何でそんなに黒ばっかりなんだよ。空気を読めよ。

『うーん、あてが外れたか。ここには無いみたいだなぁ』

「そうですか」

　結局、最初の原始時代風アトラクション『ネイティブライフ』では、雛子の絵本を見つけることは出来なかった。

『まあ、まだ先は長い。次へ行こう次へ』

「分かりました」

　紅葉は、俺と会話をしながらも赤鬼をぶち抜き続け。本日何度目かのパーフェクト賞を獲かく得とくし。またも無表情でピースサインをしていた。




『ネイティブライフ』を後にして、次のアトラクションへと向かう。

　次の目的地は西部劇風アトラクション『ザ・ワイルド』。赤鬼×西部劇というハーモニーを全く感じないコラボを成しているアトラクションである。

『……俺達が回ったのと、同じルートなんだな』

　紅葉が広げた園内マップを覗き込む。そこに書き込まれているルートは二本。

　一本は、元々書き込まれていた猫耳メガネの『ビューティフルコース』。

　もう一本は、先程雛子から聞き出したのを書き込んだ『雛子コース』。

　驚おどろくことに、その二本のルートは一いつ致ちしていた。つまり、俺達が回ったのと完全に同じルートを雛子も回っていたということだ。

『何だ、このルートってそんなに有名なルートなのか？』

　てっきり、あの猫耳メガネが独自に開発したルートだと思っていたけど、ひょっとしてこの遊園地の鉄板ルートだったりするの？　でも、赤鬼だよ？

「こ、これはね。ヒナのお姉ちゃんが選んでくれたんだよ！」

　園内マップを覗き込んでいる横から、雛子が話しかけて来た。紅葉の赤鬼退治の腕前にすっかり魅み了りようされてしまったのか、先程よりも大分距離が近付いたように思える。口調も大分子供らしくなってきている。話す度、三つ編みがピコピコ揺れる。

「お姉ちゃん、ですか」

　対して、相変わらずの無表情で反応を返す紅葉である。

「うん！　ヒナがね、この遊園地に行きたいって言ったらお姉ちゃんが色々調べてこのルートを選んでくれたの！　どのアトラクションがどの時間に混こんでいるかとかも全部調べてくれて。おかげで赤鬼さんを沢たく山さん見ることが出来たの！」

　なんと、赤鬼は小学生には人気なのか。これがジェネレーションギャップって奴か。俺まだまだ若いつもりだったんだけどなぁ。

　でも、お姉ちゃん、か。

『……なあ紅葉』

「何ですか？　春海和人さん」

『その、お姉ちゃんのこと、少し聞いておいた方が良いんじゃないのか？』

「何故ですか？」

『いやさ、雛子の絵本を見つけたとしても、そのままハイサヨナラって訳には行かないだろ。絵本を見つけても、雛子は迷子のまま。どちらにしろ、そのお姉さんを探す必要があるんだ』

　だったら、今の内からどんな人物か聞いておいた方が良い。折せつ角かく一緒に園内を回っているんだ。ひょっとしたら、途と中ちゆうでそれっぽい人を見かけるかもしれない。絵本を見つけた後で改めて迷子センターに行くにしても、聞いておいて損は無い。

「成程、そういうものですか」

『ああ、頼む』

「山田雛子さんのお姉さんとは、どのような方なのですか？」

　紅葉は無表情な顔で雛子に問いかける。

「ヒナの、お姉ちゃん？」

「はい。どんな方か、教えて頂けますか？」

　紅葉の質問に、雛子は一度キョトンとした表情をした後。

「あのね、あのね、お姉ちゃんはね、すっごく優しいんだよ！」

　すぐに満面の笑みを浮かべ、そう声を上げた。

『…………』

「…………」

　人探しの参考にならない情報だな。

『……他にも聞いてくれ』

「山田雛子さん、他には？」

「あとはね、お料理が上手なの！」

『…………』

「…………」

『紅葉、もう少し細かく』

「山田雛子さん、もう少し細かく」

　雛子は、三つ編みをピコピコ揺らしながら姉の情報を語り始めた。

「この前チャーハンを作ってくれたの！　それがすんごい美お味いしくて、パパなんか感動して『うーまーいーぞぉぉぉぉ!!』なんて言って口からビームを出して！　そしたらコタローもそれを真ま似ねしようとして。二人とも、ママに怒られてたんだよ！　あとね、お手て製せいのジャージを作ってくれたの。お姉ちゃん、いつも家ではジャージだから『いいなぁ』って言ったら、ヒナにもお揃そろいのジャージを作ってくれて！」

『…………うん』

　現在分かっている雛子の姉情報は。

　一、凄い優しい。

　二、天才少年料理人ばりの絶ぜつ品ぴんのチャーハンを作る。

　三、家では雛子とお揃いのジャージを着ている。

　難なん易い度ど高いなぁ。そもそもコタローって誰？

「他にもいっぱいあるよ！　お仕事忙しくてあんまりお家うちに帰って来ないんだけど。いつも沢山お土産みやげ持ってきてくれるの。お洋服とか、お菓か子しとか、あとご本とか。手下の人は、いつも遊び相手になってくれて。学校の送り迎えなんかもしてくれたり。あとね、お姉ちゃんは名前を呼ぶと急に叫んだりするんだよ。お祖じ父いちゃんが付けてくれた名前、あんまり好きじゃあないのかなあ。折角ヒナとお揃いの字が入っているのに。あとね、あとね！　猫とか、莵うさぎとか、タヌキとか、きょにゅーのおねーちゃんとか、よすてびととか、沢山拾ってきたり！」

　マシンガンのように語られる雛子姉情報。情報量だけはやけに多いが、相変わらず外見的な特とく徴ちようは何一つ分からない。手下とか、きょにゅーのおねーちゃんとか、よすてびとって何？　でも、お土産に本を買ってきてくれるところは良いですね、天使かよ。

「春海和人さん？」

　紅葉は、雛子の言葉を無表情で聞きながら、俺に語りかけてくる。

「まだ聞きますか？」

『あ、ああそうだな。もういいや』

　このままの調子では、あんまり情報も得られそうにない。次のアトラクションに向かった方が良さそうだ。

「そうですね、では山田雛子さん……」

「あのね。お姉ちゃんに買って貰った『旅人と白猫』もね、すっごい面白いの！」

『ちょっと待て紅葉！』

「何ですか？」

『もう少し聞こう！　本の話だ！』

「……分かりました」

　紅葉の無表情の視線が俺に突つき刺ささるが、聞かない訳にはいかない。何しろ、本の話ですもの。

「たびびとさんは、ちっちゃいんだけど広い草そう原げんを走り回るし。しろねこさんは、少し意い地じ悪わるなんだけど、でも毛がフワッフワッしてるんだよ！　あとね、たびびとさんの足音は『とてとてとてとて』って可か愛わいいのに、しろねこさんは『てくてくてくてく』って、変な足音なの。しかも『それより　もう歩き疲れたよ　今日はここらへんで休むとしよう』なんて、うちのお祖父ちゃんみたいなこと言うんだよ。面白いよね！」

　雛子は本当に楽しそうに絵本について話す。それは、姉から買って貰ったという絵本『旅人と白猫』の話。失くしてしまった絵本の話だ。

「あとね、あとね！　ヒナがお手伝いした日は、お姉ちゃんがご本を読んでくれるの。お姉ちゃんが読むのはお母さんよりも上う手まいんだよ。お姉ちゃんが読むと、『ぶおうぶおうぶおおう』って風の音が凄いんだよ、しろねこさんみたいに本当に一人ぼっちになっちゃったみたいに思っちゃって。でもね、お姉ちゃんはそういう時、いつもヒナの頭を撫なでてくれるの！」

　興こう奮ふんした雛子の言葉は支し離り滅めつ裂れつに聞こえるが、その顔には大きな笑みが浮かんでいる。その笑みを見れば良く分かる。この子は、お姉ちゃんのことが、『旅人と白猫』の絵本が大好きなのだ。そうでなければ、これ程楽しそうに本について喋る筈がない。

　小さな身体からだを目一杯に動かして大好きな絵本について語る雛子の姿を見て、何か温かなものが胸の奥に湧わき上あがるのを感じる。

「それでね、お姉ちゃんが読んでくれる時は、いつもしろねこさんがね！　しろねこ、さんが……」

『雛子？』

　そんな大好きな絵本を失くしてしまったという事実を思い出したのか、明るかった雛子の声が急に落ちる。その目め尻じりには、今にも泣き出しそうなぐらいの涙が浮かぶ。

「絵本……お姉ちゃんに買って貰った、ヒナの絵本……」

　大好きだからこそ。お姉ちゃんと、その『旅人と白猫』が大好きだからこそ。それを失くしたことが余計に悲しいのだろう。

『よし紅葉、行こう』

「もういいのですか？」

『ああ、早く見つけてやらないと。俺が先に行くから、後から雛子を連れてきてくれ』

「はい。それでは、山田雛子さん、こちらに」




　しかし、次のアトラクション『ザ・ワイルド』の中でも、雛子の絵本を見つけることは出来なかった。


　　　　　　　　



　その後も一つずつ、アトラクション内を探して歩く。

　しかし、どこにも雛子の絵本は見つからない。時とき折おり、本の匂いを感知したとしても、そこにいたのはまたも黒い服のスタッフ達。絵本は無い。

『……見つからない』

　ここまで探しても無いという事は、このルートのアトラクションの中には無いのだろうか。もしくは、既すでに拾われてしまっているとか。やっぱり俺達だけでも、落とし物として届いていないかを確認しに行った方が良いだろうか。

　目の前のアトラクションを見上げる。現代の格かく闘とうジムを模もしたアトラクション『ヴィクトリーロード』。俺達が雛子に出会う直前にいたアトラクションだ。内部は七つの小こ部べ屋やに分かれていて、それぞれの部屋で待ち受ける格闘家型赤鬼をパンチングガンで殲せん滅めつするというものだった。紅葉は勿もち論ろんここでもパーフェクトを決めていた。

　中は大して広くもない。ひとまず集中してここの捜索を行ってしまおう。その後どうするかは、その後で考えればいい。

『よし！　行くぞ！』

　そう意い気き込ごんで、アトラクションの中に入って。

『──ッ!?』

　その中の異い常じように気が付いた。

　傷。

　無数の傷跡が、アトラクション中に走っていた。

『な、何じゃこりゃあ!?』

　アトラクションの内ない壁へき、床、天てん井じように、数えきれない程の切り傷。

　さっき通った時には何もなかった筈なのに、今はあり得ない程の数の傷が走っている。まるで、無数の刃やいばが生えた鉄てつ球きゆうが、部屋の中を暴あばれ回まわったようで。

　一瞬、別の建物に迷い込んでしまったかと錯覚したが、そんな事はない。良く観察してみれば、先程通った時の名残なごりがかすかに見える。瓦が礫れきの向こうに、灰色の胴着や、アロハシャツを身に纏まとった赤鬼の残ざん骸がいが転がっている。

「にゃっ!?」

『こ、これは!?』

「何でしょうか。随分と破は損そんしているようですが」

　俺に少し遅れてアトラクションに入って来た二人と一羽が、それぞれ驚きの声を上げる。雛子は悲ひ鳴めいを上げ、九郎さんは紅葉と雛子を守るようにして二人の前に立つ。紅葉は、壁かべの傷跡を見回し右手を伸ばしている。

『何だよこれ、一体何があったんだ……って、あれ？』

　目の前の床に走る傷跡。床に這はう体勢を取り、間近で確認しようとして、妙なことに気が付いた。

『何だこの傷跡。良く見ると、二種類、あるぞ？』

　目の前、床に付けられた深い傷跡。それは一見して、全て同じような傷跡ではあるのだが。良く観察してみれば、その傷跡は二つの、異なった切り傷から生まれている。

　一つは、刃は渡わたりの短い刃、いわゆるナイフで斬きり裂さいたような傷跡。

　一つは、刃渡りの長い刃、いわゆる日本刀で斬りつけたような傷跡。

『……何で？』

　嫌な予感を覚え、アトラクションの中を走り回って確認するも、どこも同じ。二種類の切り傷が存在している。

　それぞれが好き勝手に暴れ回ったような、統一性のない傷跡。

　更に二種類の傷は、互いに何層にも折り重なって付けられている。どちらかが先、どちらが後に付けられた傷ということではない。まるで、二種類の刃物が同じタイミングで使用されたようで。

　しかし、この傷を一人の人間が付けたとは考えにくい。

　二種類の傷跡は、明らかに異なった破は壊かいによるもの。

　少なくとも、二人。

　この傷跡を残した犯人は二人いる。

　二人がそれぞれの刃物を持ち、そして暴れ回った。

　しかも、これはどちらも真まっ当とうな切り傷ではない。

　普通の刃物ではない、異常な刃物で付けられた傷だ。

　そう、例えば。

　ナイフのように小型でありながら、刺さし貫つらぬくのではなく、斬り裂く事に特化した刃であるとか。

　日本刀のような鋭利な刃でありながら、より長いリーチを持ち、相手を刺さし穿うがつ事に特化した刃であるとか。

『……止やめよう』

　背中に冷たい物が下りる。

　この先を考えると、きっと良くない真実に辿り着く。俺の理性が危険信号を発している。二つの傷跡を見て思い浮かびかけた答えを、無理矢理にねじ伏せる。

　しかし、恐怖は理性を乗り越えて襲おそってくる。

　そうあって欲しくないと、そう願った隙すきを狙ねらうように。

　恐怖が、その想像を加速させる。

　脳のう裏りに浮かぶのは、ハサミを手にした黒い影。銀色の刃を掲かかげたその影が、犬の屍しかばねを足あし蹴げにして高らかに笑っている姿が強制的に連想される。

『そんな、まさか……あいつが来ているのか』

　今日、朝にマンションで別れて以来、あいつとは会っていない。しばらくの間、俺の危険センサーが反応をしなかったから。あのメイドが押おし止とどめてくれていると思ったから、気を抜いていた。帰った後に、紅葉達に理由を説明させて、その上で全力全開の超謝罪をすればいいと思っていた。

　でも、甘かった。

　この、アトラクション中に付けられた傷跡。

　それはまるで、あいつからのメッセージで。




　──私は、ここにいる。

　　　逃げられるだなんて、思うな。




『ひ、ひいいいい!!』

　駄目だ、俺が甘かった。ただでさえ、朝の時点で怒りはほぼレッドゾーンに到達していた。事ここに至っては謝罪など通用しない。後ろからブスリザクリドサリときて春海和人先生の次の人生にご期待下さい、となるに違いない。

『ま、まさか、最初から？　ずっと、見られていたのか？』

　最悪の想像。しかし、そう考えると、今日、周りで起きた不ふ可か解かいな現象には全て理由があったように思える。

　図書館で聞いた爆発音。そして遊園地に入る前に入場口で聞いた爆発音。あれは、あいつが発した殺さつ意いの波は動どうが近くの爆発物に引火して爆発した音に違いない。

　そして、入場口で出会ったあの猫耳メガネ、あの不審人物も恐らくあいつの手の者だ。オススメのコースと言いながら、俺達をこの、傷跡まみれのアトラクションへと誘ゆう導どうしたのだ。アトラクションの途中で何度も見かけた黒い服の連中も、スタッフに化けて俺達を監かん視ししていたに違いない。

　脳裏に浮かぶのは恐怖。そして死の予感。

　恐怖に足が竦すくむ。死の予感に、心が折られる。

　最初から、俺がこのアトラクションに来ることは想定済みだったのか。

　全て、あいつの計画だったのか。

「どうしましたか、春海和人さん？」

「わんちゃん？」

　俺を見下ろしてくる、紅葉と雛子。

　二人を見上げる瞳ひとみも、涙で曇くもる。

　本来なら、すぐに逃げろと言いたいところだ。この園内には触れるだけで即ゲームオーバーな存在がいることを伝えたい。そんじょそこらの絶ぜつ叫きようアトラクションなんかよりも、余よ程ほど怖い存在がいると、伝えたい。今すぐ逃げろと、伝えたい。

　しかし、もう遅い。俺達がここにいることは既に知られている。きっと今も、すぐ外で俺を狙っている。

　絶望を感じ、喉のどが酷ひどく渇いている。

『……ぁ』

　でも、それでも、何事かを言おうとして。

「見つけた!!」

　その声を聞いた。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【夏までにあと三キロ痩せる宴会芸】……　ジューク上うえ原はらの著作。『宴会芸と、ダイエット法を一いつ挙きよにマスター！』との触れ込みで話題となったダイエット本。ドジョウ掬すくいの動きが、一番お腹なか周りの贅ぜい肉にくに効くらしい。






『ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！！！！』




　発するのは恐怖の感情。張りつめていた緊張が、新たに登場した人物の叫び声によって臨りん界かい点てんを迎えた。

「ようやく見つけた!!」

　大声を上げてアトラクションの入り口から現れたのは、猫耳の付いた赤い帽ぼう子しを被かぶり、ビン底メガネに、太い数じゆ珠ずを首に巻いた女性。それは、入場口で俺達にチケットの買い方を教えてくれた人物。

　猫耳メガネが、そこにいた。

「もう、逃がさないわよ！」

　猫耳メガネが叫ぶ。ビン底メガネ越しでも分かる、必死という形ぎよう相そうで。探していたものを、ようやく見つけたという笑みで。アトラクション『ヴィクトリーロード』の入り口に陣じん取どっている。

『ああ、もう駄目か……』

　ついに、あいつの手の者が現れてしまった。猫耳メガネは、園内を回るルートを教えてくれた人物。つまりは、俺達をここに誘い込んだ人物だ。

　あいつ本人ではなく、先に猫耳メガネが現れたのは、獲え物ものがかかったことを確認する為か。本人は後から来るのか。どちらにしろ、居場所は既にバレている。後は、煮るなり焼くなりされるだけだ。

　これから訪れる惨さん事じに、肉体が生きることを諦あきらめそうになる、その直前。




「ご、ごめんなさあああああいいいいい！！！！！」




　逃げた。

『雛子!?』

　猫耳メガネを見て駆け出したのは、山田雛子。

　進む方向は猫耳メガネとは真反対。アトラクションの出口へと、一いち目もく散さんに駆け出して行く。小学生とは思えない速さで。

「なっ!?　ちょっ、待ちなさい!!」

　そんな雛子を見て、慌てたのは猫耳メガネ。まさか逃げられるとは思っていなかったのだろう、焦あせりの声を上げる。

「……いいわ。この期ごに及およんで逃げるって言うんなら捕まえてあげる」

　だがすぐに、元の不ふ敵てきな笑みを取り戻した。

「この距きよ離りで、あたしから逃げられると思っているの？　全く、甘く見られたものね」

　クラウチングスタートの体勢。頭は、こちらを向く。膝ひざを地面に付け。次いで腰を上げる。力を溜ためるように一いつ拍ぱくの静止を経て。

「──ッ!!」

　駆け出した。

　先程と同じ、短距離走の選手のように、綺き麗れいなフォームで走り出す猫耳メガネ。金髪の三つ編みが、地面と平行に流れる。アトラクションの入り口から、雛子の逃げた出口への最短距離を駆け抜ける。

「えっ!?　い、いぬ？　何で!?」

『……へ？』

　その途中に。

　俺がいることなど、全く気付いていなかったかのように。

「ちょっちょっと待って！　止まれない！　どいてぇ!!」

『ば、バカ野郎!?　そっちこそ何でこっちに来るんだあああああああ!?』

　かくして、どうにか回かい避ひしようとする必死の抵てい抗こうも空むなしく。猫耳メガネと俺は正面衝しよう突とつ。俺はぶつかった勢いのまま吹き飛び、アトラクションの内壁に思い切り叩きつけられたのだった。




「ちょっと！　何で犬がいるのよ!!」

『いちゃ悪いのかこの猫耳!!』

　壁にぶつかった体勢から、身体を動かして何とか着地。猫耳メガネも、すぐに立ち上がり、こちらに向かって吠ほえる。別に思いっきりぶつかったからと言って、本の中のように、中身が入れ替わるなどということはない。ただ単に痛いだけである。

「ち、近寄るんじゃないわよ、この犬！」

『お前が急に駆け出して来たのが悪いんだろ！』

「シッ！　シッ！　あっち行って！　行きなさいよ、この犬！」

『こ、こいつ！　犬を何だと思ってやがる、んだ……って、あれ？』

「もう、こんなところで転んで、このあたしの輝かがやく髪かみが汚れたらどうしてくれるのよ。それに、メイクだって……って、あら？」

　猫耳メガネは自らの顔に一度手をやった後、足元を見る。俺と衝突した拍ひよう子しで顔から外れ、床へと投げ出されてしまったのだろう。そこに落ちていたのは、猫耳メガネの、アイデンティティたる猫耳付きの赤い帽子、そしてビン底メガネ。

　猫耳と、メガネが無くなり、その下の顔があらわになる。

「……全く予想外だわ。こんなところに犬がいるなんて！」

　ビン底メガネの奥から現れたのは、どこかで見た自信満々の顔。

「おかげであたしの完かん璧ぺきな変へん装そうが解とけちゃったじゃないの。全然輝いてないわ！」

　帽子の下の金髪。自らの手で三つ編みを解く。大きく広がる金色の髪から発せられるのは尊そん大だいなオーラ。

「久しぶりね、姫ひめ萩はぎ紅葉」

　高い叫び声を上げ、後方にいる車椅子の紅葉を指差す。

「秋あき月づきマキシ様の登場よ！」

　名乗りと同時、ポージングを決める。周りに光が逬ほとばしった。

　その行為も輝きも紛れもなく、アイドル作家、秋月マキシのものであった。




『って、お前マキシだったの!?　ここで何やってるの？　何で変装してるの!?　つーか、何で俺も気付かなかったんだよ!!　こんな分かりやすい奴いねえよ!!』

　何でここまで『猫耳メガネ＝秋月マキシ』に気が付かなかったのか。こんな珍ちん妙みよう奇き天て烈れつな奴なんて滅めつ多たにいる筈ないのに。もっと早く気付けよ俺。まるで本の中の鈍どん感かん主人公みたいじゃねえか。

　自らの脳に疑問を覚える中、猫耳メガネ改め、秋月マキシは、コンパクトを見ながら全身をチェックしている。

「ふん、姫萩紅葉！　今日のあんたは運がいいわ！」

　しばらくコンパクトを見続けていたが、不意に紅葉の方を向き叫んだ。

「何しろ、この未来形アイドルにして、全銀河に輝く秋月マキシ様の私服姿が見られるんだからね！　さあ見なさい！　これがあたし、秋月マキシのプライベート姿よ！　今日は特別に、超輝いている私を間近で見られる権利をあげるわ!!　ああ、そこら辺の量販店でも売っている春物で、ここまでのコーディネートを見せるあたしって、超輝いてる！　輝き過ぎて太陽さえも隠れるわ!!」

　怒ど濤とうの台詞せりふを叫びながら、両腕を広げてポージングを決めるマキシ。さすがは現げん役えきアイドル。自ら豪ごう語ごする通り、確かに私服といえども、その華やかさが変わることはない。まあ、室内だから太陽が隠れているのは当たり前なんだけど。

　対して、一方的に啖呵をきられた紅葉はと言えば。

「春海和人さん。これは、何ですか？」

　マキシがズッコケた。

『おお……いいリアクションだぁ』

　それはまさに芸能界仕込みの、素す晴ばらしいズッコケだった。やっぱり芸人って凄いや、カメラが回っていなくてもリアクションは欠かさないんだね。

「わ、忘れるんじゃないわよ姫萩紅葉！　あんたはあたしのライバルでしょ！　この前、島で会ったでしょ!!　あたしよ、あたし！　秋月マキシ！」

「はあ」

「な、何で忘れているの!?」

　マキシはズッコケた体勢から速攻で立ち直ると、再度紅葉に食って掛かる。あの程度のズッコケでは満足しないのか。貪どん欲よくなお人だ。

「そ、そもそもあんた！　あたしの名前だって、初めて聞く訳じゃないでしょ！　今までだって何度も文学賞の候こう補ほとして、あたし達の名前が一緒に並べられたりしていたじゃない！　何で覚えていないのよ！」

「そうなのですか？」

「な、何よその淡たん白ぱくな反応は。思い出しなさい！　そしてあがめなさいよ！　このオーラが目に入らないの!?」

「オーラ、それは何ですか？」

「何でそっちに食いつくのよおおおおおおおお！！！」

　紅葉の無表情反応に対し、いちいちナイスな返しを繰くり広ひろげるマキシさん。ああ、ツッコまなくて良いって楽だなぁ。この人、ずっとここにいてくれないだろうか。




　このままマキシのリアクションを見ているだけでも、下へ手たな赤鬼アトラクションよりも余程楽しいと思うけど、いかんせん話が進まない。

　アトラクションの中を見回すが、駆け出して行った雛子の姿は既に見当たらない。

　このまま、雛子のことを放ほうってはおけない。

　さっさと話を進める為に、紅葉に向けてマキシの解説を行う。犬の俺が近寄るとまた厄やつ介かいなことになりそうなので、車椅子の死し角かくに移動して、こっそりと話しかける。

『おい、紅葉』

「何ですか、春海和人さん？」

『この前、監かん獄ごく島とうに行った時、一緒にいただろ。あいつだよ、あいつ』

「あいつ？」

『ほら、一番うるさかった奴だよ。落とし穴に落ちたりしていた奴。つーか、あの落とし穴にはお前が落としたんだろ、覚えてないのかよ』

「誰を落としたのかまで、いちいち覚えていませんので」

『何この人怖い』

　落とし過ぎて感覚が麻ま痺ひしちゃってるの？　今までに食べたパンの枚数を覚えていないとかそういう系なの？

　しかし、何を言っても紅葉の無表情は変わることなく。本気でマキシのことを忘れているらしい。あんなに格好も行動もインパクトのある奴なのに。

『ん、待てよ。格好？　確か、あの時のマキシって……』

　監獄島、最奥の部屋で紅葉に語りかけた時のマキシの格好、あれは確か全身白ずくめのアイドル衣い装しようだった。黒服達に囲まれ、アイドルの光を存分に振ふり撒まきながら、マキシは自分の作家としての想おもいを語ったのだった。

「だから！　蒼あお木き賞しようは、二人とも最終選考まで残ったし、星ほし空ぞら賞しようなんて同時に受賞したじゃないの！　何で覚えてないのよ!!」

　依い然ぜんとして、わめき続けているマキシを見る。その姿は、先程自らが言っていた通り、プライベートな服装で。あの時のアイドル衣装とは全く違う。ひょっとしたら、そのせいで紅葉には分からないのではないだろうか。

　よし、それなら。

『紅葉、マキシに向かって言ってくれ。「アイドルの衣装に着替えて下さい」ってさ』

「アイドル衣装、ですか？」

『ああ。そうしたら、お前も思い出すだろうからさ』

　紅葉の無表情が俺を見下ろしてくる。

『それに多分、面白いものが見られるぞ』

「そうですか。分かりました」

　紅葉はマキシに顔を向ける。

「あの」

「よ、ようやく思い出したの？　そうよ、あたしこそ、この世界に燦さん然ぜんと輝く超新星アイドルこと、秋月マキシよ！　あぁ、無知なる仔こ羊ひつじの為に必死に説明するあたしも輝いてるわね!!」

「アイドルの衣装に着替えて下さい」

「へっ!?」

「アイドルの衣装に着替えて下さい」

「なん……ですって!?」

　無表情で告げられる紅葉の言葉に、マキシが怯ひるむ。

『あ……そうか。しまった』

　私服を着ているのなら、今はプライベート。アイドル衣装なんて、持って来ている筈がない。そのことを失しつ念ねんしていた。だとしたら、せめてアイドルっぽく振ふる舞まって貰えば、紅葉は思い出してくれるだろうか。でも、アイドルっぽい振舞いって何だ？

「分かったわ！　ちょっと待ってなさいよ！　すぐに着替えて来るから！」

『え、衣装あるの!?』

　プライベートじゃなかったの？

「呼ばれて飛び出てアイドル！　常にこの世は芸能界、常じよう在ざい戦場の心こころ意い気き！」

　そう良く分からない台詞を叫びながら、物陰へと隠れて行くマキシであった。




　一分後。




「ほら見なさい！　超アイドル、秋月マキシ様が降こう臨りんしたわよ！　ああ、いつでもオールウェイズなあたしってば輝いてる!!」

　上から下まで真っ白のアイドル衣装に着替えて、秋月マキシが再さい誕たんした。マキシがポージングを決めると、アトラクションの中をまばゆい光が埋め尽くす。それは、確かに煉れん獄ごく館かんの時と同じ衣装で。

　つーか、普通にテレビで見るのと遜そん色しよくない衣装なんですが、何でそんな衣装をお持ちなの。本当に持って来ていたの？

「さあ、姫萩紅葉。これで分かったわね。あたしは秋月マキシ、銀河に君くん臨りんする究きゆう極きよくのアイドル、そして作家よ！　ああ、ライバルにも分かりやすく説明するあたしって、超輝いてるわ！」

「成程、これが芸人というものですか。初めて見ました」

「アイドルだって言ったでしょ!?」

『いいや、芸人だよ』

　間違いなくな。




　その後、『監獄島での秋月マキシ名シーン詰め合わせ』を一通り披ひ露ろうした結果、紅葉の記憶を呼び覚ますことが出来た。ただ、紅葉の中では完全に芸人の扱いになっているんだけどいいのだろうか。まあいいか。

　何度も打ちのめされたマキシだが、なおも紅葉に食って掛かる。

「そ、それであんた！　あの娘ことはどんな関係なの!?」

「あの娘とは？」

「さ、さっき逃げてった女の子のことよ」

「女の子、山田雛子さんのことですか」

「そ、そうよ。山田雛子！　何で、あんたはあの娘と一緒にいたの!?　あの娘はどこに行ったの!?」

　妙に雛子の行動を気にするマキシ。

　そう言えば、さっきも『見つけたっ！』とか何とか言っていた。当の雛子も、マキシを見るなり逃げ出していたみたいだけど、こいつら何か関係があるのか？

「か、勘違いするんじゃないわよ！　別に、あの娘のことが気になっている訳じゃないんだからね。あ、あの娘はあたしのファンなの！　今日はこの秋月マキシ様の公式ファン倶く楽ら部ぶ『マキシマム』のイベントの日なのよ。あの娘は、超超超高倍率な抽ちゆう選せんを勝ち抜いて、特別に私服のあたしとの一日デートが許された、地球上で最大の栄えい誉よを賜たまわったファンなのよ!!」

　ポージングを決めながら語るマキシ。

「それで今はね。二人で鬼ごっこをしていたの！　だ、だからあの娘はあたしを見て逃げたのよ。捕まらない為にね。そう、本当にそれだけなんだから！　別に嫌われたって訳じゃあ……と、とにかく教えなさい！　あの娘はどこに行ったの!?」

「知りません」

「何よ！　役に立たないわね！」

「ただ、山田雛子さんは、絵本を探していると言っていました」

「……え？」

「山田雛子さんは、失くした絵本を探していると仰おつしやっていました。私達はそれを手伝っていたのです」

「なっ!?」

　瞬間。マキシの両手が紅葉に向かって伸び、そのまま両肩を摑つかむ。衝しよう撃げきで車椅子が揺れる。

「姫萩紅葉!!　……あんた!!」

「はい」

　紅葉の顔を真っ向から睨にらみ付つけるマキシ。なおも無表情のままの紅葉に対し、必死という形相で、マキシが詰め寄る。突とつ如じよ訪れた一いつ触しよく即そく発はつの空気に、辺りの床がビリビリと震えている。それだけ、マキシの迫力は凄すさまじく異い様ようだった。紅葉の両肩を摑んだ腕はブルブルと震え、強い力が込められているのが分かる。

『お、おい、マキシ？』

　その異様な迫力に、俺が何かを言うよりも早く、マキシの唇くちびるが開いた。

「ありがとう!!」

　叫んだのは感謝の言葉。マキシは、摑んだ紅葉の肩をがくがくと揺らし、満面の笑みを浮かべながら、歓かん喜きのオーラを振り撒く。

「ヒナを、助けてくれたのね!!」

『……ヒナ？』

　それって、雛子のこと？　何で、こいつは雛子のことをそんな親しげに呼ぶんだ？

そんな愛あい称しようで呼ぶなんてまるで……。

「ヒナはあたしの妹なの！　あたしの妹を助けてくれて、ありがとう！」

『………………え？』

　妹？

　いもうと？

　シスター？

　雛子が、マキシの妹？

『ええええええええええええええええええええええ!?』

　いや、そりゃ、アイドルだって人間だもの。人間なのだから家族がいるのは当然の話だけど。でも。

『意外だ』

　だって、マキシさんですよ？

　いつも光り輝いていてばかりで、光の国からも煩うるさくて追放されたような過去を持ってそうなマキシさんです。そんなマキシに妹だって!?

　いやまあ確かに、よく見ればマキシと雛子の服装はペアルックみたいなもんだったし。言われてみれば顔つきも似てると言えないこともない。

『え、じゃあ本当に、雛子の言ってた「お姉ちゃん」なのか？　マキシが？』

　雛子の言っていたお姉ちゃん情報。家では家族のご飯を作ったり。家族でお揃いのジャージを着たり。帰る度に洋服やら、お菓子やら、本のお土産を沢山持ってきたり。名前を呼ぶと発狂したり。猫とか、莵とか、世捨て人とか色々拾ってきたり。妹に絵本を読んであげたりしているのか？

　何だコイツ。アイドルに作家に、更にお姉ちゃん属性まで持っているのか。欲張り過ぎだろ。つーか、ひょっとして手下の人達って黒服のこと？

「さすがはあたしのライバルね！　見直したわ!!」

「そうですか」

　驚いている俺を尻目に、一人で盛り上がっているマキシと、それにされるがままになっている紅葉。

「今日は息抜きでここに来たのかしら？　だったら、邪魔をしちゃったわね。さっき入場口で渡したあのマップは本物よ。『ビューティフルコース』は今日に向けて、このあたし直じき々じきに研究を重ねて、導き出したオススメのコースなのよ」

『自分で作ったのか、アレ』

　確かに、それなら俺達と雛子が通ったルートが同じだったことにも説明がつく。両方とも、マキシが決めたルートだったと言うのなら、同じで当たり前だ。

「いいわ。雛子と、絵本のことはあたしに任せなさい。あんたは閉園まで、存分に楽しむがいいわ！」

　マキシは、広がった金髪を音の出そうな仕し草ぐさでかき上げると、そのままアトラクションの出口に向けて歩き出す。

「どこに行ったのかは分からないけど。あの娘のことだから、大体逃げ込みそうなところは分かるもの。見つけてみせるわ、姉として」

　その言葉は、確かに日本中の若者達を熱狂させるアイドルにして、輝き続ける作家だと思わせるような、力強いもので。

「ありがとう。ヒナに良くしてくれて。あんた、輝いていたわよ」

　それだけを告げ、マキシはアトラクションから出て行こうとして。

「山田雛子さんの現在地なら、分かります」

　その背中に、紅葉が声を掛けた。

「へ？」

『え？』

　紅葉は下を向いて、自分が座っている車椅子の左手部分、何やら妙なデバイスを操作する。

「山田雛子さんを、探せば良いのでしょう？」

『そ、そうだけど。お前、さっき知らないって言っていたじゃないか』

「知りはしませんが。探すことは出来ます」

『で、出来るって、どうやって？』

「この遊園地の中の監視カメラの情じよう報ほう網もう程度ならば、瞬しゆん時じに侵入、および掌しよう握あくが可能ですから」

『侵入？　掌握？　紅葉、お前いきなり何を言ってるんだ？』

「天あめの鳥とり船ふね、システム『天あめの浮うき橋はし』起動」

　その言葉と同時。大きな音を立て、風を巻き上げ、紅葉の車椅子が変形を開始した。

　車椅子の上部、取っ手の部分がスライドし、内部からアンテナが出現する。高く伸びたそれは、数メートルの長さになったところで展開、パラボラ状になり、データを受信しているような様子を見せる。

　更に、タイヤ部分から何本ものコードのような物が射しや出しゆつされ、床に深く突き刺さる。まるで地中にある何かを探り求めるように、幾本ものコードが床下で動いている。

　やがて機械の立てる駆く動どう音おんが激しくなり、更なる変形が始まる。

　車椅子の下部、紅葉が座っている部分の下に折りたたまれて収しゆう納のうされていたのは、何枚ものモニター。アームの付いたそれらが一斉に開き、紅葉を左右から囲むような形で固定される。右手側に六枚、左手側に六枚の計一二枚が、紅葉を守る防ぼう護ご壁へきのように配置された。正面にも、小さなモニターが一枚置かれる。

　紅葉の膝ひざ元もとには、操作用と思しき半透明のタブレットが出現。また、紅葉の目元を覆おおうように、車椅子の後部から延のびてきたヘッドマウントディスプレイが装そう着ちやくされる。電子音と共に光が横切る。一瞬にして、車椅子は紅葉を包み、変わっていた。まるで電でん算さん室しつを凝ぎよう縮しゆくしたような、その出いで立たち。

　その様子を見て、黒い翼を広げた九郎さんが高らかに叫んだ。

『見て下さい春海君！　これこそが紅葉の専用車椅子、その名も天鳥船!!』

『何がだぁあああああああああああああああああああああああ！！！』

　大声でツッコミを入れた。

　入れざるを得なかった。

　つーかツッコミどころしかない！

『車椅子!?　これが車椅子なの!?』

『当たり前じゃないですか。車椅子以外の何に見えると言うのですか』

『こんなバカな車椅子があるかぁ！　モニターが付いてて！　コードまで生えてる！』

『遅れてますね、春海君。最近の車椅子は、モニターの一つや二つ、コードの一〇本や二〇本、余裕で生えますよ？』

『当たり前みたいに言いやがったな！　他にもツッコミどころは山程あるぞ！　そもそも何でいきなり変形しちゃったの!?』

『あれ、知らなかったんですか春海君。紅葉の車椅子は変形するんですよ？』

『…………………………はぁ？』

『紅葉の車椅子。「天鳥船」という名前なのですが、高名な武器職人の作品でしてね。搭とう乗じよう者しやの生活を助ける、様々なシステムが仕込まれているんですよ。今のこれは情報収集用システム「天浮橋」を起動している状態ですね』

『バカじゃないの!?　っていうかバカじゃないの!?』

　思わず素すの罵ば倒とうが出てしまった。だっておかしいだろ。何で車椅子が変形するの？

車椅子って、一般的には変形するものじゃないよね？　移動する為のものだよね？

『ちょっと待て。じゃあまさか、図書館の前で竹たけ槍やりが降って来たのも、あの車椅子の仕し業わざなのか!?』

『勿論ですとも。紅葉を守るための要よう塞さいなのですから、そりゃ武器の一つや二つ仕込んでありますって』

『今要塞って言った!?　車椅子じゃなかったの!?』

『竹槍射出ギミック。あれは、追加オプションとして僕が後から装着した「竹銃槍たつおどし」ですね。あれなら僕でもスイッチを押すことで発動が可能です。大丈夫ですよ、当たってもせいぜい頭ず蓋がい骨こつにヒビが入る程度ですから』

『何がどう大丈夫なの!?』

　今になって恐ろしさが蘇よみがえって来た。俺、あんな化物みたいな車椅子からの攻撃を受けていたの!?　殺す気か!?

　つーか、何でこいつらって皆こうなんだよ。箒ほうきとか、車椅子とか、もうちょっとマトモな選択肢は無いの？　何で全てにおいて変形とか、追加ギミックとか、パージとか求めちゃうの？　何なの、ロボット物に憧あこがれる小学生男子なの？

「ぐぬぬ」

　いつの間にか部屋の中へと戻ってきていたマキシは、紅葉の車椅子『天鳥船』の変形に対し、何やら悔しそうな視線を向けている。

「べ、別に全然、カ、カッコ良くなんかないわよ。あたしの方がもっと、ずーっと輝いているんだから。で、でも、その車椅子、どこで買ったのかだけは聞いてあげてもいいわよ。そう、聞くだけ、聞くだけなんだから!!」

　その瞳は、悔しそうにしながらもキラキラと輝いている。ああ、こういう無む駄だに派は手でなもの、好きそうだもんな。

「変形する車椅子。確かにインパクトがあって良いわね。あたしも何かキャッチーなアイテムを持ち歩いた方が良いのかしら。あの黒いののハサミみたいに、ちょっと危険な感じをアピールするってのも手よね。でも、ステージ映ばえを考えるのなら……」

『止めて！』

　頼むから、お前まで変な武器とか持たないで下さい。

　マキシさんは性格面だけでもう十分キャラは立っているし、俺を空高くへ放り投げるような怪かい力りき設定もお持ちなのですから、これ以上変な方向へと進まないで下さい。俺のツッコミ力はもういい加減限界だよ！

「……発見しました。これは、五分前の監視カメラの映像ですね。このアトラクションの中に入って行ったようです」

「えっ!?」

　背後で聞こえる紅葉の抑揚の無い声。

　振り返れば、紅葉を囲んでいたモニターの一つがアームごと稼か働どうし、こちらに画面を見せて来る。そこには、何やら古びた城と、その入り口に立っている一人の女の子が映っている。

　それは、先程まで俺達と共に行動をしていた山田雛子の姿。泣きそうな顔で城へと入っていく姿が、バッチリと捉とらえられていた。

「ヒナ……良かったぁ」

　画面を見て、心の底から安心したような表情を見せるマキシ。雛子のことを本当に心配していたのだと、そう分かる表情だった。

　紅葉がタブレットを操作すると『天鳥船』が轟ごう音おんを立てて元の車椅子形態へと戻った。既にただの武ぶ骨こつなデザインの車椅子にしか見えないのが恐ろしい。

「では、行きましょうか」

「え？」

　そのまま車椅子を動かし、雛子の向かった出口へと進む紅葉。

「ちょっ、ちょっと姫萩紅葉！　何で、あんたが行くのよ!?」

「山田雛子さんの居場所は分かりました。ですから、これからその場所へと向かおうとしているだけですが、何か」

「何であんたが行くのかって言ってるのよ！　雛子は、あたしの妹なのよ！」

「私が行っては何か問題があるのですか？」

「なっ!?」

　紅葉の、澄んだ湖面のような瞳に見つめられて、マキシがたじろぐ。

「問題があるのですか？」

「わ、分かった、分かったわよ！　問題なんてないわよ。別に、付いて来ればいいでしょ!!」

「そうですか。では春海和人さん、行きましょうか」

『お、おう』

『紅葉！　僕も行くよ！』

「ち、ちょっと！　何であんたが先に行くの!?　先頭はあたしよ!!　この全ての人類の先頭に立つべき秋月マキシ様なんだから！　そこの所をきちんと分からないようだと、光ってやるから!!」

　そんな良く分からないことを言いながら、マキシがダッシュで紅葉を追い越し、出口へと走って行く。俺達も、その後に続く。

　かくして、雛子がいなくなり、代わりにマキシが入った俺達のパーティー。

　二人と一匹と一羽は、傷跡だらけのアトラクションを後にしたのだった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【いいリアクション】……　芸能界で鍛きたえ上あげられた、マキシの芸。アイドルとは思えない程の勢いでズッコケる様は、見る者を爆ばく笑しようの渦うずに包みこむ。この芸を得るため、マキシはあらゆるリアクション芸人の門もん戸こを叩き、その秘ひ奥おうを受うけ継ついだという。このような陰の努力こそ、秋月マキシをトップアイドルたらしめている理由である。

【監獄島での秋月マキシ名シーン詰め合わせ】……　秋月マキシ本人によるセレクション。一位から一〇位までがノーカットで完全再現された。自分の受けた仕打ちまでもこうして情感豊かに再現する辺り、秋月マキシの芸人根こん性じようは本物という証明である。






　紅葉が見つけた雛子の映像を頼りに、俺達は中世風アトラクション『ＡＲＭＡＧＥＤＤＯＮ』へと到着した。

　古こ城じようを模した建物は、園内でも外がい縁えん部ぶに位置しており、周囲にも人影は無い。他のアトラクション群からも離れており、何故か園内マップにも載っていない。まさか人気が無さ過ぎて、見捨てられたアトラクションなのか？

『……受付の人すらいない』

　チケットを持っていない雛子がこの中に入って行けたのも、周りに止める者がいなかったからだろうか。

「あっ！」

　と、入り口の所に、何かが落ちているのに気が付いたマキシが声を上げる。

『帽子か』

『帽子ですね』

　マスコットキャラクター『キューブちゃん』と同じ、猫耳付きの赤い帽子。それは先程、雛子の被っていたのと同じものだ。

　これで、このアトラクションの中に雛子が入って行ったのは、ほぼ確定だろう。

　落ちた帽子を見て、マキシが表情を曇らせる。周りが妙に静かな上に、この普段うるさいアイドルすらも黙っていることで、余計に雰囲気が暗く感じてしまう。

「ヒナ……待っていなさい」

　そう呟つぶやくと、マキシはわき目も振らず、アトラクションの中へと入って行った。

　それに俺達も続こうとして。

『……紅葉？』

　紅葉だけが一人、少し離れた場所でアトラクションを見つめていた。車椅子の上には相変わらずの無表情。しかし僅わずかに何かを思し案あんしているような、そんな様子で。

『どうした、何か気になるものでもあったのか？』

「いえ、何でもありません。行きましょう」

『ああ』

　辺りを包む異様な静けさに、居い心地ごこちの悪さを感じながらも。俺達は、その古びたアトラクションの中へと入って行った。




　中世風アトラクション『ＡＲＭＡＧＥＤＤＯＮ』。

　照明の類たぐいは付いておらず、通路全体が薄うす暗ぐらい。

　一番前、俺達を先せん導どうするようにズンズンと進んで行くのは秋月マキシ。その後ろに車椅子の姫萩紅葉と、紅葉の車椅子に停とまるカラス姫萩九郎。そして、しんがりに俺、という順番である。

「姫萩紅葉、あんまり離れるんじゃないわよ。この輝くあたしから離れたら、たちまち世は暗くら闇やみに包まれちゃうんだから！　ちゃんとあたしに付いて来なさい。ああ、後から付いて来る者にもきちんと気を配くばるなんて、あたし輝いてる！」

『また、良く分からないテンションだよなぁ』

　本当は、鼻の利く俺が先頭に立つべきだったのかもしれないけれど。犬嫌いであるマキシが露ろ骨こつに嫌そうな顔をするので、すごすごと後ろに下がるしかなかった。初めて会った時は、『犬嫌いを乗り越えてみせる！』みたいなことを言っていたのに、あれはもう諦めたのだろうか。それともお休み中？

　紅葉は、無表情で車椅子を進めている。さっきまでのアトラクションのように、赤鬼のターゲットが出てくる訳でもなく、通路に飾かざられているのは、せいぜい趣しゆ味みの悪い形をした石せき像ぞうくらいだが、それは紅葉の興味を引くには至らないらしい。

　九郎さんは……まあ別にどうでもいいのだが。車椅子に停まって、紅葉のことを見上げている。おおかた『薄暗い通路を歩く紅葉も可愛いなあ』とか思っているんだろう。そもそも鳥とり目めだから何も見えていないのかも。

　そんな、『桃もも太た郎ろうマイナス猿さる』の一いつ行こうにアイドルが加わった、奇妙なパーティーで薄暗い通路を歩く。

　歩く。

　歩く。

　歩く。

『おい』

「どうしました、春海和人さん」

　不満の声を上げた俺を、紅葉が振り返る。

『いつまで歩くんだよ。何なんだこのアトラクション。さっきから真まっ直すぐ歩いているだけじゃないか』

「真っ直ぐではありませんよ。僅かに左にカーブしています」

『え？』

「それに、この通路は僅かに上り坂になっているようですね。らせん階段のような形状と言えば、分かりやすいでしょうか」

『何でそんな事分かるんだ？』

「車椅子ですから、傾斜には敏びん感かんなのですよ」

　紅葉は、自らの車椅子を撫でながら答える。

『でも、らせん階段ってことは、じゃあ、真っ直ぐに進んでいるようで、少しずつ上っているってことか』

「そういうことになりますね」

『なんだってそんな形になってるんだ？』

「それは分かりません。ただ、そういうアトラクションなのかもしれない、ということです」

『成程ね』

　暗い通路を見回す。何だか意味の分からない仕掛けの施ほどこされた建物ではあるけれど。この暗さにも何か意味があるという事なのか。ひょっとしたら、お化け屋や敷しき的な何かだろうか。古城風のお化け屋敷なんていうのも、結構あるパターンだ。

『そう考えると、結構良く出来ているよな。本物の幽ゆう霊れいとか出てきそうだ』

「幽霊ですか」

『幽霊とかは大丈夫なのか？』

「大丈夫、とは？」

『怖くないのか？』

「何が怖いと言うのでしょうか」

『いや、普通怖いんじゃないのか。幽霊だぞ。お化けだぞ。俺の妹の円まど香かなんか、怖い映画を見る度に俺の部屋に駆け込んで来たりしてたぞ？』

　よく朝までベッドの中から出てこなかったりしたもんだ。

「そうですか。幽霊はよく見ていましたから、あまり怖いという感覚はありませんが」

『見たことあるの!?』

「はい、何度か」

『何度も!?』

『僕もありますよ』

『九郎さんも!?』

　えっ、幽霊ってそんなにポピュラーな存在なの？　一回死んでいる俺が言うのもなんだけど、あんまり頻ひん繁ぱんに見られる代しろ物ものじゃないよね？

「煉獄館の地下に沢山住み着いていましたから。そこで」

『住み着いちゃってたの!?』

『煉獄館は、元々が刑務所だという話でしたから、別に不ふ思し議ぎじゃないですよね』

『不思議だよ!?　当たり前のように何言ってるの!?』

　それって、こんなフレンドリーに会話をしていても良いの？　除じよ霊れいチームが組まれるべきではないの？　ああもう、光線銃といい幽霊といい、あの島は本当に何なんだよ！

『ああでも、佐さ茅ちさんは幽霊の類を苦手にしていたような気がしますね。あの地下の清せい掃そうだけはあまりやりたがらないようでしたからね』

『そうなの？』

　これは耳寄りな情報を聞いた、あのソルジャーメイド、幽霊が苦手なのか。よし、今度何か幽霊的な怖い本でも差し入れしてやろう。いや、いっそのことシーツでも被って脅おどかしてやろうか。この前の仕返しだ。

『何でも、幽霊は斬りづらい、そうです』

　よし、脅かすのは止めよう。それは結果的に斬ったことのある人間の発言だ。今度斬りつけられたら、幽霊にすらなれないかもしれない。

『でも、監獄島を出る前に地下を見に行ったら幽霊達は全員いなくなってたんですよね。アレは何だったのでしょう。皆さん成じよう仏ぶつでもしたのでしょうか。まあ、手間が省はぶけて良かったですが』

「見なさい！　光よ！」

　と、九郎さんの言葉を遮さえぎるように前方を行くマキシが叫んだ。前を見れば、確かに通路の向こう側から、明かりが差している。

「行くわよ、姫萩紅葉！」

　マキシの号令に皆揃って駆け出す。光の差す方へ。




　辿り着いたのは、五メートル四方程度の広い部屋だった。

　天窓から光が差し込んでいる。暗闇の中、天から降りた一筋の光が部屋を照らし出す様子は、幻想的な美しさすら感じさせる。

『何だ、この部屋？』

　妙な部屋だった。アトラクションの中にあるにしては、どうも閑かん散さんとしている。壁際には、瓦礫が大量に積まれているだけで、他には何もない。

　そして何より、ここから先に進む通路が見当たらない。

『行き止まりでしょうか』

『いや、そんなまさか』

　ここは遊園地のアトラクションの中なのだ。ただ暗い通路をひたすら歩かされて、ようやく辿り着いた部屋が行き止まりだなんて、そんなバカな話がある訳ない。

　まさか、謎なぞ解とき要素のあるアトラクションなのか。何かクイズでも解いて、この先へ進むのか？　それにしては、人がいる気配もない。一体、このアトラクションは何なんだ？

「成程、ここは良い部屋ね」

『……マキシ？』

　マキシが、笑みを浮かべて前に一歩踏み出した。ぐるりと部屋の中を見回すと、笑顔のまま、部屋の中央、光の差している箇か所しよに立つ。

　そして、おもむろに両手を広げ。

「シャイニング!!」

　ポージングを決める。

　ビシッという音が聞こえてきそうなポージングだった。

『おい』

「良いわ、この部屋は最高よ！　超輝いてるわ！　溜ために溜めた暗闇の閉へい塞そく感かんの後、あえて一ヶ所だけ光のある場所を設ける。そしてそこに突然現れるのは全宇宙を魅了する秋月マキシ！　沸き立つ観客。歌い始めるあたし。最初の曲は『チョコレート・ウォーズ』。一気に観客のボルテージが上がるってなもんね！　よし、これしかない。良いポージングのアイデアが浮かんで来たわ!!」

『おい、自じ重ちようしろよアイドル』

　やると思っていたけども。そんな事よりも今は先にやることがあるんじゃないのか。

　しかし、マキシは止まらない。ついには光の中で踊り出す。

「光の中で、あたしは更に輝くわ!!」

　金色の毛髪を振り回し。

「次の新曲のポージングはこれで決まりね！　ああ、創作意欲が高まるわ！　今だったら凄い本が書けそうな気がしてきた！　新曲も！　新企画も！　何でもござれよ！」

　なおもマキシはくるくると回転しながら、ダンスを続ける。天からの光に照らされた顔が恍こう惚こつに染まり、弾はじける笑顔がとても眩まぶしい。それは、こんな暗い部屋の中であっても、決して翳かげることのない輝きで。

　しかし。

『やり過ぎじゃないのか』

　ここまで来ると、それは破は天てん荒こうというよりも、単なる異常。どう考えても、テンションを上げ過ぎだった。無理やりにアクセルを踏み込んでいるかのような、急激な高潮。ほぼ一秒ごとにポージングを変えながら、天にも届かんとばかりに叫び声を上げる。

「あっは！　あははは！　あははははははは!!　来てる!!　あたし来てるわ!!　来まくってるわ、来っぱなしだわぁ！！！」

『完全にヤバい人だ!!』

「もう、どうにかなりそうだもの!!　あは、あははは、あはははは！！！　もう何があってもくじけない！！！」

『誰か止めてぇ!!』

　このままだとマキシさんが真っ白になっちゃう!!




　そんな、限界の一歩手前で。

　命の炎が燃え盛り。

　そして消えようとする、その刹せつ那な。




「────────見つけたッッッ!!」




　一際大きな叫びと共に、マキシの表情が変わる。

　上がり切ったテンションを、急激にクールダウンさせたかのような鋭い表情。その視線が向けられるのは、部屋の壁の一面。その、瓦礫の積まれている場所を、マキシは勢いをつけて指差す。

「そこね！　出て来なさい!!」

　先程とは違う、鋭い声。マキシの指差した先には瓦礫しか存在しない。しかし、マキシはそこに確実に何かがあると知っているように、確信を持った視線を向ける。

　アトラクション中に散った声の反はん響きようが収まり、数瞬置いて、部屋の中に静せい寂じやくが訪れ。

「……ごめんなさい」

　その静寂が、小さな声によって破られる。

　涙声を漏もらしながら、瓦礫の陰から姿を現したのは。

「ごめんなさい、お姉ちゃん」

　秋月マキシの妹、雛子だった。




「あたしの目に、狂いは無かったわね!!」

　雛子の登場に、マキシが再び叫ぶ。

「限界を超えて舞うことにより、高まったテンションを最大限に活いかし、自分の感覚を極限まで増大させる、秋月マキシ様の超☆必殺技!!　『マキシマム・グロリアス・レボリューション』が、ここに炸さく裂れつしたのよ！　スーパー☆シャイニング!!」

『技だったの!?』

　ただ単純にブレーキが壊れただけだと思ってたよ！

　普段からその下地はあったことだし！

　いざとなったら、たとえ嚙かみついてでも止めるつもりだったよ！

　しかし結果として、雛子を見つけることが出来た。その超☆必殺技とやらは、マキシの肉体に大きな負ふ担たんとなったようで、普段あまり見せないような疲れ切った表情を浮かべながらマキシは立っている。それでもその視線は、雛子を捉えて放さない。

「お、お姉ちゃんごめんなさい」

　おずおずと出て来た雛子に、マキシは一転して真しん剣けんな口調で、語りかける。

「どうして、急にいなくなったりしたの？」

「あの、ヒナ、絵本を……」

　部屋の中央、光の差す下で。目線を合わせる為に膝立ちになったマキシと、雛子が向かい合う。

「ヒナ？　いつも言っているでしょう。マキ姉の顔をちゃんと見て、それからハッキリと喋りなさいって、ね？」

「……うん」

　雛子が顔を上げ、マキシの顔を正面から見る。

「どうして、急にいなくなったりしたの？」

「ヒナね、絵本を失くしちゃって。お姉ちゃんに買ってもらった『旅人と白猫』を失くしちゃって……それで、探そうと思って」

「そう、でも何で一人で探そうって思ったの？」

「それは……」

「ヒナ？」

「ぐすっ、怒られるって思ったから。せっかくお姉ちゃんに買ってもらったのに。失くしちゃって」

　雛子の目尻には、涙が浮かぶ。その涙は、今にも零こぼれ落おちそうで。

「バカね。そんな事で怒る訳ないでしょ、このあたしが」

「お姉、ちゃん？」

　泣き出しそうな妹に、マキシは手を差し伸べ、頭をそっと撫でる。

「そんな時はね。言えば良かったのよ。もしも失くしたのなら、そう言えば。そうすれば、マキ姉と一緒に探すことだって出来るでしょ。ヒナだけじゃ見つからなくても、マキ姉と一緒なら見つかるかもしれないじゃない」

「……うん」

「それとも、マキ姉はそんなに頼りにならない？」

「ううん！　そんな事無い！」

「でしょ？」

　マキシは雛子に向かって笑顔を向ける。それは、今まで見た自信満々なマキシの笑顔とは違う。親しい者に対して向けるような、優しい笑顔だった。

「……ヒナ、おでこを出しなさい」

「え？」

　マキシの腕が雛子の額ひたいに伸び、そして軽く弾く。

「あぅ!?」

　小さな悲鳴。雛子は両手で額を押さえる。

「お仕し置おきよ、一人でいなくなっちゃったお仕置き。痛かった？」

「う、うん。ぐすっ」

「そう、じゃあ痛いのが嫌だったら、もうこんな事をしちゃ駄目よ」

「……うん」

「マキ姉と、約束、出来る？」

「うん、出来る。お姉ちゃん。ごめんね。ごめんなさい」

　雛子は、マキシに抱きつき泣き出した。既に涙を我が慢まんする必要もない。マキシもまた、雛子を優しく抱きしめ返す。

　天から落ちる光の中、抱き合う二人の姿は、正しくお互いを思いやる姉妹の姿であった。




　結局、雛子の迷子の顚てん末まつはと言えば。

　雛子は、絵本を失くした後、それを一人で探す為にマキシからわざとはぐれた。

　はぐれたことに気が付いたマキシは、雛子を探す為に園内中を走り回った。あいつのことだから、念には念を入れて、一度外まで探したのだろう。その時に俺達に出会ったという訳だ。

　あんな妙な変装をしていたのは、今回が本当にプライベートでの行こう楽らくであった為。最初、出会った時に名乗りを上げなかったのも、自称ライバルである紅葉に対し、自らのプライベートを晒さらすことに抵抗があったのだろう。まあ結局、雛子とは、園内で出会う事になってしまった訳だけど。

「ね、ねえお姉ちゃん」

「ん、何？」

「絵本、一緒に探してくれる？」

『そうだ、絵本！』

　俺達は元々絵本を探す為、雛子に同行したのだ。途中マキシと遭そう遇ぐうしたインパクトによってすっかり忘れてしまっていたが、それがそもそもの目的だ。絵本、早く見つけないと。

　しかし、そんな雛子の訴うつたえに、マキシは笑って。

「バカね、絵本ならここにあるわよ」

『…………え？』

　服の中から、一冊の本を取り出した。それは、少し大きめなサイズの絵本。タイトルは『旅人と白猫』。大きく『やまだひなこ』と名前も書いてある。紛れもなく、雛子が姉から買ってもらったという絵本だ。

『そこにあったの!?』

「あ、ありがとう、お姉ちゃん。どこにあったの？」

「ん、最初に入ったアトラクションあったでしょ。原始時代の奴。あそこの、一番最初の部屋に落ちていたの。後で探して見つけたのよ」

『……え、マジで？』

　絵本、もう見つかっちゃったの？　つまり、このお話はこれでおしまい、ってこと？めでたしめでたし、なの？

　俺、てっきりここから、絵本を探して、マキシと雛子を巻き込んだ珍ちん道どう中ちゆうが繰り広げられるものとばかり思っていたんだけども。

　じゃあ、紅葉に偉えらそうに啖呵をきった俺はどうなるの？　『本を見つけてやる！』って言い切った、俺の立場は？

　隣の紅葉は、ただ無表情で、マキシと雛子の方を見つめているだけだけど。何だかその無表情が、俺を非ひ難なんしているように感じてしまう。

『え、えーと、紅葉さん？』

　とにかく、何か紅葉に声をかけようとして。




　瞬間。

　何ど処こかから爆発音が聞こえた。

　次いで、地の底から響いてくるような轟音。

　世界そのものが震えているかのような振動が、突如襲い掛かる。




『な、何だ!?』

　轟音は下からだけではなく、壁や天井から、建物の至る所から聞こえて来る。歪ゆがむような、軋きしむような、あまりに不吉で恐ろしい、そんな音に囲まれる。

　そして、崩ほう落らくが始まった。

　壁にはヒビが入り、ぼろぼろとあちこちが崩れ始める。床にも亀き裂れつが走り、今にも崩壊しそうな様子で。天井に設置されている照明器具が、凄まじい勢いで左右に振られている。

『な、何だか、尋じん常じようじゃない様子ですよ。逃げよう紅葉！　ついでに春海君！　崩落は部屋の中だけ、通路に出れば大丈夫そうです！』

　九郎さんの叫びを聞いて、紅葉の車椅子と共に通路へと飛び出す。確かに崩落が起きているのは、中央の部屋部分だけのようで、通路にさえ出てしまえば、崩落の影えい響きようは受けない。ひとまず安全は確保出来る。

『何で、急にこんな事に？』

　突然の破壊。まさか、地震でも起きたって言うのか。

　いや、最初に聞こえたのはあの音だった。今日何度も聞いた爆発音。

『ちょっと待てよ。爆発音、爆発って事は……』

　先程のアトラクションで見た無数の傷跡が頭に浮かぶ。あの時の俺の想像が正しければ、この崩落にもあいつが絡からんでいるのか。

『いや、そんな事は後でいい。早くここから逃げ出そう』

　顔を上げれば、車椅子に乗った紅葉と、九郎さんがこちらを見下ろしてくる。

　一人と一羽だけ。他には、いない。

『ちょっと待て、マキシ達は!?』

　足りない。一番うるさい奴がいない。

『ッ!?』

　部屋の中を見る。マキシと雛子の二人は、まだ部屋の中にいる。二人は身を寄せ合うようにしてこちらへと向かって来てはいるが、振動が強くてうまく前へ進めていない。

『お、おいマキシ！　早くお前達もこっちへ！』

　マキシ一人なら、何の問題もない。どんな異常事態だって、マキシの身体能力ならば一人で脱出出来るだろう。しかし、今は雛子が傍そばにいる。自分の妹と一緒にいることで、マキシは思うように動けないのだ。

　どうにかしようと思い、しかし犬の身体で十分な助けは出来ず。

　とにかく、何かを叫ぼうとした時。

　上から、致ち命めい的てきに危険な、崩壊の音が聞こえた。

『──なッ!?』

　嫌な予感と共に見上げる。そこに見えたのは、崩落しようとしている天井。爆発音と共に訪れた振動に耐えきれず、天井の一部分が剝はがれ、今にも落下しようとしている。

　落下点は丁ちよう度ど、マキシと雛子の、真上。

『マキシ！　雛子！　早く来い!!』

　叫ぶ。

　言葉が通じないことなど関係ない。ただ、叫ぶ。

　崩落の続く中、マキシと雛子が、それでも体勢を立て直し、こちらへと歩いてくる。

「ヒナ！　ほら、早く、急いで！」

「うん、お姉ちゃん。あっ！」

「ヒナ!?」

　目の前。通路まであと数メートルというところで、隆りゆう起きしている床に足を取られて雛子が転ぶ。次の瞬間、ついに天井に大きな亀裂が走り、音を立てて崩れた。

　瓦礫の影がマキシと雛子の頭上を覆う。

　そうして、今にも、二人の頭上に瓦礫が迫ろうとして。

「秋月マキシを──」

　マキシが吠えた。

　一度直上から迫る瓦礫を睨み、次いで足元に倒れた雛子の服を乱らん暴ぼうに摑み。

「──舐なめるなぁ！！！」

　跳んだ。

　雛子を片手で抱え、前方へと思い切り跳ちよう躍やく。

　身体ごと叩き込むような勢いで、俺達のいる通路へと飛び込む。

　しかし、その代だい償しようとでも言うように。

　マキシの懐ふところから、一冊の本が転がり、崩落の中に取り残された。

　それは、雛子の絵本。

『旅人と白猫』

　落ちる本。

　失われようとしている、本。

『──ッ!!』

　それを見た瞬間、既に身体は動いていた。

　理屈ではなく。衝動のままに、動いた。

　本が瓦礫に呑のまれるのを、ただ見過ごすことが出来なかった。

　ましてそれは、雛子が、マキシが大切にしていた本なのだ。二人の想いの込められた絵本だ。その想いがここで潰ついえるなんて、俺にはどうしても許せない。

　崩落なんて、瓦礫なんて関係ない。

　犬の小さな肉体ならば、すぐに本を取って、そして引き返すことが出来る。それだけを信じ、崩落の中に飛び込もうとして。

　しかし、俺に先行する人影があった。

「姫萩紅葉!?」

　マキシが驚きの声を上げる。通路の入り口にいるマキシ達を突き飛ばして、車椅子が崩落の中へと駆け込んで行く。落ちた絵本に右手を伸ばし、拾い上げる。

　しかし、それが限界だった。

　天井が完全に破は砕さいし、その破は片へんが等しく部屋中に降り注ぐ。

　床もまた分断され、虚こ空くうへと至る穴が開く。

『紅葉ッ!!』

　その中を、俺はただ前へと走って行く。

　瓦礫の落ちる、その中を。

　まるで豹ひようにでもなったかのように。

　後ろ足で揺れる地面を全力で蹴けり飛とばして。

　崩落の中、紅葉がいる地点に向かって。

　何も考えていない。ただ、紅葉の場所に辿り着きたかった。

『紅葉!!』

　後ろから聞こえる九郎さんの声。

　空を切り、ミサイルのような勢いで飛んでくる。

　瓦礫が降る中。俺と九郎さんは、もつれ合うようにして紅葉の元へと飛び込んで。




　視界が、真っ黒に染まる。

　やがて背後で、瓦礫の落下する轟音が響いて。

　そして、静寂が訪れた。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【大洗アベンジャーランド】……　通信販売や玩具おもちや業界の最大手としてお馴な染じみの、大洗グループが総力を挙あげて建造したテーマパーク。一時は全国からも多くの利用者が来園していたが、近年はその数も減り、ここ数年は近隣の住民が利用するのみとなっている。往年の人気を復活させるべく大おお幅はばなテコ入れが成されたが、まだその成果は見られていない。

【チョコレート・ウォーズ】……　秋月マキシの楽曲。マキシのライブにおいては、一曲目に歌われることが恒こう例れいとなっている。爆発するようなイントロの時点で、観客のテンションは最高潮にまで高まるという。

【マキシマム・グロリアス・レボリューション】……　秋月マキシの超☆必殺技その１。極限まで自分のテンションを高めることにより脳内麻ま薬やくを大量に発生させ、身体能力や洞どう察さつ力りよく、空間把は握あく力りよくなどの、あらゆる能力値を平常時の約三倍まで引き上げる。三日間徹てつ夜やした時に思いついた。

















『……駄だ目めだ。何も聞こえないな』

　突とつ如じよ発生した崩ほう落らく。

　その中へと飛び込んだ紅葉もみじと俺達は、瓦が礫れきと地面の間に偶ぐう然ぜん作られた空くう洞どうへと逃げ込むことで、九死に一生を得ることが出来た。灰色の瓦礫で囲まれた空洞、息苦しさを感じる程の狭さだが、文句は言えない。ここのおかげで、どこぞの黄色いカエルのようにペチャンコにはならずに済んだのだ。

『春はる海み君、上の方も駄目みたいです。小さな隙すき間ますらありません』

『そうか……』

　壁かべ際ぎわへと近付き外の様子を窺うかがおうにも、瓦礫の壁はかなり分厚いようで、向こう側の状況が分からない。これは完全に閉じ込められてしまったらしい。

『どうしますか、春海君？』

　紅葉の隣へと停とまった九く郎ろうさんの視線が俺に向けられる。

『うーん、待つしかないかな』

『待つ、ですか？』

『ああ、それしかないんじゃないかなぁ』

『それは、また随ずい分ぶんと悠ゆう長ちような考えですね』

『そんな事言っても、仕方ないじゃないか。自力では抜け出しようがないしさ』

　こっちの人手は犬一匹、カラス一羽、それに銃じゆうより重い物を持ったことがなさそうな引きこもり作家だけだ。さすがに、このメンツで分厚い瓦礫の壁を突破するなんて、無む謀ぼうにも程がある。褌ふんどし一丁で大たい気き圏けん突入するようなものだ。

『別に酸素が無いとか、毒ガスが発生しているとかみたいな、ベタな危機的状況って訳じゃあないんだ。外にはマキシも雛ひな子こもいたんだからさ、そのうち助けが来るだろ』

　そう、今はあんな崩落に飛び込んでおきながら五ご体たい満まん足ぞくだったという幸運に感謝して、しばらく待たい機きするべき。無む茶ちやと無謀は違う。春海和かず人ひとはクールに決けつ断だんするぜ。

『……そうですね。まあ下へ手たに動かない方がいいというのは確かでしょうか』

『だろ』

　九郎さんは隣に座る紅葉に目を向ける。

『紅葉も、それでいいかい？』

「はい。春海和人さんがそう言うのでしたら、私は構いません」

　灰色の瓦礫の上に直接腰かけた紅葉は、自分の脚あしに目を向けながら告げる。

「どちらにしろ、このままでは私は動けませんから」

　先程まで紅葉が座っていた車くるま椅い子す『天あめの鳥とり船ふね』は、崩落に巻き込まれてしまったようでここには無い。和服を着た少女が、瓦礫の上に両足を投げ出しているというのも、何だか妙な画えではある。

『でも、何で急に崩落なんて起きたんでしょうね』

　周りの瓦礫を見回しながら、九郎さんは疑問の声を上げる。

『そ、それは……』

　思わず顔を背ける。

　まさか、思い当たる節があるなどと言える筈はずもない。

　脳内に浮かぶのは恐怖の記憶。二度目に『ヴィクトリーロード』を訪おとずれた時に出現していた無数の傷跡。そして稲いな葉ば図書館、遊園地の入場口と、今日何度も聞いた爆発音。あんな凶きよう悪あくな破は壊かいを仕出かすような奴は一人しかいない。

　そう、夏なつ野の霧きり姫ひめだ。

　あいつのことだ、マンションでの森もり部べ佐さ茅ちとのバトル以降、俺達のことを追いかけて各地で破壊活動を繰くり返かえしながらここまで来たに違いない。

　今いま迄までの破壊が全すべて夏野の手によるものだとするなら、この崩落にもあいつが関かかわっている可能性が高い。

『直接的な支し柱ちゆう破壊、いや地下を掘って地じ盤ばん沈ちん下かか？』

　どちらにしろ普通の人間がやることとは思えないが。相手は普通の人間ではない、ハサミを着た悪あく魔まこと夏野霧姫だ。俺達に出来ないことを平然とやってのける、そこに痺しびれるが憧あこがれはしない。だって、どう考えても犯罪だもん。

　しかし、ある意味では僥ぎよう倖こうとも言える。夏野がこの遊園地に来ているのなら、俺達の安全は保障されたも同然だ。何しろ、俺が叫べば俺達の居場所があいつに伝わるのだ。いつもは厄やつ介かいどころか災さい厄やくにしかならないこの意思伝達現象も、今日は役に立つ。待っていれば、そのうち夏野が来てくれる。そう、煉れん獄ごく館かんであのメイドの箒ほうきが俺を切きり裂さきそうになった時と同じように。

『貧乳！　絶ぜつ壁ぺき！　ニードレスブラジャー！　大草原の小さな胸！』

　一応、駄目押しの意味を兼かねて叫んでおく。

　これだけ悪口を言っておけば嫌でもあいつに届くだろう。あとは待つだけだ。これで夏野には俺達の位置が伝わる。あいつは、必ず来る。俺達は助かるのだ。俺がハサミでどうにかされることは確定だとしても、俺達は助かる。

『春海君？』

　突然叫んだ俺を、紅葉と九郎さんが怪け訝げんそうな目で見てくるが。

『どうしたんですか。急に狭いところに閉じ込められて頭がおかしくなりましたか。別にそこら辺に埋まっててくれてもいいんですよ？　そしたら僕と紅葉は二人っきりになれますからね』

　おーおー好き勝手言いなさる。

　一体、誰の為に叫んだと思ってるんだ。




　叫び声の反はん響きようも収まり、再び瓦礫の中に静せい寂じやくが訪れる。

『なあ紅葉』

「何ですか、春海和人さん？」

　待つとは言っても、ただ黙だまって待っていても仕方がない。気になることはしっかり聞いておこう。遺い恨こんを残すと、後の読書に差さし障さわるというものだ。

『お前、何でわざわざ崩落の中に飛び込むようなことをしたんだ？』

『……春海君？』

　気になることとは、あの時の紅葉の行動。瓦礫が崩落する中、逃げ出すマキシと雛子と入れ違いになるように、紅葉は自ら崩落の中へと飛び込んだ。それは、明らかな自殺行為で。

『まさか、マキシや雛子のことを庇かばおうとしたって言うんじゃないよな？』

　危機的状況に陥おちいった二人を、自分の命を危険に晒さらしてまで庇う。それは良くある美び談だんのように聞こえる。確かに、本の中の登場人物であれば、そんな自じ己こ犠ぎ牲せい的な行動を取ったりもするだろう。しかし、その行動をしたのは、本の中の登場人物ではない。今、目の前にいる人間なのだ。

「別に、庇おうとした訳ではありません」

『そうだよな。そもそも庇う必要もなかったんだ』

　崩落の中で転んだ雛子を抱え、マキシは力ずくで通路へと逃げ延びた。あの時、二人とも既に危機から脱だつしていたのだ。それは紅葉にも分かっている筈、でも、それならなおさら何な故ぜ。

『じゃあ、何であんな真ま似ねをしたんだ？　まさか、危険だってことすら分からなかった訳じゃあないだろ』

「危険。そうですね、確かに危険ではありました。あのままでは、これが失われてしまう危険がありましたから」

　紅葉の右手が、自らの衣服の中へと伸び。

「これは、特別な本なんですよね？」

　服の中から取り出された絵本が、目の前に突き出される。表紙に書かれたタイトルは『旅人と白猫』。大きく『やまだひなこ』と持ち主の名前まで書いてある。

『その絵本は……』

　それは紛まぎれもなく、先程まで探していた雛子の絵本だ。

「春海和人さんは言いましたね、この絵本が特別だと」




　──分からないって言うのなら、教えてやる。知らないって言うのなら、教えてやる！

　　　教えてやるよ。その絵本が、どれだけ特別なのかをな!!




　あの時、紅葉に向かって叫んだ言葉が、脳のう裏りに浮かぶ。

　驚おどろき見上げた瞳ひとみを、紅葉は無表情のまま、見返してくる。

『……じゃあ、まさか。俺がそれを特別な絵本だって言ったから、わざわざ崩落の中に飛び込んでまで、その絵本を手にしたって言うのか？』

「はい、そうです」

『なっ!?』

　紅葉の、短く静かな返事。

　向けられた真まっ直すぐな視線。

　一冊の本の為ために命を投げ出した行為。

　それは、俺の本質すらも見抜くようで。

　俺の心を見み透すかしているかのようで。

　全身の毛が逆さか立だち、喉のどがヒリつくのを感じた。

「ですが、普通の絵本ですね」

　薄うす暗ぐらい瓦礫の中、紅葉が絵本のページを一枚ずつ捲めくる。

「この絵本は、私が読んだ『旅人と白猫』と何も変わりはありません。特別なことなど、何一つ書かれてはいません。全て同じです」

　いつか聞いたのと同じ『全て同じです』という言葉が、紅葉の口から零こぼれる。無表情の顔、抑よく揚ようの無い声が俺に向けられる。

「ですから春海和人さん、教えて下さい。この絵本のどこが特別なのかを」

『…………』

「春海和人さん？」

『……分かった』

　俺は答えなくてはならない。命を投げ出させた責任を、取らなくてはならない。

『その前に、一つ話をしていいか？』

「話ですか？」

『ああ、俺が初めて読んだ本の話だ。その絵本の何がどう特別なのかを話す前にさ、俺の話を聞いてくれるか？』

「分かりました」

　薄暗い空洞の中、無表情なままの紅葉を見上げ、話を始める。

『あれは、俺がまだ文字を覚える前のことだ……』

　俺が初めて読んだ絵本の話。

　俺にとっての、特別な、本の話を。


　　　　　　　　



『それで母上の読む「ぶおうぶおうぶおおう」って風の音が凄すごい怖くてさ。しばらくは風の強い日には外に出るのも怖がってたっけか』

　閉じ込められた瓦礫の中。照れくささを感じながら語ったのは、母上の膝ひざの上で読んで貰もらった絵本の話。今朝見た夢の中の話。誰にだってある、最初の、思い出の話だ。そんな他た愛わいもない話を、紅葉と九郎さんは静かに聞いてくれていた。

『……い、いや、なんつーか改めて話をすると恥ずかしいな。こんなの、今まで誰かに話したことなんてなかったし』

　考えてみれば、こんな話を人にするのは初めてのことだ。

　夏野や映は見み、桜さくらは勿もち論ろん、円まど香かにだって話したことはない。

「成なる程ほど。春海和人さんの話は分かりました。つまり、春海和人さんが初めて読んだ絵本も、この『旅人と白猫』だったということですね」

　俺の話を聞き終え、一度手の中の絵本を見下ろした後、紅葉は無表情で俺を見下ろしてくる。

「分かりません」

　紅葉は疑問の声を上げる。

「今の話が、この絵本と何の関係があると言うのですか？」

　それは今日幾いく度どとなく聞いた質問と全く同じ。本当に、それが何なのか分からない。理解が出来ないと言うようで。

『ああ、そうだ。俺が初めて読んだ絵本は、お前が持っているのと同じ「旅人と白猫」だ。でも、同じ絵本でも、同じじゃない。特別な本だ』

「同じじゃない？」

『ああ、俺にとっての、春海和人にとっての特別な本の話だ』

　そう、ひた向きに、力を込めて、真っ直ぐに、姫ひめ萩はぎ紅葉に告げる。

『紅葉、お前の持ってるその絵本。それは特別な本じゃあないんだ』

「今更何を言うのですか、春海和人さん」

　紅葉の声に疑問の色が混じる。

「何度も特別な本だと仰おつしやっていたではありませんか。まさか、春海和人さんは噓うそをついていたのですか。私のことを騙だましていたのですか？」

『いいや、噓なんて言ってない』

　言う訳がない。

「それならば、どういう事なのですか？」

　雛子の絵本『旅人と白猫』。

　紅葉は、その絵本を持ち、俺を見下ろしてくる。

　俺は伝えなくてはならない。その絵本の持つ意味を。

『いいか紅葉。その絵本はな、それだけじゃあ特別じゃないんだ。その絵本は、雛子が持っていてこそ特別になるんだ。何しろそれは、雛子にとっての特別な本、なんだからな』

　紅葉の持つ絵本を見上げる。雛子は常にその絵本を持ち歩いていたのだろう。表紙は日に焼けて僅わずかに黄ばみ、ページの端はしはよれて曲がっている。マジックで大きく書かれた『やまだひなこ』の文字は、絵の端にまで及んでいる。それは、お世せ辞じにも綺き麗れいとは言えない絵本。

　しかし、それこそが雛子にとっての特別な本である証あかしだ。

『その絵本には、雛子の思い出が、読者の想おもいが込められているんだ』

「……想い？」

『ああ、想いだ』

　本とは、ただそれだけでは只ただの紙とインクの束たばにしか過ぎない。

　本とは、読者がいて初めて、本として成立する。

　読者に読まれた時、作家の込めた想いは、読者の元に届く。

　それまで、本に込められた作家の想いは、ページの中で読まれるのを待ち続ける。

　ならば、読者の想いは、何に込められるのか。

　それもまた、本に違いない。

　読者の想いもまた、本の中に込められる。

『お前も聞いていただろ。雛子の思い出を。その本を読んだ時の記憶を。本を貰った時の感情を。ページを開いた時の感動を』

　作家の想いは、本を通して、読者が受け取り。

　読者の想いが、本を通して、作家へと通じる。

『雛子が語った思い出こそが、その本を特別にしてるんだよ。雛子の持つ、その本との思い出こそが、特別なんだ』

　そうして人は、自分の心の中の本ほん棚だなに、自分だけの特別な本を並べる。

　そこに込められた想いは、神聖で、大切な宝箱に込められたような思い出。

　作家の想いと読者の想いを繋つないだ時、本は特別な輝きを持つのだ。

　紅葉の求めた、特別な本の正体。それは、思い出という名の黄金の装そう丁ていを施ほどこされた、山やま田だ雛子という一人の女の子が求めた、絵本。

「成程、それが春海和人さんの言う、特別な本の正体ですか」

『ああ、そうだ』

「この絵本は、山田雛子さんにとっての特別な本。成程、良く分かりました」

　紅葉は、僅かに残念そうな声を上げ。

「それでは、この本は私にとっては、特別な本ではないと言うのですね。やはり、私にとっては、どれも同じなのですね」

　手の中の『旅人と白猫』を手放そうとする。

「やはり、私には、何が特別なのか分からないと、そういう事なのですね」

『いや、違う。それはお前にとっても特別な本なんだ』

「……え？」

『だから紅葉、お前には分からない筈は無いんだよ』

「それは、どういうことですか？」

　紅葉が俺を見下ろし、俺も紅葉を見上げる。薄暗く、腕を大きく広げれば端に届きそうな程の狭さで、人と犬が向かい合う。

『お前には、特別が分かる筈だ。何も、同じなんかじゃないって、分かる筈だ』

「それは、何故……」

　紅葉の右手が、俺の頭に向かって伸びる。その手は、僅かに震えていて、まるで何かにすがるようで。震える右手が、俺の頭に触れようとして。

　瞬間。大きな何かが崩れるような音を聞いた。




　聞こえたのは地じ響ひびき、新たな崩落の音。

　一際大きな音と共に、更なる揺ゆれが訪れる。

『紅葉!!　春海君!!』

　細かい瓦礫の欠片かけらがパラパラと降って来る。

『話はひとまずそこまでにしましょう！　先に何か手立てを考えないと！』

　紅葉から視線を外し、上を見る。瓦礫の天てつ辺ぺん部分が、今にも崩壊しそうな様子で揺れている。

『くそっ、まだ話の途と中ちゆうなのに!!』

『春海君！』

『……分かった。早く助けを呼ぼう。おい、この貧乳！　洗せん濯たく板いた！　ハリガネロック！正面一八〇度娘！　早くかかって来い！　俺はここにいるぞ！』

　近くにいる筈の夏野に向かって叫ぶ。これぐらい悪口を言えば光の速さで駆けつけて俺の背中の毛をハサミで根こそぎ刈かり取とってくる筈だ。

『……春海君、何を言っているんですか？』

　九郎さんが疑問の声を上げる。

『今はふざけている場合じゃないんですよ。また崩落が起きたら生き埋めに……』

『いや、大丈夫だよ九郎さん』

『へっ？』

『いくらあいつらでも、そこまではやらないだろ。助けは呼んだ、すぐに来るよ』

『あいつら？　助け？　……え？』

　何を言っているんだとばかりに、マヌケな声を上げる九郎さん。まあ、そんな反応をしてしまうのもしょうがない。この崩落があいつらの仕し業わざだなんて、普通思わない。

『春海君。あいつらって、誰の事を言っているんですか？』

『決まってるだろ。あのハサミ作家とホウキメイドだよ』

『あの、ホウキメイドって、それは佐茅さんの事を言ってるんですか？』

『え、あれ以外にも、メイドがいるの？』

『いえ、うちにはメイドは佐茅さんしかいませんが。で、でも、何で今、佐茅さんが出て来るのですか？　佐茅さんがどうかしたのですか？』

『……え？』

　降って来る瓦礫が、少しずつ大きくなる。

　更なる崩落の音が続く中、九郎さんの言葉が俺の身体からだを打つ。

『いや、何でって。この崩落の原因がまさしくそのメイドだからだろ？　まあ、正確に言えばそっちのメイドと、うちの夏野が暴れてるから起きてるんだろうけど』

『え？　佐茅さん、ここに来てるんですか？』




『…………………………え？』




『佐茅さんは、紅葉が命じた通りに秋あき山やま先生の妨ぼう害がいに当たっている筈です』

『ちょっ、ちょっと待って。この崩落はあいつらが暴れ回っているせいなんじゃ……』

　九郎さんは俺を真っ直ぐに見つめて告げる。

『成程。随分と落ち着いていると思ったら、そういう理由でしたか。確かに、秋山先生がいれば、この場所を見つけるのも容よう易いでしょうからね』

『この崩落はあいつらの仕業じゃあないって言うのか？』

『残念ながら、違うでしょう。もし、佐茅さんがこの場所に来ているとしたら、こんな危険に陥った紅葉を放ほうっておく筈がない』

『……そんな』

　感じるのは混乱。そして、絶望。今まで安全地帯だと思っていた場所が崩れ、一気に奈な落らくの底へと落とされたかのような錯さつ覚かくを覚える。




　夏野も、佐茅も、いない？




『じゃ、じゃあ、この崩落は一体何なんだ？』

『それは分かりません。ですが……』

　九郎さんにつられるように、瓦礫の天辺を見上げる。揺れが大きくなると共に、段々と降り注ぐ瓦礫の量も増えてくる。

「原因は、建物の老ろう朽きゆう化かでしょう」

『え？』

『紅葉？』

　俺達の視線が、絵本を抱えたままの紅葉に集まる。

「別に、それほど驚くようなことではありません。ここは開園当時に建てられたアトラクションの一つ。それ故に建物自体も老朽化していて、現在では使用されていません。ただ、取り壊されるのを待つだけの建物だったのですから、崩落してもおかしくはありません」

　紅葉は、落ちて来る瓦礫を見回しながら、静かに告げる。

『お、お前、何でそんな事を知ってるんだ？』

「アトラクションの入り口のところに危険を知らせる看かん板ばんがあったのを、確認しましたから」

『看板!?　どこに、そんなものが』

　アトラクションの入り口。城じよう門もん。思い返しても、そんな看板を見た記憶は無い。確か、あそこでは雛子の帽ぼう子しを見つけて。

「そうですね。あの時、春海和人さん達は、山田雛子さんの帽子の方に気を取られていました。ですが、城門に『取り壊し予定につき、立入禁止』と書かれた看板が掲かかげられていたのを、私は見ています」

『なっ!?』

「先程の方も、勿論気付いていたでしょう。人が普通に歩いていたら、気が付くような位置にありましたから」

『……そんな』

　じゃあ、マキシが妙に急いで城の中に入って行ったのは、この場所が危険だと分かっていたから。紅葉が城門で何かを見ているようにしていたのも、その看板を見ていたからだったって言うのか。

　気付かなかったのは、俺と九郎さんだけ。人間の肉体ではなく、より低い視点を持つ、犬とカラスの肉体だったから。

『で、でも、そうだとしても』

　九郎さんが割って入る。

『紅葉、そんな危険を知らせる看板があったって言うのなら、何でその時に僕達に言わなかったんだい？』

『そうだ、何でわざわざ危険に飛び込むようなことを？』

「それは、このアトラクションの中に入らなければ、山田雛子さんの絵本が手に入らないと思ったからです」

『なっ!?』

　紅葉は考える様子も見せずに即そく座ざに答える。

「春海和人さんの言った、特別な絵本を手に入れる為です」

　それが当たり前であるというように告げられた言葉に、戦せん慄りつを覚える。

　姫萩紅葉は絵本を手に入れる為、崩落の中に飛び込んだだけではない。建物自体の危険にすら構わず中に入った。紅葉は、あの絵本を手に入れる為だけに、自分の身だけでなく、全員の身を危険に晒さらしたと言うのか。

　いや、紅葉を責めるのは筋すじ違ちがいだ。

　受付スタッフすらいない入り口。

　電気の通っていない暗い通路。

　アトラクションの体てい裁さいすら整っていないボロボロの内ない装そう。

　それに、園内マップにすら載のっていないアトラクション。

　考えてみれば他におかしなことはいくらでもあった。もっと早く、危険に気付くべきだったのだ。

「それでは春海和人さん、話の続きをしましょう」

『……紅葉？』

　紅葉は、俺を両腕で抱え上げ、真っ直ぐに見つめてくる。目の前には、紅葉の無表情な顔と、澄んだ湖こ面めんのような瞳。

「この建物はいずれ崩落するでしょう。その時の私達がどうなるのかは分かりません。どちらにしろ、今の私達には逃げ出す術すべもありません」

　轟ごう音おんが響き渡る。次いで強烈な振動。見上げた視界の中、今までとは比較にならない程の大きさの瓦礫が崩れ落ちるのが見える。

「ですから、話を聞かせて下さい。まだ、話は終わりではないでしょう？　何故、この絵本が私にとっても特別だと言うのですか？」

　薄暗い空洞が崩落に埋め尽くされる中。

「教えて下さい。私の、本は……」

　最後に聞こえたのは、何かを求めるような紅葉の声こわ音ねだった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【猫耳の付いた帽子】……　マスコットキャラクター『キューブちゃん』が被かぶっている赤い野球帽を模もした帽子。大おお洗あらいアベンジャーランドの中でしか買えないこともあって、一部のマニアの間では人気アイテムとなっている。数か月ごとにバージョンが変わり、イベント毎ごとに限定品なども販売される。






　土の匂におい。

　瓦礫と土ど砂しやの混じった空気が、鼻をつく。

　暗い。薄く目を開くが、暗くら闇やみに囲まれていて何も見えない。

　分かるのは、瓦礫ではない柔やわらかいものに包まれているという感かん触しよくのみ。

『何、だ？』

　その柔らかいものが何なのかを確かめようと、身体を動かして。

「んぅ。目が覚めましたか、春海和人さん」

『……紅葉？』

「はい」

　先程までと変わらない、抑揚の無い囁ささやき声ごえが聞こえる。

『無事なのか？』

「はい、何とか」

『そうか、良かった』

「そう、ですね……ん」

　暗くて紅葉の姿は見えないが、小さな息遣いまで聞こえて来るということは、すぐ近くにいるのだろうか。

『今、俺達は、どうなってるんだ？』

「先程の崩落のせいで、瓦礫の空洞が更に狭くなってしまったようです。今の広さは、私が少し身動き出来る程度でしょうか」

『そんな……』

　それじゃ、ほとんど生き埋め状態じゃないか。

「兄さんは、この近くにはいないようですね。どこか、別の隙間に閉じ込められているのかもしれません」

『まさか瓦礫に押しつぶされたりしてやいないだろうな』

　脳裏に、メメタァと押しつぶされたカラスの画が浮かぶ。

「大丈夫だとは思います。私と春海和人さんの間で会話は出来ていますし」

『まあ、確かに』

　今のところ、俺と紅葉の意思疎通は出来ている。これは九郎さんの『仲ちゆう介かい』がしっかりと機能しているということ。声は聞こえないが、どこかで生きているのだろう。多分。

　現状確認。

　紅葉、無事。俺、無事。九郎さん、多分無事。

　おおむね全員無事だ。あれだけの崩落に巻き込まれながら、この状態は奇き跡せき的な事態と言える。きっと本の神様が、常に俺達のことを見守ってくれているんだ。

『よし紅葉、抜け道を探すぞ』

「抜け道ですか？」

『ああ、どこかに小さな隙間がないか探すんだ』

　隙間さえあれば、俺の小さな肉体を上う手まく使って外へ這はい出でることが出来る。夏野達が来ていると勝手に考えていたのは俺のミスだ。こうなったら、俺自らが外へ直接助けを呼びに行くしかない。外にいるマキシや雛子達にこの場所を教えるのだ。たとえ生き埋め状態になっているとしても、生き残る道はまだある。

『暗いな。せめて灯あかりでもあれば』

「あ……うぅ」

　しかし、身体を動かして辺りを見回すも、暗さのせいで何も見えない。

「んんっ!?」

　代わりに聞こえるのは、何だか妙に熱っぽい紅葉の声で。

『おい、どうした。さっきから変な声を出して。まさか、怪け我がでもしているんじゃないだろうな』

「いえ、ただちょっとだけ、あっ、くすぐったいなと思いまして」

『くすぐったい？　何が？』

「あの、毛が、肌に、直接当たってしまって……んん」

『毛？　肌？』

「何しろ、春海和人さんは、今、私の服の中にいる訳ですから」




『………………モミジサン？　ナニイッテルノ？』




「正確には肌はだ襦じゆ袢ばんの中と言いましょうか」

『ちょっと待て!!　な、何で、そんな事になってるの!?』

「私が身動き出来る程度の狭さだと、先程言いましたよね。それはつまり、春海和人さんともくっついていなければならない狭さだということです」

『いやいやいやいや、そういう事じゃなくて!!』

「そうですね、私が春海和人さんを抱えていましたから。崩落に巻き込まれた時に偶然にも入り込んでしまったのではないでしょうか」

『…………マジで？』

「とはいえ、この狭さでは外に出すことも出来ません。申し訳ありませんが、大人しく服の中に居て下さい」

『い、いや、それはそうかもしれないけどさ！』

「ですから、んっ、あまり動かないで下さい」

『ごめんなさい！』

　道どう理りで、紅葉の声がやけに近くから聞こえる筈だ。確かに、さっきから柔らかさと温かさを感じるし。え、これって、人肌って事なんですか？　まさか、この暗さも、服の中にいるからだって言うの？

「それでは、春海和人さん。話の続きをしましょう」

『話!?　ここで!?』

「はい、聞かせて下さい。何故、この絵本が私にとっても特別なのですか？」

『い、いやそんな事よりも、この色々な意味で危機的な状況から脱しないと！』

「ひゃぅっ!?」

『ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい』

　小さく漏もれた紅葉の声に、瞬間的に謝あやまってしまう。これはズルいぞ。反則だ。卑ひ怯きようだ。成す術がない。

「ですから動かないで下さいと言っています」

『ぬぁ!?』

　拗すねたような声音と共に、背中から衝しよう撃げきを得る。

　次いで、柔らかい何かに、全身が圧あつ迫ぱくされた。

「これで、もう、動けませんね」

『い、いや、それはそうですが』

　何を言ってるんですか姫萩紅葉さん。

　確かに動けはしませんが、これは、俗ぞくに言う『抱きしめられている』状態なのではないでしょうか。さっきよりも、ずっと密みつ着ちやくする形になってるんですけど、下あごの裏のフニッて感触は全力で気にしない方がいいんですよね。俺の命的な事を考こう慮りよして。

　つーか、これ九郎さんは無事なんだよね。紅葉の言葉が通じてるってことは、俺の状況は九郎さんに伝わってるってことだ。えっと、大丈夫？　本当に、俺の命、大丈夫なの？　ここから無事脱出しても、出た瞬間にデスペナルティ執しつ行こう完了されたら何の意味もないんデスよ？

「春海和人さん、先程の話の続きをお願いします」

　しかし、こんな状況になっても紅葉の様子は変わらない。淡たん々たんと告げられる言葉は、特別な本についての話。自分の身を賭としてまで手に入れた絵本の話。雛子の『旅人と白猫』の話だ。

『……分かった。分かったよ』

「お願いします」

　紅葉も、話が終わるまでは俺を放す気はなさそうだ。どうせ抱きしめられたままでは、抜け出しようがない。

　瓦礫に囲まれた中。心しん臓ぞうの音すら聞こえそうに密着した中で、俺は紅葉に話しかける。

『何で、その雛子の本が、お前にとって特別な本なのか、だったよな』

「はい」

『それはな、その本は、お前の思い出が込められた絵本だから、だよ』

「……思い出？」

『ああ、思い出だ。お前は、確かにその本に想いを込めている。姫萩紅葉は、確かに雛子の絵本に対して特別な想いを込めている』

「そんな事はありません。この本は、他の本と同じです。何も変わりはありません」

『だったら！』

「──ッ!?」

　俺の叫びに、紅葉の身体が一瞬竦すくむのを感じる。

『だったら、何であんな危険を冒おかしてまで、この本を手に入れようとしたんだ？　自分の命を投げうってまで、何も特別だと思っていない本を手にしようとするなんて、いくら何でもおかしいだろ』

　そんな、俺のような読書バカみたいなことを、何故……。

「私は、春海和人さんが、この絵本が特別だと言ったので、その理由を知りたかっただけです。崩落の中に飛び込んだのも、ただそれだけの」

『それは、誰かに言われて飛び込んだのか？』

「いいえ、自分の意思です」

『そうだ、お前は自分の意思で、その本を求めたんだ』

「求めた？」

『ああ、お前はその本を欲しがったんだ。それがどんな本なのか分からなくても。お前は、その本を手に入れることを求めた。読みたがった。そして、読んだ』

　目的が先だろうが、結果が先だろうがどちらでもいい。

　大切なのは意思だ。ただ、本へと向かう真っ直ぐな意思。

『結果として、お前が求めた「特別」は手に入らなかったかもしれないけど。その本は、もうお前にとってただの絵本じゃない。これから、その絵本を手にするたび、お前はその時のことを思い出す。その本に向けられた意思を思い出すんだ』

　だったら。

『それこそが、お前にとっての特別じゃないのか？』

「私にとっての、特別？」

『何が「全て同じ」だ。その絵本は、紛れもなくお前にとっての特別な本だ。何一つ同じなんかじゃない、大切な絵本だ。間違いなく読者としての姫萩紅葉の想いが込められた、本だよ』

　読者と本を繋ぐ、想い。

　読者の心に刻きざまれる、記憶。

　本の中に込められる、思い出。

　それが、春海和人が姫萩紅葉に教えたかったこと。

　一人の読者として、何も見ることをしなかった作家に対して伝えたかったこと。




　果たして、それが紅葉に伝わったのかどうかは分からない。

　ただ、俺の身体を包む手から、力が抜けるのを感じた。




「山田雛子さんの姿。あれ程にハッキリと自分の好きな本について語り、自分にとっての特別な本に情じよう熱ねつを向ける姿。あれが、本に向ける想いなのでしょうか？」

　暗闇の中、微かすかに言いよどむように紅葉は告げる。

「……もしかしたら私は、羨うらやましかったのかもしれません」

『羨ましい？』

　紅葉の言葉が僅かに震えているように感じる。

「あれ程にハッキリと、本に対して感情をぶつける山田雛子さんの姿が、羨ましかったのかもしれません。その想いが、分からないことが、悔くやしかったのかもしれません。だからこそ、知りたかったのかもしれません。その特別な本の意味を。どうやら、『特別』の意味をはき違えていたようですが」

　それは、まるで自らの中に生まれた感情に、戸と惑まどっているようで。

「春海和人さん」

『何だ？』

「本とは、凄いものなのですね」

『当たり前だろ』

　今更何を言ってるんだ。

『本には人の想いが込められる。そして、それを生み出すのが、お前達なんだろ』

「え？」

『何だよ、その反応は。お前は自分が、何者だと思っているんだ』

「何者、とは？」

『作家だろ』

「…………！」

『姫萩紅葉は、他の誰とも同じなんかじゃない。秋山忍しのぶとも、秋あき月づきマキシとも違う、作家なんだ。お前が羨ましいと思った、雛子みたいな読者の想いを生み出せるし、受け止められるんだ。だって、作家なんだからな』

「……作家。成程、作家、ですか」

　触れ合った肌から、鼓こ動どうの高たか鳴なりを感じる。たった今、初めて自分が何者だったのかと気付いたような。自らのことを知ったような。

　それこそが、紅葉が真に求めていたことだったのかもしれない。

「しかし、私にも、あんな読者がいるのでしょうか。雛子さんのように、全身で愛情を表してくれるような読者が」

『…………はぁ？』

　何を言っているんだこいつは。

『いるに決まってるだろ。つーか、お前の場合は身近にあんな分かりやすいメイドがいるじゃないか』

「身近なメイドとは、佐茅さんのことですか？　佐茅さんが、何か？」

『お、お前まさか気付いてないの？』

「何がですか？」

　紅葉の口調は変わらず、本当に何の事だか分からないようで。

　参った。こいつ、本当に周りに対して目を向けていなかったんだな。成人しておきながらあんなに感情をストレートに表現している奴もいないっていうのに。まあ、あんな偏へん執しつ的な愛され方を真っ向から受け止めていたらおかしくなるかもしれないけど。歌ってるし。踊おどってるし。一人ミュージカルだし。

『ま、まあいいや。帰ったら、あのメイドや、九郎さんとも話してみればいい』

「そうですか、分かりました」

『お前の周りには読者がいる。お前を愛する読者がいるんだから』

　作家が書いた本の先には読者がいる。それは、どんな本だって変わらない。

『それにさ、俺もいるだろ』

「春海和人さんも？」

『ああ、俺はここにいる。お前の本を読んで、お前の本を待っている読者はここにいる。あの煉獄館でだって言ったじゃないか。何なら、もう一回言ってやろうか。何の本が良い？　「沈ちん黙もくの歓かん待たい」か？　「超ちよう従じゆう者しや黙もく示し録ろく」だって「暗あん黙もくの領りよう海かい」だって何だっていいぞ。お前が書いた本を読んだ読者が確かにここにいる』

　雛子や佐茅にだって負けない。

　俺だって、全身を使って表現してやるさ。




『俺が読んだ、お前の本の話をさ』




　瞬間、紅葉の鼓動が、一際高鳴るのを感じた。

「………………」

『紅葉？　どうした？』

「……い、いえ、何でもありません！」

　珍めずらしく、慌てたような口調で。

　そこには、確かに感情が込められている。

「そうですね、楽しみにします。読者の話を聞くことを」

『ああ、いくらでも話してやるよ』

「はい、その時はまた、よろしくお願いします」

『任せろ！』

「……和人さん」

『え？』

「ありがとう」

　紅葉の両腕に力が込められる。

「私の、本を読んでくれて」






《以下の単語が用語集に登録されました》

【旅人と白猫】……　トム・フォレストの著作。七〇年前にヨーロッパで発売されて以来、世界中で翻ほん訳やく版などが販売され、今なおベストセラーとなっている絵本。いくつもの国を巡る旅人と白猫の物語。現在でも世界中で楽しまれている。

















「いた！　いたわ！」

　声と共に、差し込んだのは光。

「姫ひめ萩はぎ紅葉もみじ！　ここにいたわよ！」

　甲かん高だかい叫び声が響ひびく中、次し第だいに辺りが明るくなる。

　俺達を覆おおっていた瓦が礫れきが、取とり除のぞかれているようだ。

「助かったようですね」

『ああ、でもこの声って……うわっ』

　紅葉の手が俺の身体からだを摑つかみ、上へと滑すべらせる。圧あつ迫ぱく感が無くなり、視し界かいが開けた。

　新たな視界には、紅葉の無表情の顔。そして足の下には、かすかに胸元をはだけさせた紅葉の身体がある。

『……ってことは本当に、俺は紅葉の服の中に』

「あ！　犬もいる！　ちょっとあんた達！　大丈夫なの!?」

　俺の思考を打ち消すようにけたたましい叫びを上げるのは、秋あき月づきマキシ。

　瓦礫の隙すき間まからマキシの姿が見える。全身白ずくめのアイドル衣い装しように、ライブ用の白いジャージを羽は織おった姿。その手には大きなシャベルが握にぎられている。

　明るくなったおかげで、俺達の置かれていた状況もあらわになった。どうやら瓦礫同士の隙間、大きなくぼみの中に、俺と紅葉は半なかば嵌はまるようにして座り込んでいたらしい。

「大丈夫!?　怪け我がしてない？　無事なら答えなさい！　あんたのライバル、秋月マキシが助けに来たわよ！」

「はい、ありがとうございます」

　紅葉の返事を聞いて、マキシはとても晴れやかな笑みを浮かべる。尖とがった瓦礫の上に立ち、背後に向けて大きな声を上げる。

「みんな！　ターゲットは無事よ！　引き続き、瓦礫の撤てつ去きよ作業を開始！」

「「「「ＹＥＳ！　マキシ様の言うとおり！！！」」」」

「そっと、丁てい寧ねいに撤去するのよ！　ただでさえ半分崩ほう壊かいしているアトラクションなんだからね！　いつまた崩壊してもおかしくないんだから！」

「「「「ＹＥＳ！　マキシ様の言うとおり！！！」」」」

　辺りから怒ど号ごうが響く。マキシの叫びに答えたのは、黒いスーツにサングラスという、お馴な染じみの黒服達で。

「全く、今日はプライベートな用事だって言っていたのに、大だい門もんったらこっそり皆を派は遣けんしたりなんかして。おかしいと思ったのよね。アトラクションの隅すみの方に偶ぐう然ぜんステージ衣装が置いてあったりするし。良く見たらチラホラ知った顔がいるし」

　いや、それは気付かない方がおかしいんじゃないですかね。

　つーか、いきなりあんな衣装が出て来たのはそんな理由だったのか。よくそんな怪しい衣装に袖そでを通せるものだと思いますよ。ってことは結局、俺が途中で見かけた黒い服の人達は皆、こっそり付いて来ていたマキシの黒服達だったってことなのか。こそこそ隠れていたのは、マキシから隠れる為ため。何だよ、紛まぎらわしいよ。

「でも、良かったわ姫萩紅葉。あんたを見つけることが出来たから！」

　マキシは、心しん底そこ安心したと言うように、紅葉を見下ろす。

「あれよね、ライバルの身まで案じているあたしって素す晴ばらしく美しくって見事なまでに輝いてるわよね！　太陽の代わりに空に上がりたい!!」

「そうですか」

「あんたの車くるま椅い子すも見つけておいたわよ！　ペットのカラスもね。感謝しなさい！　この天高くマキシ輝く運命に!!」

　良く分からないことを言いながらマキシが指し示したのは、紅葉の乗っていた車椅子『天あめの鳥とり船ふね』だった。その上には、九く郎ろうさんが全身を投げ出して倒れている。ここからは良く見えないが、ピクピク動いているところを見ると命は無事なのだろう。

「ほらっ、手」

　マキシは、穴の中に身を乗り出し、紅葉に向かって右手を伸ばして来る。俺達が嵌まっている穴の深さは約二メートル程。大した高さではないが、両足の使えない紅葉には絶望的な高さとも言える。誰かの手を借りなければならない。

「これは……何ですか？」

　紅葉は、左手の中に俺を抱えたまま、自分へと伸ばされた手をマジマジと見つめる。

「べ、別に、いつまでもその穴の中にいてもしょうがないでしょ。手を貸してあげるから、早く出てきなさいよ。お礼なんて言わなくてもいいわよ。あんたは、宇宙中にあまねく輝き続ける秋月マキシ様のライバルで、ヒナの、恩人なんだから……ね」

　マキシは紅葉に向かって右手を伸ばし続けたまま、珍めずらしく歯切れの悪い様子でごにょごにょと呟つぶやく。

「だから！　これはそう！　友情の握あく手しゆよ！」

　そう、目を逸そらしながらマキシは叫ぶ。

　まあ、これもマキシらしいと言えばらしいのかもしれない。

「成なる程ほど、友情の握手ですか。初めて見ました」

　マキシが紅葉に向けて右手を伸ばし。

　紅葉もまた、右手を伸ばす。

　紅葉の手を、マキシが強ごう引いんに握る。

　こうして、二人の作家が繋つながった。




　マキシと、黒服達の手を借りて穴の中から這はい出でる。

　そのまま紅葉は車椅子へと着席する。九郎さんは紅葉の膝ひざの上に身を投げ出し『モミジーモミジー』とうわ言を呟いている。

「こ、これで、貸し借りは無しよ！　後で借りとか言っても遅いんだからね！」

「はい」

　軽く赤面しながら告げられたマキシの言葉に、紅葉も頷うなずき返す。

「じゃあ良いわ！　明日からはまた、ライバルとして争うんだから！　覚悟しておきなさい、そしてあたしを称たたえなさい!!　この輝き続ける秋月マキシを!!」

「分かりました。山やま田だ牧まき子こさん」

「まっ!?」

「どうしましたか、山田牧子さん」

　紅葉の言葉に、マキシはハトが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くらったような驚おどろきの表情を返す。

「あ、あんた。な、何で、その名前を……？」

「違うのですか？　山田雛ひな子こさんの姉で、お揃そろいの字が入る、更に自分を『マキ姉』と呼んでいたので、てっきり『山田牧子』さんだと思っていたのですが。ひょっとして字が違いますか？　『真紀子』もしくは『槇子』でしょうか？」

　そんな、この状況とあまりに場違いな会話を繰くり広ひろげる紅葉の前。

「そ、そ、そ」

　いつも以上にマキシの様子がおかしい。

　壊こわれたラジオのように、意味の無い音を発し。

　古い洗せん濯たく機きのようにガタガタと震えている。

『な、何だ？』

　マキシの異常に、雛子の言葉を思い出す。

　確かマキシの名前は、雛子と同じ文字が入っていて。そして。

　──名前を呼ぶと、急に叫び出す。

「そ、そ、そ、そそそそ」

　目の前、マキシの顔色が変わる。

　青せい磁じのように青く。次いで烈れつ火かの如ごとき赤へと変化し。

「その名を呼ぶなああああああああああああああああああ！！！！」

　叫んだ。

　絶叫。マキシのアイドルとして鍛きたえ上あげられた声量。

　その衝しよう撃げきの影えい響きようか。

　あるいは、元々限界だったのか。

　質量すら感じさせるマキシの叫び声によって、半ば崩壊していたアトラクションの壁に、更なる亀き裂れつが走った。

『なっ!?』

「あ！　ちょっ、ちょっと待って！　今のナシ！　カット！　ストップ！　テープ戻してええええ！」

　絶妙なバランスの上に成り立っていた瓦礫が、再び崩壊を始める。

　初めに、最も天てん井じように近い部分、大きな塊かたまりとなった瓦礫が崩くずれた。

　地面に向かって落下する。

　その下にいるのは。

「ヒナッ!?」

『雛子!!』

　崩落した瓦礫が向かうのは、危険から逃れる為ために一人隅の方で待たい機きしていたマキシの妹、雛子。

　瓦礫が、雛子に向かって真まっ逆さかさまに落ちて行く。

「……え？」

　雛子は顔を上げ、見た。自らへと迫ってくる瓦礫の姿が、その大きな瞳ひとみの中に映うつり込こむ。

「ヒナ、動いて！　逃げて！」

「え、お姉、ちゃん？」

　迫る危険。しかし雛子は事態の把は握あくが出来ていないのか、その場所から動こうとしない。何が何だか分からないという顔のまま。ただ、その足が震えている。

「誰か、誰かいないの!?　ヒナを助けて!!」

　マキシの叫び声。しかし今、黒服達は皆、瓦礫の撤去を行っている。本来なら雛子を護ご衛えいする筈はずの黒服も、皆。雛子の傍そばには誰もおらず。

　雛子を守る者は、いない。

「ヒナアアアアアアアアアアアアアア！！！！！」

　絶叫。

　マキシの悲ひ鳴めいが、再度アトラクションを揺らす。

　崩落した大きな瓦礫が、雛子の小さな身体へと迫る。

　誰もがそれを見て、凍こおり付ついたように動きを止めた。

　音すらも止まったような一瞬の静せい寂じやく。

　そして。




「……邪じや魔まよ」




　その声が届いた時には、全すべてが終わっていた。

　何もかもが、斬きられ砕くだけて破は壊かいされた。

　徹てつ底てい的な蹂じゆう躙りん。甲高い金属音と共に、瓦礫がバラバラに解体され、空中に飛び散った。

　木こつ端ぱ微み塵じんに破は砕さいし、細かい砂さ礫れきとなって落ちる、瓦礫だった物。

　なおも雨のように落ちて来る細かな破は片へんと、もうもうと吹き上げる土つち煙けむりを、手にしたハサミの一いつ閃せんが、一瞬で吹き飛ばす。

　風を切って、現れたのは人影。

　影のような、黒ずくめの衣装。波打つ黒くろ髪かみと、そして赤い視線。

　手には、たった今瓦礫を裁さい断だんし尽くしたハサミを持って。

　期待通りに、常識外れの。

「私の前に落ちて来るだなんて、生なま意い気きよ無む機き物ぶつ」

　夏なつ野の霧きり姫ひめが、そこにいた。




「また随ずい分ぶんと瓦礫だらけだけど、遊園地の自覚が無いのかしら。全然楽しくないわよ、まったく。ああもう空気も悪いし。凄すごくイライラする。とりあえず斬り尽くしてあげようかしら」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんで、傍ぼう若じやく無ぶ人じん。ハサミを振るって、巨大な瓦礫を破壊し尽くした。

　その無む茶ちや苦く茶ちやな様子を見て、全身の力が一気に抜けるのを感じる。

『……は、はは』

　何も言えない。

　何も、言うべきことは無い。

　このタイミングでの登場、そして大暴れ。

　まったくもって、こっちの期待に応こたえてくれる。

　多大な破壊と引き換えに、全てをどうにかしてくれる主人公が現れたのだから。




「全く、何で揃いも揃って、こんな撤去間ま際ぎわのアトラクションなんかにいるんだか。外の看かん板ばんが見えなかったとでも言うのかしら？」

「お、お姉ちゃん、誰？」

　突然現れた夏野に恐る恐る声をかける雛子。良かった。とにかく無事のようだ。

　マキシは、雛子が無事だったことで気が抜けたのか、傍にいる黒服達に支えられている。その顔には、心底安心したような、ゆるんだ笑みが浮かぶ。

　しかし、夏野が瓦礫を斬り尽くしたことで、安心したのも束つかの間ま。

　轟ごう音おんが、周囲に響く。更なる崩落が始まった。天井、壁から瓦礫が、パラパラと辺りに落ちて来る。

「にゃっ!?」

「大丈夫よ幼女。何でこんなところにいるのかは知らないけど。瓦礫の一つや二つ、私の敵じゃあないわ」

「え？　え？」

「ただね、あんまりここから離れない方が良いわよ。流石さすがにこれだけの数と大きさだと……ねッ!!」

　一閃。

　夏野のハサミが振られた先、瓦礫が消失する。

「一人で全部を斬り落とすっていうのは、少し厳きびしいかもしれないわね」

　そう言う間にも、段々と落ちて来る瓦礫の数が増してくる。最初は小石程度だったものが、今はこぶし大の大きさとなっている。瓦礫の落ちる範囲も広がり。夏野と雛子のいる外がい縁えん部ぶだけでなく、中央の俺達の上にも瓦礫が降って来る。

『お、おい俺達もいい加か減げん避ひ難なんした方が良いんじゃないのか？　早く、夏野達と合流して』

「いえ、その必要はありません」

　しかし、紅葉は無表情のまま、その場を動こうとしない。

『何で……って紅葉！　危ない!!』

　紅葉の頭上にも、瓦礫がいくつも降って来る。このままでは直撃する軌き道どう。周りの連中は皆、雛子達の方に気を取られて気が付いていない。気が付いているのは、俺だけ。

　せめて、体当たりで紅葉を直撃コースからずらそうと、後ろ足に力を込めて。

「……うちのお嬢じよう様さまに、何をするんだい。無機物風ふ情ぜいが」

　斬ざん撃げき音と同時に、瓦礫が消失した。

　いつか聞いた時にはトラウマ発生装そう置ちだったその斬撃音も、今この場においては頼りになる音としか聞こえない。

　臙えん脂じ色と白を基調にしたエプロンドレスに身を包み、立たち塞ふさがるもの全てを蹂躙し、清せい掃そうし尽くす為のホウキを手にした、姫萩紅葉のメイド。

　森もり部べ佐さ茅ちが、そこに立っていた。




「申し訳ありません、お嬢様。遅くなってしまいまして」

「いいえ、構いません佐茅さん」

　紅葉は相変わらずの無表情で。しかしその中には、僅わずかな安あん堵どが見えた。

　無言で傍に立った森部佐茅の方を見つめ、命令を告げる。

「それよりも、お願いします」

「はい、お嬢様。清掃を開始します」

　主あるじから命令を受けたメイドが、吠ほえる。

「ハサミ女！」

　声をかけるのは、もう一人の戦鬼。

「何よ、ホウキ女！」

「どうだい？　連れん携けいで行こうじゃないか！」

「連携って、まさかあれのこと？　いきなり実戦でやるつもり？」

「何だい。まさか自信が無いって言うんじゃないだろうね」

「冗じよう談だん！」

　佐茅の掛け声に、瓦礫を斬り続けていた夏野も威い勢せいの良い返事を返す。

「そっちこそ大丈夫なんでしょうね？　大切なお嬢様を守りたかったら斬きり漏もらすんじゃないわよ！」

「言うじゃないか。ヘマしたら、掃はいて捨ててやるよ！」

「こっちだって。バラバラに斬きり裂さいてやるわよ！」

　二人は、お互いの得え物ものを構え、笑顔を向け合う。




「行くわよハサ次郎！　一いつ切さい合がつ財さいぶった斬るわよ!!」

「さあ仕事だよ穢殺刃ケガレザツパー！　隅から隅まで清掃し尽くすよ!!」




　二人の戦鬼が飛び立つ。

　あれほど絶望的だった状況が、一瞬で塗ぬり替かえられていく。

　落ちて来る瓦礫を、夏野が空中で細かく切り刻み。

　下で待ち構えている佐茅が、その破片を分解していく。

　夏野が足を取られそうになれば、その地面を佐茅が平らに均ならし。

　佐茅に瓦礫が落ちそうになれば、夏野のノールック斬りで消し飛ばす。

「やるわよ、ホウキ女！」

「合わせな、ハサミ女！」

　夏野が、佐茅の持つ穢殺刃に飛び乗って。

　穢殺刃が、見たことが無いくらいに無茶な変形をして。

　佐茅がそのまま、夏野をぶん投げつつ。

　そして二人、宙を舞う。




「「合体奥義!!　ブラックメイドデストラクション！！！！」」




　そうして。

　二人の戦鬼の合体奥義が。

　落ちて来る全ての瓦礫を消し去ったのだ。




『何やってんだお前達はああああああああ!?』

　お前達、いつの間にそんなに仲良くなってるの？　さっきはあんなに険けん悪あくな様子だったよね？　何か変な物でも食べたの？　それともいつもの、喧けん嘩かした後の河原かわらの番ばん長ちよう的展開なの!?　ああもうどこからツッコめばいいのか分からねえよ！

　駄だ目めだ。こいつら相手には最早ツッコんだ方が負けだということは分かっているのに、思わずツッコミが飛び出てしまう。だっておかしいだろ。合体奥義って何？　何い時つの間にそんな物を仕込んでたの？　愛と友情のツープラトンなの？

「ふう、まあこんなところかしら」

「そうだね。後は大物だけだ」

　そうして、ほとんどの瓦礫が粉ふん砕さいされて。

　夏野と佐茅が、俺達の傍へとやって来る。

「あれ、イケると思うかい？」

「中々骨がありそうな獲え物ものね。まあ、やってやれないことはないと思うけど」

「そうだね。ちょっと試してみるか」

『そこのナチュラルボーン切り裂き魔のお二人、どうしてそう普通に、あれを斬る算さん段だんを立てているんですか？』

　二人が見上げるのは、天井の中央に残った一ひと際きわ大きな瓦礫。このアトラクションがまだ健在だった頃は、城の尖せん塔とうだったと思おぼしき瓦礫の固まり。落ちて来る様子は見られないものの、しかしいつ崩落してもおかしくはない。

　あの巨大な瓦礫を、全て一気に破壊するなんてことは無理だ。下へ手たに素人しろうとが手を出したら危ない。この、ハサミとホウキを構えてやる気満々の人達は完全に素人ではないとは思うけれど。とにかくアレは無理だよ。

　これだけやったのだ、後は専門業者に任せよう。

　何だかんだで色々あったけど、無事怪我人も出ていない。危険に晒さらされていた雛子も、既すでにマキシと黒服達が保護している。何も問題は無い。もう最初から何も無かったということで良いじゃないか。

　そう全てを纏まとめようとして。

　しかし、それを遮さえぎる声。

「和かず人ひとさん」

『どうした、紅葉……ぅえ!?』

　振り向いた先、紅葉の車椅子がまたもや変形を遂とげていた。

　巨大なジャッキのようなものが、ホイールの表面から生え、車椅子を地面へと固定している。椅子に座る紅葉の顔の前に、左目だけを覆うバイザーのようなものが降りてきた。そこには照準が描かれている。更に右手のアームレストから、先端を切り詰めた銃のようなものが出現し、前方へとスライド。銃口に当たる部分にも同じく照準が描かれており、バイザー越しの紅葉の視線と合致することで、何かを確定したように一瞬輝く。

　紅葉の指が、引き金に掛かる。明らかにやばいことが起こりそうな、その発射装置に。

　紅葉は、無表情で瓦礫を見つめている。

　既に見慣れたその無表情が、今は、凄く怖い。

「撃うちます」

『……え？』

　紅葉さん？　何言ってるの？

「あれを見て下さい」

『何が……って？　え？』

　紅葉が指差した先、巨大な瓦礫を見上げる。そこに描かれていたのは。

『……赤鬼？』

　瓦礫には、大きな王おう冠かんを被かぶった赤鬼のマークがでかでかと描かれていた。

「赤鬼は撃たなくてはなりません」

『ちょっ、ちょっと待てい!!』

「これで止とどめを刺しますので」

　紅葉は抑揚の無い、いつもの声で告げ、そのまま引き金を引く。その行動には、一切のためらいがない。

『何なの、赤鬼に何か恨うらみでもあるの!?』

　紅葉が座っている車椅子の背部が大きく開口し、カタパルトのようなものが斜ななめ上方へと迫せり出だしていく。次いで、そのカタパルトを固定するようにアームが飛び出し。

　そして最後に、真しん打うちたるものが登場した。

　弾だん頭とう。ミサイル。

　それはただの破壊力。どう考えても殲せん滅めつ兵器で。




「天鳥船。システム『建御雷たけみかづち』起動」




「──撃ちます」

















《以下の単語が用語集に登録されました》

【ブラックメイドデストラクション】……　夏野霧姫と森部佐茅が、戦闘中に偶然編み出した合体必殺技。ハサ次郎と穢殺刃の破壊力がそれぞれ倍加し、更に二倍のジャンプと三倍の回転が加わることにより、全ては灰かい燼じんに帰きす。

【天鳥船】……　姫萩紅葉の乗る車椅子。武器職人、大おお洗あらい赤しやつ口くの作品。様々なシステムが組み込まれており、手元のデバイスを操作することで、複数のモードに変形が可能。勿もち論ろん、車椅子としての座り心地も快適という、まさに至し極ごくの一品。攻撃から防御まで、一通りのことがこなせるその姿はまさに移動要よう塞さい。

【システム：天あめの浮うき橋はし】……　天鳥船『情報収集モード』。周囲に存在するネットワークに侵しん入にゆうすることで、情報収集を行う。多大な情報を一度に処理することになる為、搭とう乗じよう者しやの能力も問われる。

【システム：建御雷】……　天鳥船『殲滅モード』。背部に内蔵されていた巨大ミサイルを撃ち込むというシンプルなものではあるが、小さな建造物程度ならば根こそぎ吹き飛ばす程の威い力りよくがある。






　かくして、それぞれの凶きよう器きと狂きよう気きの宴うたげのもと。

　古こ城じよう型アトラクション『ＡＲＭＡＧＥＤＤＯＮ』は、崩落した瓦礫ごと、この地上から跡あと形かたもなく存在を消し去られたのだった。

　これで本当に良かったのか。

　もはや、あらゆる意味で台無しなんじゃないのか。




『ぬわー！！！』

　紅葉の発射したミサイルの爆風により吹き飛ばされることになった俺。

「何よ駄犬、そんな中年男性みたいな悲鳴を上げて、情けないわよ」

　そんな俺を受け止めたのは、夏野霧姫と銀色のハサミの刃だった。

『ナツノサン!?　ナツノサンナンデ!?』

「何よその態度は。せっかく助けてあげたのに、何か不満でもあるというの？」

　いや、不満か不満じゃないかと言われれば。不満しかないことは確定的に明らかなのですが。

「ゴチャゴチャとうるさいわね。終わり良ければ全て良しって言うでしょ。瓦礫は全て破壊した。崩落による危険は去った。被害者はいない。オールオーケーじゃない。何か文句があるの？」

『むしろ文句しかねえよ！　何がオールオーケーだよ！』

「あら、全員無事じゃないの。被害者なんていないでしょ？」

『いるよ！　ここに！　なう！』

　何を綺き麗れいに纏めようとしていますか、この人は。

「あら、どこがおかしいと言うのかしら？」

『お前の目は節ふし穴あななの!?　俺の首回りがマッハでピンチでしょ!?』

　そう、現在俺の首は、両側から二枚の刃に挟まれている。刃の銘めいはハサ次郎。夏野の持つ銀色のハサミ。先程、瓦礫を砂へと変えたハサミである。

「おしゃれよね」

『おしゃれじゃねえよ！　刃と肌の隙間が一ミリも空いていないせいで、大事な脈みやくと肉がドキドキウォッチングだよ！』

「お　し　ゃ　れ　よ　ね　？」

『はい』

　有無を言わせぬ夏野の迫力に、反射的に肯こう定ていの言葉がこぼれる。これが恐怖！　身体が無意識に従じゆう順じゆんを選択してしまう！

「私もね、少し反省が必要だと思っていたのよね」

　突如飛び出た『反省』という似合わない言葉に、えも言われぬ恐怖を覚える。

「ちょっとね、最近少し甘かったかなって」

『甘い？　何がだよ』

「アナタの扱いについてよ」

『……はぁ？』

　え、何言ってんのこいつ。甘くないよ、全然スウィートじゃないよね。カカオの割合九〇パーセントオーバー、泥もかくやとばかりの超ビターですよ。

「だからね、今後はもう少し厳しくしようかと思うの」

『いや、その理屈はおかしい』

「ど　こ　が　お　か　し　い　の　か　し　ら　？」

『おかしくないです。はい、何もおかしくない』

　何これ。反論の隙が全く無いんだけど。今日の夏野さんってば、気合の入りようが半はん端ぱじゃないよ。

「まあ、帰ったらハサ次郎でのお仕置きフルコースをするとして」

　あ、決定なんですか、それは。

「少し、ハッキリさせておきたいことがあるんだけど、いいかしら？」

『な、何ですか？』

　夏野の顔が間ま近ぢかに迫る。吐と息いきが直接かかる程の近さ。

「アナタは、私の犬よね？」

『……はぁ？』

「わ　た　し　の　い　ぬ　よ　ね　？」

『はい。私めはアナタの犬です』

　やばい、これは一言でも逆らったら殺される流れだ。厄やくい。

「そう、私の犬よ。それなのに、私の犬なのに、何な故ぜ朝起きた時にアナタは私の家にいなかったの？」

『え、えーと』

「ねえ、何故、姫萩紅葉の家にいたの？」

　やばい、どうしよう。夏野さんをなだめる為に姫萩家の総力を結集する筈だったのに。この状況はマズイ。姫萩一家はどこに消えた!?

「……この期ごに及およんでも姫萩、姫萩って。アナタ、まさか私より姫萩紅葉の方が良いって言うの？　姫萩紅葉の元へ行こうって言うの？」

『え？』

　顔を上げる。目の前には夏野霧姫の赤みがかった大きな瞳。その瞳が何だか、泣きそうに震えているようで。先程瓦礫を粉砕し、アトラクションを無に帰した自信満々な人物とは、全くの別人のようで。

『……夏野』

「どうなの、かしら？」

　俺を見つめる大きな瞳に吸い込まれそうになる。

　思わず、手を伸ばしそうになる。

『何言ってるんだ。お前が一番だよ』

「……え？」

　考えるよりも先に言葉が出た。

　いや、そもそも考える必要なんてない。

　瓦礫の中で紅葉に語ってみせた、一冊の特別な本。思いを込めた、特別な本。

　それは本来なら順位を付けるようなものではないけれど、俺にとっての一番の特別は、いつまでも変わることなく秋あき山やま忍しのぶの本だ。

　共に生と死を乗り越えた、秋山忍の本。

　それは思考するべくもない、当たり前のこと。

　だから告げる。

『何度も言わせるなよ。春はる海み和人にとって、一番の作家は秋山忍だ』

　俺にとっての特別な、一番の作家の名前を。

　目の前にいる、ハサミを構えた作家に向けて。

『つーか、今まで何やってたんだよ。俺はてっきりお前が付いて来てると思ってたから、色々と無茶したりもしたんだぞ。ちゃんと付いて来てくれなくちゃ困るだろうが』

　そう、考えてみれば俺は最初から夏野が付いて来ていることを前提に考えていた。逐ちく一いち、夏野の影に怯おびえていたし。あらゆる行動に夏野の匂においを感じ取っていた。

　それは何故か。

　いや、考えるまでもない、当たり前のことだ。

　俺は、今まで一緒に居続けた、秋山忍の読者で。

　これからも一緒に居続ける、秋山忍の犬だ。

『だから、どこにも行かねえよ、お前の傍にいる。ずっとな』

　そう、愛する作家に向けて告げた。




「……………………」

　長い沈ちん黙もく。夏野に抱え上げられたままの体勢。しかし、夏野自身が俯うつむき、顔を隠しているせいで表情は見えない。

『な、夏野さん？』

　大丈夫？　もう怒ってない？　恐る恐る声をかけようとして。

『ギョワー!?』

　俺を挟んだハサミの刃が狭せばまる。

『ハサミ！　ハサミ当たってるよ!?』

「いいわ、アナタの言いたいことは、よく分かった。よーくね」

　同時に顔を上げる夏野。赤みがかった大きな瞳が爛らん々らんと輝いている。そこには、さっきまでの不安そうな表情など微塵もない。生気に満ち満ちている。

「それなら、今日のお仕置きは一つだけで許してあげる」

『え、お仕置き、するの？』

「当たり前じゃないの。何を言おうと、アナタがあの姫萩紅葉のところに行っていたっていう事実は覆くつがえらないのよ」

　何てこった。いい感じにまとめの雰ふん囲い気きっぽかったから、もうこれで終劇かと思っていたのですが、駄目なんですか。

「大丈夫よ。別に、そんな無茶なことは言わないから」

『信用ならない！』

　今まで受けて来たお仕置きの数々が、瞬間的に頭をよぎる。どれ一つとっても、後々に深刻な心的外傷を残す粒ぞろいだ。これはやばい。

　そんな風にして、恐怖に苛さいなまれる中、目の前で、夏野の口が開く。

「アナタ、自分の名前を言いなさい！」

『…………はぁ？』

「勿論、フルネームでね」

　名前？　何で、急にそんな事を？

「さあ言いなさい。アナタの名前は、なんて言うのかしら？」

　しかし、文句を言おうにも未いまだに夏野の持つハサミは俺の首筋に触れているのだ。下手な事は言えない。今は大人しく従うべき。

『は、春海和人ですが、何か？』

　名前を告げる。物心ついた時から、ずっと慣れ親しんだ自分の名前を。

「いいえ、違うわ」

　否定の言葉と共に、ハサミの刃が狭まる。

『ぎょわぁ!?　ご、ごめんなさい！　何だか分からないけどごめんなさい！』

「…………夏野和人」

　ボソリ、と。

　囁ささやくように夏野が呟く。

「夏野和人、よ」

『へ？』

「アナタの名前は、夏野和人」

『夏野って、それはお前の名字だろ。俺にはちゃんと春海っていう』

　ハサミの刃が肉に食い込む。

『間違えました！　名前、間違えました！　和人うっかり！』

「よろしい。それじゃあもう一度アナタの名前を言ってみなさい」

『な、夏野和人、です！』

　瞬間、夏野の顔に笑みが浮かぶ。ここしばらく見ないぐらいの満面の笑みだ。背後にペカーと後ご光こうが差したかのような笑顔。そんな笑顔のまま、夏野の言葉が告げられる。

「はい、アナタのお名前は？」

『夏野和人です』

「ワッチュアネーム？」

『夏野和人です』

「ＳＡＹ　ＹＯＵＲ　ＮＡＭＥ」

『夏野和人です』

「えへへ、夏野和人。えへへへへ」

　どうしよう。夏野の笑顔が留とどまることを知らない。段々怖くなってきた。顔も赤いし。呼吸も荒い。あと笑い声が怖い。

「よろしい。それじゃあ、お家うちに帰りましょうか」

『え、もう帰るの？　周りの後処理とかしなくていいの？』

　夏野の腕の中から地面へと下ろされる。

「そんなのは、あの白いの達がやるでしょ。それにすぐに帰って書かなきゃいけない書類もあるしね。えーと、今日は四月一五日ね。区役所はやってるわよね。カレンダーに印しるしをつけておかないと」

『え？』

　書類って何？

　何で区役所が出て来るの？

　何で日付を確認したの？




「お待ち下さい」

　歩き始めた夏野を追いかけようと一歩を踏み出そうとして、後ろから声をかけられる。

『……何だ、その格好？』

　振り向けば、そこにいたのは姫萩紅葉と、森部佐茅の二人。

　しかし、その二人の様子がどう考えてもおかしい。

「これは、お姫様抱っこというものです」

　紅葉は、佐茅の首に両腕を回しながら、無表情な顔でこちらを見下ろしてくる。

「天鳥船は、『建御雷』を発射した後だと、熱くてしばらく座れないのです」

『あ、ああ、そうなんだ』

　それは果たして、車椅子としての機能を全まつとうしているのだろうか。

　まあ、紅葉に抱きつかれる形になっている佐茅が、昨今見ないぐらい恍こう惚こつの表情を浮かべているので放ほうっておくことにしよう。

「何の用かしら姫萩紅葉。私達、夏野霧姫と夏野和人はもう帰るつもりなんだけど？」

「夏野和人？　春海和人さんではなかったのですか？」

「ふん、それはついさっきまでの名前ね。今からこの犬は夏野和人よ」

「そうなのですか、和人さん？」

『どうやら、そういうことらしいです』

　とりあえず飽あきるまでは付き合おう。何だか機き嫌げんが良いみたいだし。わが身が大事だ。

「そうですか。ですが、まだ正式な名前ではないのですね。でしたら、何の問題もありません」

　紅葉は、無表情のまま一つ首しゆ肯こうする。

「言うじゃない。それで、何の用？　私達は忙しいんだけど」

　行く手を遮られる形になった夏野は、不機嫌そうに紅葉に告げる。

「はい。山田雛子さんの絵本についてお話がありまして」

『雛子の絵本？』

　それは、今日俺達が探し続けた絵本。雛子の持つ『旅人と白猫』のことだ。

『って紅葉、アレはお前が持っていたんじゃないのか？』

「はい、確かに先程までは私が持っていましたが」

　こちらに向けて、手をヒラヒラと振ってみせる。

「二度目の崩落の際に手放してしまったようです。恐らく、先程の瓦礫の中に埋まってしまったのではないかと」

『なっ!?』

　紅葉の背後、既に瓦礫とは呼べなくなった砂の山を見る。夏野達の破壊活動のせいで、全て粉砕され尽くしてこんな状態になってしまったのだ。もし、あの中に埋まっていたのだとしたら、もう絵本など。

『じゃ、じゃあ絵本は……』

　楽しそうに、絵本について語っていた雛子の顔が浮かぶ。あれほど大切にしていた絵本を失わせてしまった。

　なんて言って謝あやまればいいのか。

　いや、そもそも謝って済む問題なのか。

「絵本って、これのこと？」

『ええっ!?』

　夏野が、ヒョイと服の中から取り出したのは『旅人と白猫』。名前も書いてある。確かに雛子の絵本だ。つーか、何で持ってんの!?

「やはり、持っていましたか」

「あら、気付いていたのね」

「ええ。先程、空中で瓦礫を斬る前に、夏野霧姫さんがその絵本を手にしたのを見ていましたから」

「ふうん、中々良い目をしているわね。そのホウキ女に斬り刻まれるのも癪しやくだったから、保護しておいたんだけど……それで、この絵本がどうかしたの？」

　紅葉は、絵本に視線を向けながら無表情で告げる。

「それは、私達が探していたものです。こちらに渡して頂けますか」

　佐茅さんに抱きかかえられたまま、紅葉は夏野に向けて右手を伸ばした。しかし、夏野は一瞬だけ何事かを考えるように俯くと、

「姫萩紅葉、この絵本を渡さないと言ったら、アナタはどうするの？」

　そう、手の中の『旅人と白猫』を弄もてあそびながら答えたのだった。




「……ハサミ女、あんた」

　紅葉を挑ちよう発はつするような夏野の物言いに、佐茅の表情に険けんが浮かぶ。

「佐茅さん、構いません」

「くっ……はい、お嬢様」

　夏野に食ってかかろうとした佐茅は、紅葉の言葉で引き下がる。

『……夏野？』

　俺を見つめる夏野の瞳にも強い光が込められている。『アナタは黙っていなさい』と視線だけで伝えられているようで、喋しやべることが出来ない。

『…………』

　佐茅の肩に停まった九郎さんは、何も言わずに紅葉と夏野の二人を見つめている。

「渡すつもりはないという事ですか？」

「いいえ、そんな事はないわよ」

　夏野と紅葉の間で言葉が交かわされる。こうなっては、今の俺達に出来るのは、ただ見守ることだけ。お互いの傍に立つ作家の言葉を聞くことだけだ。

「では、何故？」

「別に、気になるだけよ」

「何が、でしょうか？」

　夏野が真まっ直すぐに告げる。

「どうして、アナタがこの絵本を欲しがるの？　だって、これはアナタの絵本ではないでしょう？」

　掲かかげた絵本には、大きく『やまだひなこ』と雛子の名前が書かれている。

「まさか、『姫萩紅葉』はペンネームで、本名は『やまだひなこ』って言うんじゃないでしょうね？」

「いいえ、私の本名は姫萩紅葉です」

「じゃあ、なおさら何故、この絵本を欲しがるの？」

「私がその絵本を欲しがってはいけませんか？」

　紅葉は無表情のまま、しかし強い語ご調ちようで夏野に問いかける。

「誤解しないで。いけないなんて思ってないわ。ただ知りたいだけ。私は、作家だから。知りたいと思ったことは知らなくては気が済まないの」

　反撃するように、夏野も強い語調を返す。

「私の知る姫萩紅葉は、本についての興味を持たず、作家についての興味を持たず、そして読者についての興味を持たない奴だったわ。あの新しん稲いな葉ばタワーの時も、煉れん獄ごく館かんの時も、それは変わらない。だから気になるのよ。そんなアナタが、何故この絵本を欲するの？　ねえ姫萩紅葉、教えて頂ちよう戴だい」

　向けられた視線。告げられた言葉。

　その問いに、姫萩紅葉は静かに答える。

　その掌てのひらの中にあるものを。

　その胸の中に抱えたものを。




「……知りたいと、思ったからです」




「私にとって、あまりにも興味の無い他者のことを。あまりにも興味のない世界のことを、本のことを、作家のことを、読者のことを。そして、あまりにも興味のない全ての想いを、知りたいと思ったからです」




「そう思わせてくれた読者がいたのです。私は、そんな事まで教えてくれとは頼んでいないというのに。無理矢理に教えてくれた読者が。そして、分かったのです。私は、まだ何も知らないという事を」




「だから、渡して頂けますか、夏野霧姫さん。私には、その本が必要なのです。その本を待つ読者の想いを聞かなければなりません。私は知らなければならないのです。読者の想いを」




　それは。

　読者のことが分からず。

　読者の想いを知らず。

　読者に対する想いも持たず。

　ただ、書き続けてきた姫萩紅葉が初めて手にした。

　意思の言葉だった。




「だって、私も〝作家〟ですから」






《以下の単語が用語集に登録されました》

【山田雛子】……　秋月マキシの妹。埼さい玉たま県Ｓ市在住。小学二年生。山田家では弟の小こ太た郎ろうに対しお姉さんぶったりもするが、マキシと一緒にいる時はべったりと甘える生きつ粋すいのお姉ちゃんっ子。将来は、姉のようなアイドルか、作家のどちらかになりたいと思っている。


















　　　四月　一六日






　大おお洗あらいアベンジャーランドでの騒そう動どうから一夜明けた翌よく日じつ。

　俺は無事、夏なつ野の家のリビングにある、寝床で目を覚ますことが出来た。

　良かった。今日も目を覚ました時に姫ひめ萩はぎ家にいたらどうなっていたことか。昨日は、朝から慌ただしかったせいで、ほとんど本が読めなかったのだ。

　今日こそ、本を沢山読んで、沢山本の世界に浸ひたらなければならない。

　これは生死に関かかわる事態だ、遊びじゃないんですよ？

　だというのに。




「だから、何でここに居い座すわっているのよ。あんた達の家は隣となりでしょ」

「まあまあ、良いじゃないか。ほら、この前のお礼だってしてないんだしさ。キッチンを貸してくれれば、朝食ぐらいなら私が作るからさ」

「昨日、執しつ拗ように私をホウキで襲おそい続けた奴の言う言葉かしら。アナタにやられた服のクリーニング代を請せい求きゆうしてもいいのよ？」

「何を言うんだい。私だって、あんたのハサミのせいで、ミニスカートになっちまうところだったんだよ。全く、ミニスカートのメイド服なんて。機き関かんにいた頃だったら速攻で粛しゆく清せい対象だよ。あ、お嬢じよう様さま。お茶のおかわりをどうぞ」

「はい、ありがとうございます」

『紅葉もみじ！　昨日のアトラクションをヒントにして新しいトラップを考えてみたんだ。いいかい？　まずは、中央のボタンを押すと赤あか鬼おにが出てきて』

「…………」

『僕を無視しないでええええ！！！』

　何でいるの、こいつら。




　後から話を聞いてみれば。

　夏野と佐さ茅ちの二人は、姫萩家の玄げん関かん口ぐちでの決けつ闘とうもそこそこに、すぐに俺達を追う動きにシフトしていたそうで。追いかける夏野霧きり姫ひめ、それを邪じや魔まする森もり部べ佐茅という形で、ご町内を始めとして、至る所に消えない傷きず跡あとを残していたらしい。

　現代風アトラクション『ヴィクトリーロード』に遺のこされた傷跡もその一いつ環かんで、初めに俺と紅葉が通過した後に行われた一三分間に及ぶ闘いは、まさに死闘と呼ぶにふさわしかったそうだ。何度も聞こえた爆発音も、結局は二人のぶつかり合いによって発生した衝しよう撃げき波はが、偶ぐう然ぜん近くに存在した爆発物に引火したとからしい。いいのかそんなんで。つーか、本当に一体何をやっていたんだこいつらは。周りに迷めい惑わくかけ過ぎだよ。

　つまるところ『どうせ夏野は付いて来ているだろう』という俺の予想は当たっていたのだ。いつも酷ひどい目に遭あい続けている経験が生きたというものですね。




「ちょっと！　この家はお客にお茶も出さないの!?」

　そして、何な故ぜか当たり前のようにいる人物がもう一組。

　昨日の遊園地の一件でも絡んで来たアイドル作家の秋あき月づきマキシが、リビングの中央で気き炎えんを上げている。

「ねえ、白いの」

「何よ、黒いの」

「アナタ、最近良く見るけどちゃんと原稿書いてるんでしょうね？　いくらアイドルと作家の二足の草鞋わらじを履はいてるからって、それを言い訳に弛たるんでちゃ駄だ目めよ？　うちに来る暇ひまあったら、その分執筆した方がいいんじゃないの？」

　夏野が本気で心配していた。

「う、うるさいわね！　分かってるわよ！　この後ちゃんと執しつ筆ぴつのスケジュールは取ってあるんだから！　あたしは本気出したら一瞬なんだから！」

「マキシの執筆速度は、まあ中の上といったところだろうな。ただテンションによってかなり左右される。良いことがあった時は一晩で一冊分書き上げることもあるし、何かに躓つまずくと、随ずい分ぶんと遅れることもある。昨晩は、随分と筆が進んだそうだが、何か良いことでもあったのか？」

　後ろに控えた、禿とく頭とう黒服の編集者仏ほとけ坂ざか大だい門もんが、マキシに向かって告つげる。

「ちょっ、うるさいわよ大門！　黙ってなさいよ！」

「おいおい。どうしても用事があると言うから、わざわざドラマのロケ前の時間を縫ぬってここまで来たのに、その言いぐさは無いだろう」

「何よ、用事って？」

「あんたにじゃないわよ！　用事は姫萩紅葉、あんたによ！」

「私、ですか？」

　マキシは、トートバッグの中から取り出した白い封ふう筒とうを紅葉に向かって突き出す。

「そうよ、あんた宛あての手紙を預かって来たの。ほら！」

「これは、手紙、ですか」

「何それ、アナタが書いたの？　どうせまた碌ろくでもないことが書いてあるんじゃないでしょうね？」

「あたしじゃないわよ！　書いたのはヒナ。あたしの妹よ。あたしはただ渡しに来ただけ。そう、妹の為ためにあえて裏方をかってでるあたしってば超輝いてるわよね！」

　紅葉は、マキシから受け取った白い封筒の封を開き、中を読む。

「……分かりました。では山やま田だ雛ひな子こさんに、伝えて頂けますか。お手紙、確かに頂きました、と」

「ええ、分かったわ。この全すべての天を照らしつくす秋月マキシに任せなさい！」

「はい、お願いします。山田牧まき子こさん」

「きょっ!?」

「おや、違いましたか。真希子、麻希子、マキ子、どれでしょうか？」

「ヤマダマキコ？　何それ？」

　突とつ如じよ奇き声せいを上げるマキシに、夏野が不ふ思し議ぎそうな目を向ける。

「ここここんど、うちの新人賞を獲とった新人の名前よ!!　知らないの？　遅れてるわね！　ここ数年で一番の大物ということよ！　ねえ大門！　そうよね！」

「さあ、どうだったかな」

「ふふふふん！　秋あき山やま忍しのぶ、あんたこそ人の心配なんかしてる場合？　この業界は常に新しい風が入って来るの。時代も、読者だってすぐに移り変わる。常に新しいことに目を向けなさいよね。ああ、時代の最さい先せん端たんに立ち続けるあたしってば超輝いてるわね！」

「はぁ？　そんなの、アナタの方がよっぽど気を付けなさいよ。後から来たのに追い越されて泣くのが嫌なら、さっさと新しい本を書きなさいよね」

「何おう!!」

「あら、やるつもりかしら？」

　夏野の挑ちよう発はつに、マキシも敏びん感かんに反応する。無視しておけばいいのに。

「昨日雛子を助けてくれたから、ちょっと下した手てに出ていたら調子に乗って。見苦しいったらないわね」

「あら、どこが下手に出てたと言うのかしら。いつもと何一つ変わらない、いけ好かない態度だったわよ。この露ろ出しゆつ狂きようが」

「ろ、露出狂じゃないって言ってるでしょ!!」

　こうして、いつものごとく夏野とマキシとのやり取りが開始されるのであった。




　そんな二人のやり取りを背後に、紅葉は車くるま椅い子すを動かして俺の傍そばへと来る。

「読みますか？」

　マキシから受け取った、雛子の手紙をこちらに向けて来た。

『読まねえよ。それは、雛子がお前に宛あてて書いた手紙なんだろ』

「ですが、これは和かず人ひとさんに宛てた手紙でもありますので」

『俺に宛てた手紙？』

　紅葉の差し出した手紙を、九く郎ろうさんと共に読む。

　白い便びん箋せんに書かれていたのは簡かん素そな文。

　決して飾かざらない感謝の言葉。

　ただ『ありがとうございました！』とだけ。

　上手ではない、しかし、精いっぱい書いたと思われる文字だった。

　雛子からの手紙を読む紅葉の顔を見る。その顔には、無表情ではない、いつか見たのと同じ柔やわらかな笑みが浮かんでいる。

「ありがとうございました」

『へ？』

「昨日は、和人さんのおかげで外の世界を知ることが出来ました。バス停も、バスも、ハンバーガーも、カエルも、遊園地も。そして、特別な本についても」

『お礼を言われるような事じゃないだろ』

　ただ、俺は約束を守っただけだ。

「色々なものを知ることが出来ました」

『そうか、良かった』

「おかげ様で、これからは、今までとは違った本が書けそうです」

『……え？』

「バス停も、バスも。私が考えていたもの、想像していたものは間違っていたんですね。だから、次はきちんと現実に即した、より正しい本が書けそうです」

『間違っていた、正しい、って……え？』

「違うのですか？」

『いや、違わないけど』

　姫萩紅葉の著作は、全て紅葉の想像の世界を基もとにして書かれていた筈はずだ。だったら、現実を知ってしまった時、紅葉の本はどうなるのだろうか。ちょっと待て、俺、ひょっとして、何かとんでもないことをしてしまったんじゃ……。

「それで、次は何ど処こへ行きましょうか？」

『へ、次？』

「はい、次は何処に行って、何を教えて下さるんですか？」

　混乱する俺を、紅葉の無表情が見下ろしてくる。

「デートは、まだ終わってませんよ？」

『何言ってんだよ。昨日、十分遊園地を回ったじゃないか』

「いいえ、そんな事はありません、和人さん。それでは、終わりません」

　疑問を遮さえぎるように紅葉が語りだす。

「良いですか？　私の知っているデートとは一組ないしそれ以上の異性が、事前の協きよう議ぎの下、どこか享きよう楽らく的な場所へと出かけ、お互いのことを知り合い、肌の重なりを経へて、名字を共にし、一つ屋根の下で生活し、同じ墓に入ることを言うのです」

『………………はぁ？』

「まだ名字を共にするところまでしか実行していません、和人さん。いいえ、姫萩和人さんとお呼びしましょうか。姫萩和人さん。まだです。まだデートは終わっていません。確かに言いましたよね？　最後まで付き合ってやる、と。今日はどこへ行きますか？

それとも、家で一緒に過ごしますか？　でしたら帰りましょう。私達の家に」

　そう言って、またも紅葉は無表情のままでピースサインを向けてくる。

『い、いや……それは……』

　瞬間。

　背後で。

　凶きよう悪あくな殺さつ気きが。

　生まれる気配がした。

『──ッ!?』

　跳ちよう躍やく。

　刹せつ那なの見切りを発動。

　危険が俺に届く前にその空くう域いきを離れる。

　細さい心しんの注意を払い、逃走経路を選択。即判断。即実行。

『フィブ!?』

　即捕ほ獲かく。捕まった。何という事だ。

　目の前には、赤みがかった大きな瞳。殺意の波は動どうに燃えている。

『ななななな、夏野さん!?　マキシさんと話をしていたんじゃ!?』

「いいえ、こっちの話の方が重要そうよね。お話を、聞かせてもらえるかしら。和　人さ　ん　？」

　夏野の左手が俺の頭ず蓋がい骨こつを締め付ける。痛い。痛い。単純に痛い。

「アナタは、私の犬ではなかったのかしら？」

『な、何を言うんですか？　アナタの犬に決まってるじゃないですか。何度も同じことを言わせないで下さいよ！　ワンワン！』

「そう、アナタは私の犬、そうよね？」

『も、もちろんじゃあないですかぁ』

　嫌だなぁ、アハハハハ。

「じゃあ、肌の重なり、とは何の事かしら？」

『へ？』

「さっき、姫萩紅葉は言っていたわよね。『肌の重なりを経て、名字を共にする』と。アナタ、名字を共にするということは、まさか……私よりも先に……」

「はい、確かに私と和人さんは、昨日肌を重ね、一つになりましたが？」

「──ッ!?」

『も、もみじさ──ん!?』

　何て事を言いはるんですかー？　確かにその通りだけど。今はちょおっとだけ空気を読んでくださいまっせんかああああ!?

『春はる海み君……』

『あ、九郎さん！　助けて！』

　そうだ、ここは昨日ずっと一緒にいた九郎さんに証言してもらおう。そうだ、俺は何もやましいことはしていないんだ！

『さようなら』

　しかし、九郎さんの口から告げられたのは、離り別べつの言葉だった。

　紅葉の車椅子から、小さな注ちゆう射しや器きのようなものが飛び出す。逃げる間もなく、俺の右足に突き刺さる。

『ちょっ、何!?　今のは何!?　何だか、段々フワフワしてきたんだけどぉ！』

『大丈夫ですよ。辛つらいのは、最初だけですから』

「でかしたわカラス。よし、これで生きたまま……」

『い、生きたまま、何をするつもり!?』

　夏野のハサミが、室内の照明に照らされてギラリと光る。凶悪な、銀色の光。昨日、瓦が礫れきを破壊し尽くした時よりも危険な色を持ったハサミ。

　死が、振り下ろされる。

「せ、せんせえええええええええええええええ！！！」

　叫び声と同時。突如リビングの扉を開けて現れたのは、秋山忍の担当編集者、柊ひいらぎ鈴すず菜なだった。鈴菜は、入ってきた勢いのまま自分の足に蹴け躓つまずき、フローリングの床をゴロンゴロン転げまわる。

「きききき、聞いて下さい、秋山先生!!」

　窓ガラスへとぶち当たったところで起き上がり、こちらを振り向いて大声で叫ぶ。

「何よ変態、今忙しいのよ。いいところだったのに!!」

『いいところではなかったよね!?　ピンチにも程があったよね!?』

　良くやった変態。いつもは邪じや険けんにしてばかりだけど、今日はグッジョブだ！

　さて、寿じゆ命みようが延びた。逃げるぞ。

　しかし、そんな俺達の会話も気にならないというように鈴菜が叫ぶ。

「秋山先生の本が『ジャスティーン賞』にノミネートされたんですよ!!」

　その姿はいつもと違う真剣な様子で。

「ジャスティーン賞!?」

「ほう、日本人では初ではないのか」

「……？」

『何ですって!?』

　鈴菜の叫びに、にわかに色めき立つ、作家と編集者達。

　しかし、当の夏野はと言えば大して興味はなさそうで。

「……そう、良かったわね。それじゃあ色犬、続きを行いましょうか」

「先生！　何をそんなにテンション低くしてるんですか！　これは凄すごいことですよ！

世界のＡＫＩＹＡＭＡですよ!!」

　ジャスティーン賞。それは、世界的な権けん威いのある文学賞。それにノミネートされたということは秋山忍が世界でも認められたということだ。

「別に、まだ受賞が決まったって訳ではないんでしょう？　おおげさね。それに、私はそんな事よりも先にすることが……」

　そう言いながらも俺を摑つかんだ左手の力が僅わずかに緩ゆるんでいるところを見ると、満まん更ざらでもないのかもしれない。俺だって、勿もち論ろん嬉うれしいに決まっている。あ、いやお仕し置おきが何とかなりそうというのも勿論ですが。秋山忍が、認められて嬉しくない筈がない。

「ああ、姫萩先生もいらっしゃったんですね！　先生のお宅にも伺うかがおうかと思っていたんですよ！」

　鈴菜は、テンションが高いまま居並ぶメンバーを見回し、紅葉に向かって告げる。

「九郎さんの後任の編集者ですが。うちの副編集長に決まりましたよ!!」

『なっ、あの方に!?』

『知っているのか九郎さん？』

『勿論です！　先を見通す目。企画力。自らの身を粉にして、作家先生と共に作品を作り上げる姿勢。その仕事振りは、業界の至し宝ほうとも呼ばれています。あの人に自分の作品を担当してもらいたいが為に、うちの編集部に打だ診しんをしてくる先生方もいる程なのです。ちなみに私達、書しよ林りん社しや十じつ傑けつ集しゆうの筆ひつ頭とうを務められてもいるんですよ！　そうか、紅葉をあの方に任せられると言うのなら……』

　その副編集長について饒じよう舌ぜつに語る九郎さん。それだけ九郎さんが心しん酔すいしていた人物ということだろうか。

「今は、ちょっと大変な事態になっていてすぐには来られないのですが、また後日ご挨あい拶さつに伺わせて頂きますので!!」

『分かりました！』

　妙にテンション高く、返事をする九郎さん。先程俺に向けていた怒りも忘れているようにも見えるんだけど。でも多分忘れてないんだろうな。逃げる準備はしておかなくては。




「ちょっと大門、秋山忍も姫萩紅葉も何だか色々あるみたいじゃないの！　あたしには何もないの？」

「なんだ、じゃあうちも担当編集を変えるか。編集長には俺から話を通しておくぞ。後任は誰が良い？」

「べ、別にそんな事言ってないでしょ！　変わらないでいいわよ！　大門で！　た、ただ直接的な対決がないと張り合いってもんが」

「どうして、お前はいちいち張り合おうとするんだ」

　リビングの中心。鈴菜の登場で、すっかり会話からはぐれた様子のマキシが、傍かたわらの大門に向けて子供のようなわがままを飛ばしている。

「それに、どうせ来月には合同のサイン会があるんだ。そんなに何かしたいって言うんなら、そこでやればいいだろうが」

『……サイン会？』

　何それ？

「あ、そうですそうです。サイン会ですよサイン会！　その話もしようと思って来たんですよ。秋山先生、姫萩先生、秋月先生も、大門さんもいて丁ちよう度ど良かった！」

『ちょっと待て、サイン会って。ムカデ屋で言っていたアレのこと？　アレは夏野達を会わせる為に、九郎さんがでっち上げた噓うそ企画だったんじゃなかったの？』

『何を言うんですか春海君。噓企画なんかじゃありませんよ。ちゃんと、お店にも許可を取っていますし、イベントスペースも確保しています。僕はいなくなってしまいましたが、業務も大門と柊さんにきちんと引ひき継ついでいますから、実現は可能です』

『じゃ、じゃあ本当にやるのか？』

　で、でもサイン会なんて、夏野が嫌がるんじゃないのか？

「ふうん、サイン会ね。面白いわ」

『え、やるの!?』

　この前はあんなに嫌がってたじゃん。何で急にそんなに乗り気のご様子なの!?

「秋山先生！　参加してくださいますか!?」

「良いわよ、鈴菜。そのサイン会、参加してあげるわ」

「はい、ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　予想外の夏野の反応に、鈴菜は割れんばかりに高速で頭を振る。それもその筈だ。以前に話を聞いた時は、にべもなく断られたのだから。

「でもね、条件が一つあるわ」

「条件!?　何ですか!?」

「……姫萩紅葉。アナタも参加しなさい！」

『ぬわっ!?』

　左手で摑み上げた俺を紅葉に向けて突き出す。

　夏野と紅葉が、俺を間に置いて向かい合う。

「どうせ、うちのバカ犬のことだから、また本がどうとか読者がどうとか言ってアナタを誑たぶらかしたんでしょう。本当にごめんなさいね、うちの犬が。犬にでも嚙かまれたと思って忘れてくれる？」

　夏野は、何かを押し殺したような声で告げ。

「いいえ、何も謝ることはありません。和人さんは私の夫ですから。忘れる必要などありません。こちらこそ、私の夫がご迷惑をおかけしました」

　紅葉は、変わらず抑よく揚ようの無い声で反応を返す。

　一見すると、穏やかなやり取り。しかし、二人の間を流れる空気は、ピンと張りつめている。

「この犬は、私の物よ？」

「いいえ、和人さんは、私の夫です」

　二人の間に生まれるのは静かな、しかし全てを焼き尽くすような高温の熱。

「……そう、引き下がるつもりはないというのね？」

「引き下がる？　それは何ですか、何故そんな必要が？」

「どうやら、話していても埒らちが明かないようね。だからね、今度のサイン会にアナタも参加しなさい」

「……成なる程ほど、そういうことですか。分かりました、私も参加しましょう」

　夏野霧姫の視線と、姫萩紅葉の視線が空中で交差する。

「この犬が、どちらの物か」

「和人さんが、どちらの物か」




「「サイン会で、決着を付けましょう」」





つづく
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　※本書に出てくるミニチュアダックスフンド、カラスはフィクションです。実在のミニチュアニメ化が決まりましたああああああああああああああああああああ！！！！！




　こんにちは、更さら伊い俊しゆん介すけの『更』です。改めましてご報告。

　拙せつ作さく『犬とハサミは使いよう』のアニメ化が決定しました！！！

　本当です。噓うそじゃないです。アニメ化です。決まりました。思い返せば、最初にアニメ化の話を聞いたのは、ある暑い日のことでした。突如、担当さんから『副編が、一度おふたりとお話ししたいとのことなのですが……』と、何の用件かも教えられずに呼び出され。戦せん々せん恐きよう々きようとして向かった先で告げられた、アニメ化企画のお話。あの日食べた『全く味を感じられない海鮮丼』のことを、僕は生しよう涯がい忘れることはないでしょう。

　あれから月日が経たち、このような形で皆様にご報告を出来る事、大変嬉うれしく思います。

　アニメの制作には、原作者の立場で諸もろ々もろの監修をさせて頂いております。ただ、スタッフの皆様が僕達以上に『犬ハサ』に精通している為、打ち合わせに参加しても『はい、僕達もそう考えてました』と言うのがメインジョブ。何で皆あんなに詳しいの、ひょっとして心読まれてる？　とまあ、そんな素す晴ばらしいスタッフ様達に囲まれ、アニメ版『犬とハサミは使いよう』は現在制作進行中です！　諸々の続報をお待ち下さいませ。

　そしてご報告パート２！　『少年エース』で連れん載さい中の漫画版『犬とハサミは使いよう』のコミックス一巻も発売しました！　巻末には『犬とハサミは使いようＩＦ』と題して、書き下ろしショートストーリーを書かせて貰もらいましたよ。大おお庭ば下か門もん先生の『犬ハサ』のついでに読んで頂ければ嬉しいです。一冊で漫画と小説の両方読めるなんてお得だね！




　以下、天上の星々にまで響き渡る程の感謝を込めて謝しや辞じを送らせていただきます。

　担当編集のＡ様。イラストレーターの鍋なべ島しまテツヒロ様。漫画家の大庭下門様。少年エース編集部のＵ様。アニメスタッフの皆様。拙作の製作・出版・流通・メディアミックス等に携たずさわって下さっている全すべての皆様。家族。友人達。職場の皆様。コミックトレイン様。第一書林様、平安堂書店様、ときわ書房様。拙作を置いて頂いている全国の書店様。そして、この本をお手に取って下さっている読者の皆様。皆様のおかげで、ドラマＣＤ、漫画化に続き、アニメ化まで行うことが出来ました。これもひとえに応おう援えんして下さっている皆様のおかげかと存じます、本当に本当に、ほんっとうにありがとうございます！　引き続き頑がん張ばっていきますので、これからも何なに卒とぞ応援宜よろしくお願い致します。

　それでは、全ての本と、本を愛する人達に祝福があらんことを。








あとがき２




　意外！　それはアニメ化ッ!!

　皆さんご機き嫌げんいかが、更伊俊介の左半分こと『伊』です。ここで大ニュース！　って言うか帯でも、二ページ前でも既に言っていると思うけど！




　この度、拙作『犬とハサミは使いよう』が、アニメ化する運びとなりました！




　アニメ化という華やかなワード、何を言っているのかよく分からねーと思いますが、僕達自身も実感を得るのにしばらく掛かりました。え!?　本当にアニメ化すんの!?

　アニメ化ですよ。

　兄メカですよ。

　犬ハサの主人公である『春はる海み和かず人ひと』も兄である以上、ここは兄メカというネタを活いかす他ない！　兄がメカになるだなんて斬ざん新しん！　などと思ったのですが、多分過去五千回くらい繰くり返かえされてきたネタでしょうし、そもそも犬がメカになった所でそこまでのインパクトは無いんじゃないかということにたった今気が付いたので、このネタはこれ以上膨ふくらみません。だってそれってＡＩＢＯだもんね、もしくは新手のゾイドだ。そして春海はメカになった所で一切言動が変わらない気がします。分かったこの話は止やめよう。

　折せつ角かくの兄メカ……アニメ化なのに後書きの無む駄だ遣づかい感が凄すごいな！

　これを書いている現在、原作者として、微力ながらアニメのお手伝いをさせて頂いております。アニメという未知の分野、やはり不安もあったのですが、しかし制作スタッフの方々が『犬とハサミは使いよう』を非常に良く理解して下さっているので、原作者としても良いインスピレーションを受けっぱなしです。原作で使わなかった設定がまさかここで日の目を見るだなんて！

　これもひとえに、ここまで犬ハサに関かかわった全ての方と、応援して下さった全ての方のおかげです。本当にありがとうございます！

　そしてまた喜ばしいことに、この六巻の発売と同じ頃、コミックスの一巻も発売になっているのではないかと思います。アニメとコミックスと、そして原作小説というまさに三頭体制、主人公が犬だからケルベロス！　的な感じで犬ハサワールドは今後も展開して行きますので、皆様ぜひお楽しみ下さい！

　次巻『犬とハサミは使いよう７』は初夏頃の発売となります。夏なつ野の霧きり姫ひめと姫ひめ萩はぎ紅葉もみじの、犬を巡る戦い。少しだけお待ち下さいね。


二〇一二年一二月某日　更伊俊介
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